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　コロシアム主要動向　括かつ弧こ内は銃所持プレイヤー人数




　旧コロシアム





　・　７人が銃を放棄　（残り23人）

　・　高たか槻つき里さと美み　中なか谷たに美み莉り亜あを射殺　（残り22人）

　・　雪ゆき村むら琴こと音ね　司し馬ば遥はる香かを射殺　（残り21人）

　・　月つき島しま伊い央お　高槻里美を刺殺　（残り20人）

　・　前まえ園ぞのマナ　フリープレイヤーを三人射殺　（残り20人）






　現コロシアム





　・　伊い奈な川かわ玲れい菓か　二年一組の生徒を殺さつ戮りく　（残り20人）

　・　原はら田だ美み砂さと雪村琴音が交戦　（残り20人）

　・　五十嵐いがらし渚なぎさによるプレイヤーグループが編成される　（残り20人）

　・　金こん剛ごう真ま澄すみによりロゴスが作動する　（残り20人）

　・　桜さくら木ぎ環かん奈な　前園マナと交戦　マナは重傷　（残り20人）

　・　伊奈川玲菓など　食堂で交戦　上うえ原はら愛あい良らを射殺　（残り19人）

　・　椎しい名な流る華かによりロゴスが作動する　（残り19人）

　・　五十嵐渚による寄宿舎襲しゆう撃げき　（残り19人）

　・　月島伊央　二年一組の紺こん野の真ま奈な美みを射殺　（残り19人）






　現在の銃所持プレイヤー散布予測





　・　校舎　　　　　　　　　★★★★★★

　・　部室棟　　　　　　　　★★

　・　寄宿舎　　　　　　　　★★★★★★★★★★

　・　ショッピングモール

　・　校庭　　　　　　　　　★









沖おき羽は留る奈なのパソコンデータより抜ばつ粋すい
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「萩はぎ原わら悠ゆう人と」

「桜さくら木ぎ環かん奈な」

「萩の原っぱを悠々と歩く人」

「桜の木で、環状八号線の環、と奈良の奈」

「一年七組」

「九組」

「Ｂ型」

「私も」

「同じだ」

「同じだね」

「…………」

「…………」

「ぎこちない！」

　横でやり取りを見ていた鈴すず原はら鳴なる美みが声を荒らげた。

「会話を否定するなよな。とっかかりさえ見つかれば弾んだ会話になるのに」

「探し続けてループしてる。名前もクラスも三回目。血液型が同じだからってなんなの？」

　萩原の目の前には環奈が立っている。暇を持て余しすぎてついに環奈と交流を図ったのだが、まったく会話が成り立たない。

「あ、環奈。そういえばさ、チェス研の正式名称ってチェス研なんだぜ」

「ふーん。……もういい？」

　萩原がうなずくと、環奈はベンチに座っていた金こん剛ごう真ま澄すみのもとへ戻っていく。しばらく見ていると、ヘアブラシを取り出した金剛が環奈の髪をとかし始めた。色素の薄うすい環奈の髪は日差しを受けて銀色に光っている。微笑ほほえむ金剛に対して環奈は無表情だったが、その光景はとても穏やかだった。

「やっぱり金剛さんにしか懐なつかないな」

「あんたのやり取りがおかしいのよ」

「鳴美だってどうかな？　俺は純粋に対話でなんとかしようとしたけど、お前は物で釣ってたよな。アクセサリーとか環奈にあげまくって友情を得ようとする短絡的なやり方でさ」

「そういう言い方やめてよね。打算があったわけじゃないの」

「まあまあ、そんなことで喧嘩するなよ」

　トイレの壁にスプレーアートを描いていた北きた野の亮りようが割って入った。彼はこのところずっとスプレー缶で、ぐねぐねと曲がったラインの模様を描いている。

「っていう北野はもっとぎこちない会話だっただろ。ニンニク注射にニンニクって入ってないんだってね、っていう話しかけ方はなんなんだよ。桜木環奈でも俺でも「ふーん」としか言えない──」

　ぐーっという腹の音に萩はぎ原わらは言葉を止めた。見ると鳴なる美みが腹を押さえている。

「お前のせいで思い出しただろ」

「ごめん」と、鳴美が力なく謝った。

「そうだ、羽は留る奈な。もう大丈夫だ、こっちにこい」

　日が暮れて校庭が真っ赤に染まったのを確認して、萩原は沖おき羽留奈に声をかけた。トイレを利用してヘチマのカーテンと棚を作っており、その中のベンチに羽留奈は座っていた。

「これ本当に必要？」

　ベンチに座った羽留奈は植木鉢を抱えて溜ため息いきを吐ついた。羽留奈には植木鉢に移したヘチマの蔓つるを巻いていた。背中や胸にヘチマの実がぶら下がっている。

「エコの一環だよ。羽留奈の肌は弱いんだから日に焼けたらいけないだろ」

「体がすごく重いの」

「じゃあ、少しだけ収穫するか」

　萩原は腰にぶら下がるヘチマを木製ナイフで切り取った。そのまま八やつ切ぎりにして羽留奈に差し出したが彼女は首を振る。

「ヘチマは生なま食しよくできるんだぞ。サラダなんかもあるし」

「だからって、ずっとこればっかり」

　鳴美もヘチマを拒絶した。当の萩原も同じ気持ちだった。空腹だからといってなんでも食べられるわけではないのだ。災害時に非常食があっても、味のない乾パンなどは喉のどを通らず餓が死しするケースがあると聞いたことがある。

「何か味がほしいよね。それか食べ応ごたえがあったり」

　北きた野のが暮れた空を見ながら言う。

「なあみんな、正直に言わないか」

　萩原の問いかけに、三人が首を傾かしげる。

「食料を隠かくし持っているとか、でなくても気づいていない食料がポケットにあるかもしれない。もしも見つかったら平等に分けるべきだと思う」

　萩原を含む四人は視線を微妙に交差させた。

「俺はほとんど何も持っていない。強いて言うならさっき捕まえたバッタぐらい」

　ポケットの中から茶色いバッタを出すと、鳴美が悲鳴を上げた。

「やめてよ、絶対に食べないわよ」

「トイレ脇わきに咲いてたひまわりも調べてみたけど、まだ種は食べれない。俺は他に何も持っていない。みんなも調べてくれないか」

　萩原に言われ、三人は所持品を調べるが上うわっ面つらな動きだった。当然ながらすでに何回も調べているのだ。

「なあ、羽は留る奈なのメインパソコンって食べられるって言ってなかったか？」

「自然に返る素材って言っただけ」

　羽留奈がザックのパソコンを萩はぎ原わらから隠かくした。

「僕も何も持ってない。四日前に分けたガムで最後」

「待てよ北きた野の。そのベルトって革製だよな」

　萩原は北野のズボンのベルトをつかんだ。

「よせよ、食えるわけないだろ」

「あと、靴だって革製だ」

「合皮だよ。チャップリンみたいなことやめろって」

「やってみなきゃわからないだろ。歯ごたえのあるものを……ん？」

　横を向くと、鳴なる美みがヘアーアクセサリーに手を当て動きを止めていた。

「どうした鳴美」

「ううん、なんでもないけど」

　鳴美はすっと目を逸そらした。

「鳴美、こっちにおいで」

　萩原がにじり寄ると、鳴美は後ずさった。

「待てよ！」

　逃げだそうとした鳴美に、萩原はタックルして引きずり倒す。

「こいつ何か隠し持ってやがる」

　萩原は、じたばたと暴れる鳴美を押さえつけながら、北野と羽留奈を呼ぶ。

「北野押さえろ。羽留奈はこいつのポケットを調べろ」

「やめてよ、何も隠してないから！」

　鳴美は男二人に押さえつけられながらも暴れる。

「……何も持ってない」

　鳴美の体を調べた羽留奈が首を振る。

「靴のソールの下は？　下着の中とか」

「ない」

「そんなわけないだろ」

　萩原はじっと鳴美の持ち物を観察した。目に付くのはいつもの蛍光色のアクセサリー……。

「これだ」

　萩原はピンク色のヘアーアクセサリーを奪い取る。

「やめて！」

「こいつ、飴あめを隠してやがった！　ほら、樹脂にコーティングされたこの飾り部分が」

「本当だ、こんなところに！」

　北きた野のもそれを見て興奮している。糖とう分ぶんを取るのは久しぶりだ。

「乱暴はやめなよお」

　ヘチマの鉢を抱えたままの羽は留る奈なが止めるが、無視して鳴なる美みに悪態をつく。

「汚ねえなあ、独ひとり占じめするつもりだったんだな」

「違うの、これってスイーツデコっていうリアルキャンディ型アクセで、本当に飴あめが入っているところがよくって、それを食べたら価値がなくなっちゃうの」

「うるせえバーカ。そんなの知るか！　北野、石を拾ってこいよ。割って分けようぜ」

「やめなさい」

　はっと振り向くと、そこには腕を組んだ金こん剛ごうと環かん奈なが立っていた。

「こんな状況で喧けん嘩か？」

「違います。こいつ飴を隠かくしてやがって」

「それって鳴美ちゃんの非売品の限定アクセサリーでしょ？　いくら空腹だからって、なくしちゃいけないものがあるんじゃない？　私たちはチームメイトよ」

　北野は拾ってきた石を慌あわてて放り投げている。萩はぎ原わらは未いまだに地面に突っ伏していた鳴美を立たせると、キャンディ型アクセを返しながら舌打ちした。

「先輩に言いつけやがってよ、チクリ女」

「そんなんじゃないもん。懸けん賞しようで当てたアクセだから大事なものだったんだもん」

　半泣きの鳴美は目をごしごしと擦こすっている。

「そんな小さな飴を食べたって意味ないでしょ」

「俺たちはヤギでもウサギでもないんです。ほしいのはヘチマとかタンポポの葉っぱにはない味覚ってやつです。金剛さんは三日前に食物繊維でできたエコレシートをくれましたけど、そうじゃなくて味がほしかった」

　そんな萩原に金剛は大きく溜ため息いきを吐ついてみせた。

「はー、確かに限界みたいね」

「あの、まだ私は大丈夫です。ヘチマだっておいしいし」

　羽留奈がヘチマを揺らしながら首を振る。

「おいしくはないだろ。肩にヘチマぶら下げながらいい子ぶりやがって」

　ふてくされた視線を向ける萩原の前で、金剛は髪のリボンをほどいてみせた。彼女のレッドブランの髪がさらりとストレートに流れ落ちる。髪を下した金剛を見るのは初めてなので、萩原はどきりとしてしまった。

「そんなギスギスするんなら、鳴美ちゃんのアクセの替わりに私のリボンを食べましょ」

「はあ？」

　萩原は金剛が握にぎる薄うす黄き色いろのリボンを見つめた。あまりの空腹で金剛の頭もおかしくなったのだろうか。

「あの、僕らは女の子のアクセサリーを食べる趣向があるわけじゃないんです」

　さすがに北きた野のも困惑している。

「これ、清きよ正まさリボンっていうの。ほら、熊くま本もと城じようって籠ろう城じよう時じのためにある工夫がしてあるのを知ってる？」

　北野と鳴なる美みに視線を向けたが、二人はぽかんとしている。

「備蓄食料として、畳に芋いもづる、土壁にかんぴょうを使っている」

　答えたのは羽は留る奈なだった。

「そう、つまりこれは──」

「いや、かんぴょうなわけないでしょ」

「うん、アクセに詳しい私でも清正リボンなんて聞いたことないし」

　萩はぎ原わらと鳴美は視線を合わせて苦笑いをした。

「でも、妙にしわくちゃなリボンをつけてるなって、ずっと僕は思ってました」

　北野の言葉に萩原もうなずいた。確かに美しい金こん剛ごうと雑なリボンの組み合わせはアンバランスだった。しかし、これが食べられるはずはない。

「いくら俺が金剛さんのことを好きでも、下着を食べたいとか思いませんよ」

「やめてよ萩原。パンツの話はしてないでしょ。リボンよ、清正リボン」

「あえてパンツの話をして、リボンを食べるハードルを下げようとしたっていうか……」

　どう見てもこれはリボンだ。たとえば食べられるものを使っていたとしても、衣類のくくりになるのではないか？　それを口にしていいのか。これは越えてはいけない一線なのでは？

　だが、思いに反して萩原は彼女のリボンを手に取っていた。顔を上げると微笑ほほえむ金剛と目が合った。試してみるべきでないか。いや、試したとして元の世界に戻ってこられるだろうか。

　萩原は渦うず巻まく思考の中、金剛のリボンをそっと口に含んだ。そのまま嚙かみしめる。

「……うわああ」

「どうした萩原！」

　様子を窺うかがっていた北野と鳴美、羽留奈が大きく目を見開く。

「かんぴょうだ」

　久しぶりの味だった。甘くしょっぱい奥深いその味は人生で感じたことのないものだ。頭を殴られたような衝しよう撃げきを受け、萩原は膝ひざをつく。すべての神経がかんぴょうの味覚に集中したため、体の制御を失ってしまったのだ。

「本当だかんぴょうだ。金剛さんのリボンはかんぴょうだった！」

　リボンをかじった北野も腰を抜かしている。

「金剛さんは、かんぴょうだった！」

「私がかんぴょうみたいに言わないで」

　金剛ははしゃぐ萩原たちに苦笑いしながら、そっと羽留奈を自分の体に隠かくした。

　萩はぎ原わらの視界にも入ってしまった。あえて無視していたこちらを窺うかがう視線。この校庭の六人は常に見張られていた。校庭の外側で様子を見ている生徒たち。校舎の窓にも人影がある。そして向けられる銃口──

　……そうだ、ここはコロシアムなのだ。







　孤立は五日目に突入しようとしていた。

　萩原たち六人は大おお海うな原ばらに漂ただようかのように、世界から孤立していた。それは羽は留る奈ながこの世界のキーパーソンとなった時から続いている。

　二年一組の最後の一人、セレクションのゴールを目指すためには羽留奈はスペアの利きかない最重要な人間だ。そしてクラスでの生き残り、ラストワンを目指すグループからすれば、羽留奈を殺せばセレクションを崩ほう壊かいさせることができる。

　そんな思惑の中で、微妙な均きん衡こうを保って大きな武力が睨にらみ合っている。

　萩原たちも校庭にて羽留奈の安全確保に尽力した。へちまで作ったグリーンカーテンもそうだ。プレイヤーたちの持つ銃の射しや線せんから隠かくす必要がある。北野がスプレー缶でトイレの壁などに描いていた絵も対策の一つで、模様の正体は『錯覚』だ。遠距離からの射撃対策に、距離感が狂う錯覚画を描いているのだ。

　しかし羽留奈を完全に隠してはいけない。常に羽留奈を見せて安全であることをアピールせねばならない集団がある。それは寄宿舎をベースとする五十嵐いがらし渚なぎさたちの集団だ。

　彼女たちはセレクションでのゴールを目指しており、羽留奈が死んだ瞬しゆん間かんに瓦が解かいするグループだ。つまり、常に羽留奈の安全を常に確認する必要がある。そこでグリーンカーテンは寄宿舎方向だけ開いており、羽留奈の姿を見せている。

　羽留奈が狙ねらわれるとしたら、校舎側からだろう。校舎にはラストワンナンバーを目指すクラスの集団が潜ひそんでいる。渚たちセレクションのグループもそれを警戒して校舎を見張っている。銃口を向けあい、いつ交戦が始まるかわからない危険地帯だった。

　そしてその危険地帯の奥にあるショッピングモールはどうなっているだろうか。生徒会長の椎しい名な流る華かのもとまとまっていることはわかっている。避ひ難なん民みんの受け入れを表明してるが、銃を持ったプレイヤーの進入は拒絶したグループだ。

　萩原たちも受け入れてくれるだろうか。しかしそれが新たな火種になる可能性が高く、銃を持っている環かん奈なは捨てていかねばならない。何より、立地からして避難するには距離がありすぎ現実味のないプランとなるが。

　萩原は背後の部室棟に視線をやった。

　萩原たちの同好会の会長である黒くろ川かわ咲さ季きもいる場所だ。一言で表現するなら中立、だろうか。独自で武装し、セレクションにもラストナンバーにも属さない。しかし、すでに羽留奈の避難は咲さ季きに拒絶されている。

　つまり──孤立。

　萩はぎ原わらたちはこの校庭のど真ん中で、ただ静かに時を過ごしてるだけだ。いつかはこの膠こう着ちやく状態は終わるし、自らの意思で破ることができる。しかし、その時は新たな戦争が起こることは間違いない。羽は留る奈なを中心に弾丸が飛び交い、多くの死者が出ることだろう。萩原たちがこの場所を後にするのはそんな時だ。

　萩原たちがここにいるのは問題の先延ばしかもしれなかったが、この問題に立ち向かうこともできなかった。自分たちはゴールを目指すべきなのか、死を受け入れるかもわからない。本当にこのまでいいのか、それとも自分たちはこの場所で漂ただよっているだけなのか……。

　萩原はそんなことを考えながら目を閉じる。

　潮しお騒さいが聞こえた。ゆらゆらと体が揺れている。まるで海だ。大おお海うな原ばらをちっぽけなゴムボートで浮かんでいる。目的もなく、ただ波に揺られている。

　しかしそんな海のイメージを浮かべても、すぐに現実に引き戻される。まず喉のどの渇かわき。次に感じたのは間かん欠けつ的な腹の痛みだった。鈍どん痛つうは重い響ひびきのように全身に伝わる。銃弾で撃ちぬかれたこの腹の穴はコロシアムの象徴だった。

「萩原」

　目を開けると揺れる緑が見えた。木こ漏もれ日びに目を細める。

「うなされていたけど、大丈夫？」

　こちらを覗のぞき込む顔があった。

　萩原は腹を押さえて体を起こした。全身が汗で濡ぬれている。

「少しだけ寝ちゃった」

「変な夢でも見たの？」

「俺の腹の上で鳴なる美みがチャールストンを踊ってた」

「はあ、何言ってんの？」

　鳴美の眉まゆ根ねを寄せる癖も、大量のカラフルなアクセサリーも変わらない。教室の座席で振り向くとそこにいた鳴美そのままだ。

　見回すといつもの校庭が見えた。萩原が寝ていた場所は校庭中央部の休憩スポットのケヤキの木の下だった。潮騒のようなセミの鳴き声が聞こえ、強烈な日差しが校庭を熱している。いつもと変わらない夏の学校……。

　だが、やはり視界にこちらを監視する人影が入ってしまう。視線に晒さらされ少しずつ自分の精神が削られていくような気がした。

「なあ、どうしてるかな」

　萩原は積せき乱らん雲うんの浮かぶ空を見上げながら鳴美に聞く。

「どうしてるだろうね」

　鳴なる美みはじっと校舎を見つめている。

　クラスメイトは……萩はぎ原わらはそのクラスメイトの中でも彼女のことを思った。

　空を見つめていると、雲はいつの間にか鉛色になっていた。

　夜になって雨が降ってきた。







　その夜、萩原は雨に濡ぬれながら校庭に突っ立っていた。雨と靄もやに覆おおわれた校庭を見ていると、どこか別の世界に連れてこられたような錯覚になる。

「何かあった？」

　背後から傘が差し出された。トイレの脇わきに捨てられたボロ傘を差しているのは金こん剛ごうだった。雨の中でもこうして交代で見張りをやっている。

「いえ。でも、このままでいいのかって思って」

　萩原は雨の校庭を見つめる。視界は遮さえぎられているが、今でも生徒たちがこちらを窺うかがっていることだろう。それはいつまで続くのか。

「ずっとこのままです。俺たちは銃口を向けられながらいつまでここにいるのか」

「この膠こう着ちやく状態は悪いことだけじゃないわ。私たちはこの学校で同じ時間を共有してきた人間よ。心の底で殺し合いなんて望んでいない。こうして時間を置けば殺意は薄うすれる可能性がある」

「そうでしょうか」

「現状を維持することは大切なことよ。人間は動いたほうが正しいと感じるから、こうして待機することにストレスと不安を感じやすい」

「でも、現状維持し続けて先延ばしして、いつの間にか引き返せない袋ふくろ小路こうじに入ったら？　あの時動いていればっていうのが、今かもしれない」

「それは神様以外、誰だれにもわからないこと」

　金剛の声は雨に溶けるように消えた。

　こんな場所に立っていると、どうしても不幸なエンディングしか思い浮かばない。惨みじめに銃弾に倒れるか別の場所に逃げ込むか、コロシアムのゴールを目指すにしてもこの六人すべては生き残れない。誰かを捨てる結末が待っている。

　萩原は真っ暗な空を見上げて雨を浴びる。今の自分にできることは、ずぶ濡れになって自らの無力さを呪のろうことだけだ……。

　雨音に混じって歌声が聞こえた。横を向くと金剛が鼻歌を歌っていた。彼女は萩原の視線に気づくと、傘をたたんでステップを踏み始めた。

「『雨に唄うたえば』ですか」

　金剛は答えず、傘を振り回しながら歌っている。あまりに完かん璧ぺきな振り付けに萩原は笑ってしまう。そういえば彼女は生徒会のイベントのプロモーションビデオの冒頭で、いつも満面の笑みで踊っていた。

「おいで」

　踊りながら金こん剛ごうは萩はぎ原わらを手招きした。

「俺、ステップが苦手で、あと腹も……」

「大丈夫、そんなの適当で」

　金剛は傘を開くと、萩原の手を取ってステップを踏む。腹のけがを気き遣づかってかゆったりとしたリズムになった。

「『雨に唄うたえば』はね、雨をやませることはできないけど、人間はたとえ雨でも歌えるというメッセージが込められているの。だから私たちはできることをやる」

「そうなんですか」

「今考えたんだけどね」

　金剛は傘を放り投げると、萩原の体に両手を回してゆっくりとリズムを取った。

「先輩はすごいよ」

　萩原は雨と金剛に身を委ゆだねながら素直に思った。こんな状況でも金剛は輝かがやきを失っていない。泥の中でもダイアモンドは価値を失わないのだ。

「ありがとう。でも、私はこうして慕したってくれる人間がいるから輝けるの」

　金剛はストレートに垂らした髪を払った。

「俺だけだったら、鳴なる美みも羽は留る奈なも守れなかったです」

「私のことは守ってくれないの？」

　金剛がこちらを見つめていた。

「守りますよ。先輩は女の子ですから」

「ありがとう、萩原」

　金剛は嬉うれしそうに笑うと萩原の頰ほおに軽いキスをした。

「……先輩、濡ぬれちゃいます」

　金剛の濡れたブラウスに気づいた萩原は、転がる傘を拾おうとした。皆の前で水着にもなったことのない金剛は、それを嫌うはずだ。

「ねえ、私の服の下を見たい？」

　意外な金剛の言葉にどきりとする。ブラウスはピンクの下着が透けていた。

　萩原は正直に「見たいです」と言った。

「私は男があまり好きじゃないけど、それでも萩原は嫌いじゃないのよ。意外にこの不便な生活も楽しかった」

「もしも俺たちが生き残ったら、見せてくれます？」

「今でもいいのよ」

　金こん剛ごうはくすっと笑った。

「でもね、私の全部を見たら後戻りできないわよ。たとえ私の真実がどうであろうとも、あなたは責任を取らなきゃいけない。そして私のそばにいて永遠に色づけるの。私は色いろ褪あせない努力をするし、それでも褪せていく私をあなたは愛し続けなければいけない」

　雨に濡ぬれる金剛を見て思った。もしかしたら自分は目の前の彼女に惹ひかれているのかもしれない。

「それができるなら、私は今でもすぐに裸になるわ」

　萩はぎ原わらは金剛から目を逸そらすことができなかった。腰に回す手に自然に力が入り彼女を引き寄せる。金剛は抵抗することなく萩原に体を預けた。思った以上に彼女は華きや奢しやだった。そのまま至近距離で見つめ合う。金剛の唇が震ふるえているのが見えた。

「今の私、少しおかしいかも」

「俺もそうです。でも、なんか今なら……」

「……あたっ」

　ふと金剛が頭を押さえ、頭上を見上げた。

「雨粒？」

　萩原は傘を拾って金剛に差してやった。我に返ってしまった二人は、そのまま気まずく視線を逸らす。

「今すぐ裸になるのは、取り消していい？」

「わかってます、俺もいろいろ落ち着いたら改めてチャレンジします」

　差していた傘がいきなり音を立て、萩原は目を丸くした。傘に当たったのは雨粒ではなかった。濡れた地面に転がったのは鉄の塊かたまりだ。

「弾丸か」

　深夜零れい時じにその日撃たれた弾丸が学校に補充される。発砲音は聞こえなかったが、今日も微妙な均きん衡こうを保った学校の水面下で弾丸が放たれたのだ。
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　扉を開けると、がらんとした空間が広がっていた。

「……いない」

　聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りは教室を見回した。

「逃げたのか」

　本ほん田だ遼りよう一いちが廊ろう下かを確認してから教室に入ってくる。

　机と椅い子すは廊下のバリケードに使われており、教室は空っぽだった。わずかに窓が開いておりカーテンが風に揺れている。このクラスは銃持ちのプレイヤーがおらず、バリケードを築いてずっとここに引きこもっていたのだ。それ故ゆえに食糧不足が深刻化しており、空腹に耐えきれずについに脱出を敢行したようだ。しかしどこに……。

　窓枠に人形が座っている。その人形は右目の部分が損傷していた。なんだかこの空虚な教室は学校という存在の死を象徴しているように見えた。

「生きてはいるようだ」

　本ほん田だがスマホ画面を確認している。生徒の生死は生徒在籍表にアクセスし調べることが可能だった。

「もう少し早く来ればよかったかな」

　飢き餓がに苦しむクラスを見捨てられずにここに来たのだったが、一歩遅かったらしい。

「仕方ないだろ。食料を分けてやるのも危険だし、それに金も」

「それでも話し合うべきだったかもしれない」

　死の恐怖から対話と接触を避けてきた。しかしそれは恐怖を増ぞう殖しよくさせることに繫つながらなかったか。表向きの争いは減ってきたが、生徒たちの憎しみは内面に溜たまっていったのではないか。

「逃げたんならいいだろ。この校舎での無駄な争いの種がなくなったってことだ」

「そうよね。この校舎も少しずつ安定していけば、話し合いの余地はあるかも」

　緋香里はうなずき、壊こわれた人形を手に取った。

「そろそろ出よう。俺たちは銃を持ってない。あまりうろつくのも危険だ」

　本田がスマホで弾丸のレーダーを確認しながら教室を出ていく。こうして慎重に行動してはいるが、最近は校舎内に死者も発砲音もない。あの戦い以来、コロシアムの戦いは収束へと向かっているのかもしれない。

　──あの戦い。キーパーソンとなった沖おき羽は留る奈なをめぐっての争いに、萩はぎ原わらと鳴なる美みは巻き込まれたようだ。そして未いまだに孤立したまま校庭にいる。手を差し伸べようにも、渚なぎさたちのグループが見張っているので近づくこともままならない。緋ひ香か里りたちの接近は羽留奈への攻撃と受け取られるだろう。

「クラスの連中が探索したけど、死体とかも片づけられているらしい」

「校舎内の？」

「ああ、廊ろう下かに転がってたのもなくなってた」

　緋香里と本田は周囲を警戒しながら廊下を歩く。

「そっか、死体を片づけてくれている人がいるのね」

『死体をダストシュートに捨てると、処理ボーナスとしてお金が入ります』

　人工音声は緋香里が胸に抱いていたワームからだった。ダンゴムシ形状のロボットが会話に反応したのだ。

　二人は沈黙したまま歩く。廊下に設置された自動販売機を見たが、すべて売り切れだった。

「戻りましょ」

　これ以上校舎を歩いても何も得るものはない。と、背後からの物音に二人は振り返る。

「クリーナーか」

　本ほん田だが大きく息を吐いた。円えん盤ばん状のクリーナーが廊ろう下かの清掃をしていた。この状況でも清掃を続けているのだ。

　緋ひ香か里りが壊こわれた人形を投げ捨てると、クリーナーが寄ってくる。クリーナーから出たアームが人形を拾い上げ、円盤の上に設置されたかごに人形を放り込んでから去っていった。







　二人はクリーナーを見送ったあと、廊下を進み図書室の前に立つ。緋香里は合言葉を言ってから扉を開けた。

　中に入ると、戻ってきた二人を見て安あん堵どするクラスメイトの姿があった。この図書室が一年七組の拠点だった。何者かが突入してきても対応できるよう本棚を複雑に並べている。

「どうだった？」

「異常なしよ」

　緋香里はクラスメイトにうなずいてみせた。その言葉にクラスメイトたちは表情を緩ゆるめる。異常なし。そんなシンプルな情報が生徒たちの精神状態を保つ重要なものだった。だからこそ、リスクがあっても一日に数回の見回りを行っていた。

「銃声も聞こえないし交戦の様子もなかった」

　クラスメイトたちは床に敷しいたマットの上に座っている。日中は図書室の本を読んで時間をつぶしている。緋香里も久しぶりに紙かみ媒ばい体たいの本を読んだが、気分転換には電子書籍よりもよいかもしれないと思い始めていた。

「でも、そろそろ食料のほうが」

　困惑した声を出したのは坪つぼ井い泰やす葉はだ。食料は食堂へ行かねばならないのだが、事情があって数日は行けていない。図書室に備蓄していた食料も尽きようとしていた。

「それに資金も」

　他の生徒からも声が上がった。

「お金がないのはなんとかしないと」

「もしものことがあったらどうすればいいの？」

　散発的に声が出る。それを聞いて緋香里は思う。図書室に逃げてきたときは、命が無事だった安堵感しかなかった。死の恐怖から逃げ、ただここに立てこもった。しかし、そんな状況を体験しても時間が経たつと感情は薄うすれてしまう。死の恐怖が薄れ、生の欲求へとシフトしたのだ。

「あの治療費が大きかった」

　誰だれかが言った。

「彼女は私たちを守るために行動したの」

　緋ひ香か里りが止めたが、さらに攻撃的に言葉が重なる。

「あの行動は違うんじゃない？　渚なぎささんたちのグループと無意味に交戦しただけ」

「弾丸も使っちゃったし、被ひ弾だんもした」

「あの銃はクラスの共有物だと思う。撃うつ前に話し合うべきだった」

　声のトーンは低かったが、温度は少しずつ高くなる。この図書館で七組が交わす会話は徐々に熱を帯びていた。

「治療費のことを言っても始まらないでしょ」

「でも、次から誰だれかが撃たれたら、こうするしかない」

　男子生徒が見せたのは、『応急処置マニュアル』という本だった。

「俺たちで弾丸を抜いて傷口を縫ぬう。麻酔もなしでだ」

　すでに高額な治療費を払う資金は尽きていた。

「撃たれることはないわ。最近は銃声すらもない」

「そんなのはわからない。サイレンサーを作ってるのかもしれない」

　緋香里の意見を別の生徒が否定する。鳴なる美みがいない今、女子たちの中心は緋香里だった。強引に中心に据えられたのだ。その中心という場所は少しずつ狭くなり、緋香里を圧迫していた。

「現にあれほどの撃ち合いがあったし、もう一回あったらどうする？　今の私たちは銃を撃って反撃もできない。銃を撃てない彼女は、私たちを助けてくれるどころか──」

「やめて」緋香里は強めに制した。「だったら、あなたたちが殺せばいいじゃない。銃じゃなくてもできることだわ」

　緋香里の発言に場が静まり返った。

　沈黙する場を見て緋香里は思う。これが自分が所属していたクラスだろうか。そして自分もこんな発言をする人間だっただろうか……。

　誰も言葉を発しない中で緋香里は立ち上がる。クラスメイトに背を向け、迷路のように並べられた本棚の隙すき間まに進む。本棚の間を縫うように歩き、そこへ向かった。

　壁かべ際ぎわに椅い子すが置いてあり、一人の女子生徒が座っている。

　手足と頭に包帯が巻いてあり、だらんと両腕が垂れ下がっている。まるで壊こわれた人形のようだった。足元に転がる大量のアスピリンのパッケージ、ブラウスは血が染しみており、どす黒く汚れていた。

　気配に気づいた彼女は薄うすく目を開け、菫すみれ色いろの瞳ひとみをのぞかせた。

「おかえり、緋香里ちゃん」

　緋香里は彼女に微笑ほほえみかける。

「ただいま、伊い央お」
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　時刻は早朝。窓の外を見ると、昨日の夜から降り出した雨がやんでいた。

「じゃあ、行ってくるね」

　伊い央おの声にクラスメイトたちはうなずいたが、誰だれも視線を合わせない。

「き、気をつけてね」

　返答した女子生徒の声は震ふるえていた。伊央は笑いかけようとしたが、乾いた唇が切れて血の味が口に広がった。アスピリンの飲みすぎで口内がカラカラだった。

「私と伊央で行ってくるから、警戒してて」

　緋ひ香か里りが皆に声をかけて図書室の扉を開いた。

「行きましょ、伊央」

　伊央は緋香里に促され、久しぶりに図書室から出た。

　切迫した食糧事情のことだった。伊央の怪け我がでしばらく食堂へと行けなかった。食堂は休戦地帯となっているが、銃を持たずに行くことはできない。

「ごめんね、こんな状態で」

「気にしないで」

　伊央は緋香里に首を振ってみせた。

「車くるま椅い子すがあるけどどうする？」

「必要ない。一人で歩けるから」

　よろけた伊央に緋香里が駆け寄ったが、手助けは断った。

「他のプレイヤーに弱みを見せてはいけない」

　伊央は壁に肩をつけながら、なんとか廊ろう下かを移動する。全身が鉛のように重く自由が利きかない。被ひ弾だんした足には鉄の芯しんが入っているかのように思える。あのワームは本当に弾丸を摘てき出しゆつしてくれたのだろうか。体の中に弾丸が千発ぐらい詰まっているかのような重さだ。

「しばらく見回りに出られなかった」

「私たちが見回ってたわ」

「でも銃がないと遠出できない。縄なわ張ばりが狭くなったでしょ」

　この校舎はラストナンバーを目指す他のクラスとのコンドミニアムだ。そして毎日拠点周辺を痕こん跡せきを残して歩き回らねばならない。そうしてお互いの領域を確認し合う。しかし、ここ数日の伊央は歩くこともできなかった。

「ヤクザみたいなことを言わないの」

「安全なエリアを確保することは重要でしょ……ほら」

　微かすかに音を立てた足を見た。そこにはシャープペンシルの芯がばらまかれている。他のクラスがばらまいたのだろう。

「明日は取り返さないと。……別のルートで行こう」

　伊い央おは足を引きずりながら廊ろう下かを引き返す。

「伊央、気にすることないわ。しばらく銃声もないし」

　緋ひ香か里りが作った笑みを浮かべる。

「でも、嵐あらしの前の、ってやつかも」

　その静けさは、圧縮の時間帯である可能性もある。爆ばく発はつ寸前の静けさ。絶え間なく銃声が鳴り響ひびいていたほうが、負の感情が抜けるのではないか。

「論理的に交戦は起こらないから大丈夫。弾丸は貴重よ。弾丸を撃うって勝ったとしても、弾丸が尽きれば次の戦いに負けドミノ倒しのようになっちゃう。だから誰も撃たないの」

　緋香里は伊央が行動不能に陥おちいっている間、彼女はずっとクラスをまとめていたらしい。萩はぎ原わらも鳴なる美みもいない今、緋香里だけに負荷がかかっている。日常の月つき島しま伊央のように……。

「行こう」

　伊央は壁に手をつきながら食堂へと向かう。伊央の速度に合わせた移動は遅く、食堂前に到達するまでに一時間以上を要した。

　伊央は食堂に入る前に銃を確認する。六つある弾倉のうち、五つに弾丸が入っている。安全装置を外しているので、暴発を防ぐために最初の一発は空にしていた。その空の弾倉に弾丸を込める。

「油断しないで」

　伊央は緋香里に言い、銃をホルスターにしまった。

『空き容器はゴミ箱へ、銃はホルスターへ』

　スプレーで殴り書きされた扉を開けて、二人は食堂へと入った。

　中には二つのグループがいた。三人と四人のグループが距離を置いて席に座っている。包帯を巻いた伊央を見て驚おどろいたようだが声はかけてこない。微妙なバランスで休戦協定が保たれている。

　伊央は彼らから離れた席に平然と座った。銃を持った相手に弱みを見せてはならない。

「ピラフとスープを二人分。あと、インスタント食品とレトルトを解凍せずに三十人分、インスタントコーヒーと砂糖を……」

　緋香里が下着姿の女生徒に指示する。下着姿の彼女たちは序じよ盤ばんに食堂を占拠していたクラスだが、現在は食堂のウエイトレスになり下がった。

　しばらくして解凍したエビピラフがテーブルに置かれたが、伊央は手をつけられずにいた。まったく食欲がなかった。椅い子すに座ったため、気が緩ゆるみ一気に体が重くなった。スプーンすら動かせる気がしない。弾丸を撃ち込まれた体が、これ以上異物を入れるなと拒絶しているかのようだ。

「食べる振りだけしていればいいわ。私が処理するから」

　緋ひ香か里りが伊い央おに耳打ちした。伊央は重いスプーンを持ち上げてスープを口に運ぶ。まったく味がしなかった。体が損傷して人間としての機能が失われている。

「……ごめんね、迷惑をかけて」

　伊央はぽつりと呟つぶやいた。自分の勝手な行動でクラスを窮きゆう地ちに追いやったことは事実だった。伊央の治療代もクラスメイトが捻ねん出しゆつしたのだ。

「銃すら撃うてなくなった私は、クラスの役に……」

「いいのよ」

「いいえ違う。撃ってしまったから、歯車が狂った」

　伊央はクラスメイトの視線を思い出した。あれは怯おびえだった。自らの意思で発砲し人を殺した伊央を恐れている。伊央が何をしたかはっきりと知らないが、それでも察しているのだ。クラスの武力がなくなる恐れではなく、伊央の銃に恐怖している。

「紺こん野の真ま奈な美みさんを殺したのは私なの」

　伊央は初めてその事実を言葉にした。二年一組の残り二人のうちの一人を撃った。

「ええ、知ってる」

　緋香里は伊央から目を逸そらさなかった。

「怪け我がして動けない無抵抗の女の子を撃った」

　銃口から飛び出した鉄てつ塊かいは、明らかに伊央の殺意が込められていた。今でもあの場面は臨りん場じよう感かんをもって脳裏によみがえる。しかし、わずかに鼓こ動どうが早まっただけで、伊央の目からは涙はこぼれなかった。もしかしたら自分の心に穴が空いてしまったのかもしれない。その穴から人間として大切なものが流出している。

「ありがとう。彼を助けてくれてありがとう。萩はぎ原わら君のためだったんでしょ」

　伊央は視線を落とした。緋香里が萩原に好意を向けていることは日常から気づいていた。

「同じ人を好きになって、私はうれしい」

　顔を上げると、緋香里が微笑ほほえんでいた。

「緋香里ちゃん……」

　日常の緋香里はいつでも笑顔を絶やさない穏おだやかな人間だった。しかし目の前の彼女の表情は、そのどのシーンよりも優しげだった。

「こんなことを言っちゃあれだけど、学校がコロシアムとなって私は本物に気づいたのだと思う。本当に大切なものを知ったの」

「コロシアムはただの悪夢よ」

「それでもそう思う。あのクラスでの私こそ上うわっ面つらだった」

「そんなことない。緋香里ちゃんはクラスに必要とされていた」

「伊央がいなくなってから窓まど際ぎわの花も枯れて教室がくすんでしまった。本当に必要だったのはあなただった」

「あの教室で言ってくれればよかったのに」

　伊い央おはうつむき首を振った。すでに自分はあの教室から遠い場所にいる。

「だって気に入らなかったんだもん。可愛かわいいくせにオドオドして自信なさげで、それでいて空気も読めなくって。伊央のせいで迷惑をかけられた」

　緋ひ香か里りの言葉に伊央が唇を嚙かむ。

「そういえばさ、萩はぎ原わら君が水泳大会のＰＶを撮るとか言い出したのを憶おぼえてる？」

「うん」

　水泳大会の当日に流す映像をチェス研が作ることになったらしく、萩原がクラス委員長の伊央に協力を求めてきたのだ。

「伊央が私たちにモデルになってくれって言ったから、私たち女子がプールで遊んだりしたのよね。そんな映像が流れるかと思ったら、結局メインは渚さんで、私たち七組の女子はモブだった」

「でも、それって水着姿が恥ずかしいって言ったから、視線に慣れてる五十嵐いがらし渚なぎささんに無理を言ってお願いしたのよ」

「女の子の嫌いやだはイエスなのよ」

　伊央は顔が熱くなるのを感じた。なんで今になって……。

「私はクラス委員長として頑張った！　何か気に入らないことがあるなら、私にはっきりと意見を言えばよかったのに」

「女の子がはっきりと意見できるわけないじゃない。そういう空気の読めないところが気に入らないところ」

「わ、私だって緋香里ちゃんが気に入らなかった。いつもにこにこしてたけど目が笑ってないし、言動だって冷たかった」

　伊央の言葉に、緋香里がむっとした表情になった。

「やれる範囲で伊央をフォローしたつもりだけど」

「もっと、友達として扱ってほしかった！」

「言えばよかったのに」

　睨み合っていた二人はどちらからともなく笑った。

「一緒に生き残りたい」

　緋香里が伊央の両手を握にぎり、伊央にこつんと頭を押しつけた。

「たとえ死ぬにしても、残りの時間をちゃんと過ごしたい。あの日常はなくなってしまったけど、もう一度やり直すの」

「……私も」

　伊央もそう願った。あの日常から遠い場所に来て、初めて心を通じ合わせた気がした。

「もう銃を撃うちたくない。人を傷つけたくない」

「大丈夫。他の人も伊い央おと同じ気持ちよ。きっと少しずつ元に戻る。銃弾じゃなく話し合いで解決するようになるから」

「本当にそうかな。だったら、やっぱり撃っちゃいけなかった」

　発射した弾丸は銃口に戻らない。あの時感情に任せて撃った鉄てつ塊かいは、自らの心を削そぎ取って飛んでいったままだ。

「間違ってた……」

「私たちが受け止める。クラスのみんながいるから一人で背負わないで。私たちに辛つらさを逃がしてくれていいから」

　ガタンと立ち上がった緋ひ香か里りが伊央を抱きしめる。テーブルに置かれたワームが床に落ち転がっていった。伊央は緋香里に体を預けながら涙をこぼした。まだ自分の目にも涙の在庫があったのだと思った。

「私、食堂で待ってみんなに話す。もう銃を撃つのを止めようって」

　放った弾丸は戻らない。しかしこれ以上の流出を防ぐことはできるはずだ。弾丸も感情もこれ以上失ってはいけない。

「そうね、私も協力する」

　緋香里はうなずき、近くにいたウエイトレスに振り返る。

「ねえ、伊い奈な川かわさんはいつ頃来ているの？」

「ここ三日は来てないです」

「じゃあ、雪ゆき村むら琴こと音ねさんのクラスは？」

「最近来てません」

　伊奈川と雪村琴音は積極的に動いているプレイヤーだ。話し合うにはまずあの二人だった。他にもアクティブなクラスといえば、一年一組の汐しお見み麻ま衣いだろうか。とにかくこの休戦協定の結ばれた食堂で意思統一をする必要がある。

「おかしいわね」

　緋香里が首を傾かしげている。ウエイトレスの話を聞くと、汐見麻衣も最近来ていないようだ。彼女のクラスの食料はどう補給しているのだろうか。

「校舎を脱出したのかな」

「銃がないクラスは校舎から脱出したみたい。たぶんショッピングモールへと逃げた」

　緋香里の言葉に伊央は安あん堵どした。飢うえて死ぬ前に逃げたのだ。

「ワームを拾ってくる」

　緋香里が立ち上がり、床に転がったワームへと歩く。ワームは食堂の扉のほうまで転がっていた。

　伊央は緋香里の背中を見ながら、少しだけ嫌いやな予感がした。校舎からショッピングモールへの逃亡は立地的に困難ではない。ショッピングモールの代表者となっている椎しい名な流る華かも避ひ難なん民みんの受け入れを表明しているため、無事に保護されたことだろう。

　しかし逆に言うと、校舎とショッピングモールは交流があるということだ。人間が行き来することもでき、それに伴い物資も。

　食料はそこからではないか？　食堂に来ていないクラスはショッピングモールから食料を受け取っているとしか思えない。メニューの少ないレトルト食品しかない食堂よりも、ショッピングモールの食品のほうがバラエティに富んでいる。

　……食料だけとは限らないのでは？

　限られた弾丸という要素のために校舎内の争いは鎮ちん火かした。しかし、別の場所からの流入があったとしたら？

　ぽたりとテーブルに滴しずくが垂れた。それは伊い央おの額ひたいから落ちた汗だった。その汗はキラキラと光っている。

「…………」

　光源はテーブルに置かれたスマホ画面だった。画面に光こう点てんが集中している。

　はっと顔を上げる。出入り口の扉の横でワームを拾った緋ひ香か里りの姿が見えた。あのワームのレーダーが反応しているのだ。

「緋香里ちゃん、こっちに！」

　伊央は立ち上がって叫んだ。光点の集合体は大量の弾丸だ。それが扉の向こう側にある。

「え？」

　啞あ然ぜんとする緋香里をよそに伊央は銃を抜く。それを見た他のテーブルの二グループも立ち上がった。

　次の瞬しゆん間かん、激しい銃声が轟いていた。入口近くにいた三人が銃弾を受けて倒れる。さらに悲鳴を上げたウエイトレスも血ち飛沫しぶきをまき散らして床に転がった。

「緋香里ちゃん！」

　伊央は銃を構えて走る。

「伊央！」

　すでに緋香里は走っていた。頭を低くしてこちらに駆け寄ってくる。伊央は倒した丸テーブルを盾たてにして身構えた。反撃を始めたグループが発砲し、食堂内は銃声が反はん響きようしている。他のウエイトレスは頭を抱えて床に伏せている。

「こっちに！」

　テーブルの陰に飛び込んできた緋香里からワームを受け取り、それを他の出口へ向かって投げる。

「大丈夫、あっちの出口に銃弾反応はない。逃げるよ」

　伊央は銃を構えてテーブルから飛び出した。

「ん？」

　しかし緋ひ香か里りはついてこない。

「緋香里ちゃん！　早く！」

　緋香里はテーブルの陰にうずくまっている。

「隠かくれてないで逃げたほうがいい」

　伊い央おはテーブルに引き返すと、緋香里を無理やり立たせた。

「伊央……」

　ずるっと緋香里が倒れる。

「え？」

　緋香里の腹が真っ赤に染まっていた。




　　　　　　　　　　＊




　──十時間前。

「世界の終わりを見たいと思ったことはない？　秩序立った文明が崩ほう壊かいし混こん沌とんに戻るの。同じように崩壊していく学校を見たかった。ただそれだけ」

　伊い奈な川かわ玲れい菓かは受話器を握にぎりながら小さく笑った。

『あなたの望みはそれですか』

　受話器越しの声は椎しい名な流る華かだった。

「ええ、ゲームでも面白いのはそんな終しゆう盤ばんだから。今まで積み重ねてきたものが無造作に壊こわされていくエンドゲーム」

『だからあなたはあの殺さつ戮りくを？』

「あれはルールを教えただけ。ゲームの中に銃があり、いつでも殺されるということを教えたかったの」

『だとしたら、私たちが協調できる余地はあります』

「そんな甘かん言げんで校舎のクラスと繫つながっているのね」

『基本的に食料や生活物資のフォローです。コンタクト用品や生理用品や薬の類たぐい、そして豊富な資金がこちらにはありますから援助をしているのです』

「そして弾丸も？」

　少しだけ沈黙が流れた。

『私たちのエリアには銃はありません。ですから抑止力として渡しました』

「膨ふくれ上がった抑止力はどこかで爆ばく発はつするわ」

『彼女たちが使い方を間違ったとしたら、悲しいことです』

　伊奈川は電話機にコインを投入しながら溜ため息いきを吐ついた。

「本題に入って。この世界で電子マネーじゃない小銭は貴重なのよ」

『伊い奈な川かわさんのように、この学校を世界と喩たとえるなら。私の目的は秩序と安定です。つまり、障害となるものを排除する必要があります』

「あなたは秩序、私は混こん沌とん。協調できると？」

『目的地まで、時には同じ道を歩くこともあるでしょう』

「相変わらず弁が立つのね」

『資金と物資を援助させてください』

「条件は？」

『私は学校の安定を望んでいます。しかし、生徒たちに悪意ある情報を流されれば、疑心と恐怖が伝染するでしょう』

「ロゴスのことね。自分以外に利用されたくない、と」

『現在危機的な状況下におり、危険な行動に出る可能性が高いと判断……』

「もういいわ。要点だけ言って」

『金こん剛ごう真ま澄すみの消去、です』




　　　　　　　　　　＊




　目を開けると校庭が銀色に輝かがやいてた。

　萩はぎ原わらはトイレの壁に寄りかかりながら目を擦こすった。ここで見張りをしているうちに眠ってしまったようだ。夜が明けており朝あさ靄もやの校庭を朝日が照らしている。夜に降った雨は上がったようだ。周囲を確認したが異変はない。学校の時は凍りついた状態のまま冷たく刻まれている。

　体を起こして、まずヘチマの棚で作ったスペースを確認する。そこには羽は留る奈な、金剛、鳴なる美みが寝ているのが見えた。三人とも無事だ。北きた野のは樹木の陰で膝ひざを抱えるようにして目を閉じていた。

　額ひたいを拭ぬぐって大きく息を吐く。精神も体も疲れていたが、最近はまったく眠れない。浅い眠りに入り悪夢で目覚めるという繰り返しだった。食の不自由さもあって、このところ会話も減っていた。ずっとこの状態でいるわけにはいかない。なんとかしなければ……。

　環かん奈なの姿が見えないことに気づいた。この時間帯は彼女が見張りをやっているはずだった。

「環奈？」

　トイレを覗のぞき込むが人の気配はない。周囲を見回すが、まるで銀色のベールに包まれたかのような校庭があるだけだ。トイレ周辺の物陰にも見当たらない。

　萩はぎ原わらの胸に不安が膨ふくらんだ。皆が寝静まった時間に彼女はどこに行ったというのか。まず思ったのは、環かん奈なが他のエリアと繫つながっている可能性だ。萩原たちが孤立している中、裏で他の生徒と接触していた場合、彼女はトロイの木馬となり得る。

　校庭の端で動くものが見え、萩原は身構える。校舎と反対側の校庭の南側は、雑木林に面している。まさか林沿いにこの校庭に……。

　その人影は、野球スペースを区切るフェンスの近くにいる。萩原は慎重にその人影へと歩み寄った。この中央エリアから離れるのは久しぶりだった。ずっと銃弾に怯おびえ、その恐怖から目を逸そらし続けた日々だった。

「……環奈」

　フェンス横に立っているのは桜さくら木ぎ環奈だった。呼びかけると彼女はこちらを向いた。

「何してる？」

　環奈の他には人影はない。

「食べ物を取りに来たの」

　環奈はフェンスに垂れ下がったゴーヤに触れている。金かな網あみフェンスはゴーヤの蔓つるに蝕むしばまれ、グリーンの壁となっていた。

「ヘチマもゴーヤも中央にあるだろ。なんでここに来た？　金こん剛ごうさんも危険だから中央から離れるなと言っていたはずだ」

　どこまで強気に出ていいのかわからなかった。未いまだに環奈の本心はわからない。金剛に心を許しているのは感じるが、萩原たちにも同じだとは思えない。

「みんな、イライラしてる」

　環奈はゴーヤを指で弾きながら呟つぶやいた。

「当たり前だ。ずっと危険にさらされ校庭の真ん中から動けない。俺たちはこの夏、世界で一番生のゴーヤとヘチマを食った人間だ」

「甘いもの食べれたら、って言ってた」

「ないからイラついてるんだろ」

「あるよ」

　環奈が小首を傾かしげるようにしてこちらを見た。

「え？」

「スイカがあるの」

「あるわけないだろ、道端にスイカが自生してる熊くま本もと県じゃあるまいし」

　萩原は顔をしかめた。校庭のどこにスイカがあるというのだ。

「環境委員会で緑化をしたとき、いろんな苗があったからゴーヤに混ぜてここに植えたんだ」

　環奈はゴーヤの葉をかき分けて何かを探している。

「なあ環奈、馬ば鹿かなこと言ってないで……」

「あった」

　環かん奈なが指さしたのはフェンスから垂れ下がるソフトボールほどの緑の玉だった。

「……スイカだ」

　小さいが本当にスイカだった。環奈がナイフで茎くきを切る。

「喜ぶかな」

　スイカを手に取った環奈が微笑ほほえんだ。

「金こん剛ごうさん、きっと喜ぶよ」

「鳴なる美みと北きた野のと、羽は留る奈なさんも？」

「ああ、あいつらも喜ぶ」

　萩はぎ原わらは思わず笑ってしまった。環奈は彼女なりに、萩原たちに気を遣つかっていたのだ。

「甘いといいね」

　環奈が胸にスイカを抱えている。

「甘いといいな」

　萩原は環奈に歩み寄る。環奈がスイカを差し出したので、萩原はそっと手を伸ばす。その手に触れようとした瞬しゆん間かん──スイカは割れた。

　真っ赤な飛沫しぶきを飛ばしてスイカが破裂した。何が起こったかわからなかった。轟ごう音おんを立ててスイカが割れた、としか認識できない。環奈の手から赤い液体と共にスイカの破片がこぼれ落ちる。彼女のブラウスは破裂したスイカの飛沫を浴びて真っ赤に染まっている。

　──赤。

　環奈の胸に広がっていくのは血の赤だった。萩原の目の前で彼女が崩くずれる。

「環奈！」

　やっと体が動き、萩原は環奈に駆け寄る。校庭に響いた轟音はスイカの破裂音ではない。銃声だった。

「うああああ」

　萩原は倒れる寸前に環奈の体を受け止め、フェンスに隠かくれる。同時に雑ぞう木き林ばやしから人影が飛び出した。彼女は倒れる環奈と萩原に目もくれず、中央方向へと走っていく。

「伊い奈な川かわ！」

　環奈を撃うったのは伊奈川だ。そして本当の目的は中央エリアだ。銃を持つ環奈を撃ち、さらに中央エリアにいる羽留奈たちを……。

　さらに萩原は銃声を聞いた。建物内で反はん響きようするその銃声は校舎からだった。校舎の中からも銃声が響ひびいている。何が起こったのかわからないが、とにかく萩原は叫んだ。

「金剛さん、逃げて！」

　もどかしいほどに大声が出ない。

「ああ、環奈……」

　萩はぎ原わらに抱かれた環かん奈なが震ふるえている。環奈は胸を血に染めながらも銃を握にぎっていた。萩原は彼女の手を握り銃のトリガーを引かせ、空に向かって発砲した。

　早朝の校庭に銃声が響ひびく。

　その銃声に反応したのは寄宿舎エリアだった。中央に走る伊い奈な川かわに気づき発砲する。伊奈川に羽は留る奈なを撃うたれた時点で、彼女たちのセレクションは崩ほう壊かいするのだ。そんな素早い反撃に伊奈川は飛び込むように地面に伏せた。

「た、助けないと」

　環奈の喉のどからか細い声が絞り出された。

「しっかりしろ、胸を押さえてろ」

　萩原はハンカチで環奈の胸を押さえさせる。スイカの汁でどこが傷口だかわからない。いや、確認したくなかったのだ。とにかく中央に戻らねばならない。羽留奈たちを脱出させるにしても環奈の銃が必要だ。

「行くぞ、頑張れ」

　萩原は環奈を抱き上げた。スマホもワームも中央に置いてある。環奈を治療するには中央に戻り、金こん剛ごうたちと合流するしかない。

　さらに別方向からの銃声が響く。それは校舎側からだった。校舎から出てきたプレイヤーが、校庭に向かって発砲している。校庭に出てきた渚なぎさグループに向かって撃っているのだ。渚たちが羽留奈を手に入れればセレクションの完成に近づくからだ。

「くそっ」

　伊奈川の発砲が嚆こう矢しとなり、校庭は一気に戦場と化した。

　中央に向かって走った萩原だが銃声にその場にしゃがみ込んだ。近くの地面が弾け土つち埃ぼこりが舞う。見ると伊奈川は渚たちの反撃を受け、身をひるがえして雑ぞう木き林ばやしに引き返した。羽留奈を撃つことを諦あきらめたのだろうか。しかし依然として校庭の銃撃戦は続いている。校舎側と寄宿舎側の撃ち合いだった。

「環奈、大丈夫か？」

　早く合流せねばならない。しかし合流したところで環奈は銃を撃てるのか。強引に動かしたために羽留奈の胸の染しみが広がっている。銃を撃つ前に治療が必要だった。

「萩原！」

　観葉樹の陰から叫んでいるのは鳴なる美みだった。

「なんでそんなところに！」

「萩原の姿が見えなかったから」

　その樹木は中央から離れた場所にあり孤立している。

「伏せてろ！」

　萩原は鳴美に向かって叫んだ。この中央エリアは十字砲火を受けている形になっている。さらに伊い奈な川かわも隙すきを狙ねらっているはずだ。しかし混乱している鳴なる美みには声が届かない。

「トイレに走れ！　たぶん弾丸は当たらない！」

「無理よ、そんなの怖くて無理！」

「馬ば鹿か、そこにいるほうが危険だ」

「馬鹿ってなによ！」

　鳴美は顔を両手で覆おおって泣き始めた。完全にパニックになっている。

「鳴美、今行く」

　萩はぎ原わらはすっと立ち上がると、環かん奈なを抱えて中央へと歩いた。

「え？　え？」

　弾丸が飛び交う校庭を無防備に歩く萩原を見て、鳴美が目を丸くしている。弾丸が空気を切り裂く音を間近で聞いたが、それでも萩原は歩く。

「馬鹿、馬鹿、あんた何やってるのよ」

「な、当たらないだろ。俺ってアクション映画が好きだけど、こんな時って絶対に当たらない」

　萩原は環奈を抱えたまま鳴美に笑いかける。

「あんたはトム・クルーズでもステイサムでもない──」

　我を取り戻した鳴美が、撃うたれた環奈に気づいて顔を歪ゆがめる。

「環奈ちゃんは……」

「落ち着け、今はできることをやる」

　萩原は鳴美をしゃがませ、環奈を抱え直す。

「こっちよ！　早く！」

　トイレから金こん剛ごうの叫びが聞こえた。

「ここにいたら危ない。頭を低くして走るぞ」

「でも、でも」

「俺を信じろ。行くぞ！」

　萩原と鳴美はトイレに向かって走った。流れ弾がトイレに当たり壁が爆はぜる。校庭には弾丸よけの障害物を持って生徒たちが侵入している。ここまで到達されたらまずい。

「入れ」

　萩原は鳴美をトイレに押し込み、自らも駆け込んだ。

「環奈は？」

　トイレの中には金剛と北きた野のがいた。

「撃たれました」

　萩原はトイレの床に環奈を寝かせる。

「わ、私は平気」

「動くな。喋しやべらなくていい」

　体を起こそうとした環かん奈なを萩はぎ原わらは制す。

「ここでワームの治療はできない。どこかに逃げないと」

　環奈の胸の傷を見て、さすがに金こん剛ごうも焦あせっている。

「でもどこに？　逃げることができないから俺たちはここにいるんです。もうすぐここにも突入される。校舎側が来ても寄宿舎側が来ても俺たちは殺される」

「私たちは殺されない。環奈も大丈夫よ」

　金剛が環奈のブラウスを脱がし始めた。彼女のスポーツブラの右胸に穴が空いていた。そのブラもはぎ取ったので、萩原と北きた野のは目を逸そらした。

「胸でよかった。心臓さえ撃たれなければ大した器官はないからね。弾丸も抜けてる。胸が薄うすくてラッキーよ環奈」

　金剛があえて軽口を叩たたいている。そんな間も校庭の銃声は途切れない。生徒たちが手にしているのは一千発の弾丸なのだ。

「応急処置をするから、鳴なる美みちゃん手伝って」

　鳴美は震ふるえながらもうなずいた。

「羽は留る奈なは？」

　問いに、北野がトイレの個室に視線をやる。

　個室の扉を開けると、中には頭を抱えて座る羽留奈の姿があった。彼女は萩原を見ると、すがるようにしがみついてきた。羽留奈を抱きしめ唇を嚙かむ。こうなることはわかっていた。問題を先延ばしにして、ただこの場所で漂ただよっていただけだった。いつか来る崩ほう壊かいの日から目を逸らしていただけなのだ。

「俺たちが守るから安心しろ」

　萩原は羽留奈をきつく抱きしめた。しかしどうすればいいのだろうか。撃うたれた環奈をどこに運べば治療できるのか。

「……部室だ」

　そう言ったのは北野だ。

「距離がありすぎる。絶対に撃たれる」

「もともと僕らが逃げられる場所はそこだけだ。この混乱にまぎれて部室へ行く」

「あのバリケードを見たか？　そこで狙ねらい撃ちだ」

　部室棟の前には机や棚でできたバリケードが作られており侵入は困難だ。萩原たちが校庭で孤立しているうちに、バリケードはさらに肥大した。

「どかしてもらうしかない。咲さ季きさんに連絡する」

「ウォクスは無理だ。電波が届かない」

　スマホアプリのトランシーバーは、ノイズが混じりこの状況では役に立たない。

「連絡方法ならある」

　北きた野のがポケットからコインを取り出した。

「撃うち合ってる最中だぞ。マトリックスかよ」

「危ないよ」

　羽は留る奈なも震ふるえながら北野の腕を引っ張る。

「心配しないでください、咲さ季きさんは必ず助けてくれます。萩はぎ原わらは脱出の用意を」

　そう言い、北野は制止を振り切りトイレの外に出ていく。

「羽留奈、パソコンを貸せ」

　萩原は羽留奈のザックからノートパソコンを取り出した。こんな小さなノートパソコンでもないよりはましだ。

「待って！　そんなので弾丸を防ごうなんて馬ば鹿かげてる」

　思惑を察した羽留奈が、萩原の腕を握にぎって首を振る。

「ロードローラに踏みつぶされても大丈夫なんだろ」

「ただのキャッチコピーなの、やめて！」

「俺と北野で逃げだす算段をつけるから」

　萩原はそう言い、さらに環かん奈なに視線を向ける。そこには上半身裸にされた環奈が横たわっていた。鳴なる美みが必死に血を止める横で金こん剛ごうが傷口を縫ぬっていた。

「もう少しかかる」

　金剛がちらりとこちらを見た。

「すぐ戻ってきます」

　萩原はノートパソコンを持って外に出る。校庭では銃撃戦が激化していた。障害物を置き、女子生徒が撃ち合っている。銃を撃ちながら少しずつ障害物を移動させこちらに近づいている。両陣営とも羽留奈が目的だ。

「通話は？」

　萩原は公衆電話の北野に走り寄る。

「……わかりました」

　北野はすでに誰だれかと会話している。萩原は北野の頭をノートパソコンで隠かくしてやる。この状態で狙われたら終わりだった。北野も萩原も、両陣営からすれば死んでも構わない存在だ。

「おい、早く」

　萩原が焦れている横で、北野は受話器を静かに置く。

「馬鹿、伏せろって」

　北野を強引にしゃがませたと同時に、流れ弾によって受話器が砕けた。

「咲季さんと連絡取れたのか？」

「バリケードの一部をどかすと」

　しかしと思う。そこに到達するまでが困難なのではないか？　まずキーパーソンの羽は留る奈なを見逃してくれるのか。それができないから萩はぎ原わらたちは孤立していたのだ。さらに胸を撃うたれた環かん奈なもいる。彼女を捨てていくことはできない。

　せめて環奈が無事で銃を使えたなら……。

「武器を用意すると言っていた」

「武器だと？」

　萩原は顔をしかめた。また環奈のようにプレイヤーを渡すというのか。この状況でそれが役に立つのか。銃撃戦に身を投じて、萩原たちを守ってくれるプレイヤーなどいやしない。そのプレイヤーがいきなり萩原たちに発砲する可能性だってある。

「やるしかない」北きた野のは立ち上がった。「僕はその武器を貰もらいに走る。僕一人だったら部室棟まで走れる」

「だったら俺が」

「腹を撃たれてるだろ。萩原は桜さくら木ぎさんと羽留奈さんを運ぶ準備を」

「おい、マジで行くのかよ」

　止める間もなく北野は弾丸の雨の中を走りだした。

「くそっ」

　こうなったらそれに望みをかけるしかない。このまま座して撃たれるよりは、行動して死んだほうがましだった。萩原は急いでトイレに戻る。

「もうすぐここから脱出します。北野が咲さ季きさんから武器を受け取る確約を取りました。それを利用して部室棟まで逃げます」

　金こん剛ごうは縫ほう合ごうを終えた環奈の体にガムテープを巻いている。

「ギャンブルになりますが……それでいいですか」

「私は女だから、男の意見に従うわ」

「環奈は俺が抱いて走ります。あとは……」

　萩原はトイレの扉を開けた。羽留奈は耳を押さえてうずくまっている。

「羽留奈、いいか自分で走るんだぞ」

「もうやめて……」

　羽留奈は首を振りながら呻うめいた。萩原はそんな彼女の胸ぐらをつかみ強引に立たせる。

「しっかりしろ。願ったって弾丸は避けてくれない」

　萩原はさらに鳴美に振り向く。

「鳴なる美みはワームを頼むぞ。充電してるスマホも忘れるな」

　あとは北野次第だ。北野は武器の受け取りに成功したのか？　萩原は部室棟方向を窺うかがおうとトイレの小窓を開ける。しかし角度が悪く北野は見えない。

「萩原……」

　鳴なる美みの声が聞こえた。

「待ってろ、北きた野のがどうなっているのかわからない」

「萩はぎ原わら！」

「なんだよ！」

　振り向くと真っ青な鳴美と目が合った。彼女の震ふるえる手にはスマホが握にぎられていた。

「どうした鳴美？」

「レーダーが」

　スマホ画面に絶望的な光こう点てんが見えた。現在のレーダーはワームの中心から約五メートルに対応している。つまり──

「下がって！」

　叫んだと同時に出入り口に人影が現れた。

「ああ」

　羽は留る奈なが絶望的に顔を歪ゆがめた。顔を覗のぞかせたのは伊い奈な川かわだった。伊奈川は初めからこれを狙ねらっていた。校舎側と寄宿舎側が撃うち合っている隙すきを突いたのだ。

「金こん剛ごう真ま澄すみさんね」

　伊奈川の銃口はまず寝かされている環かん奈なを捉とらえ、さらに棒立ちする羽留奈、そして最後に金剛に向けられた。

「あなたは生徒会長に切り捨てられた」

　銃口は金剛への頭へと向けられた。金剛は身じろぎせずに伊奈川を睨にらみ返す。

「待て、まず話し合おう」

　萩原はノートパソコンを握りながら金剛の前に立つ。

「俺たちを殺しても、何も変わらな──」

　──銃声。

　狭いトイレに銃声が反はん響きようし、萩原は壁かべ際ぎわまで吹っ飛んだ。

「きゃあああ」

　鳴美が悲鳴を上げて萩原に駆け寄る。

「萩原！」

　鳴美に体を揺すられ萩原は我に返る。弾丸はどこに飛んだのだ？　自分の頭か、それとも心臓か。まさか……。

「本当に弾き返したのか？」

　萩原は持っていたノートパソコンを見た。しかしパソコンは傷ひとつついていない。

　顔を上げると伊奈川が笑ったように見えた。上がった口角からたらりと血が流れた。銃を持つ彼女の手が震えている。まず銃が床に落ち、そして糸が切れたかのように伊奈川はその場に崩くずれ落ちた。

　出入り口に見えたのは車くるま椅い子すだった。誰だれかが座っているが、顔はテープでぐるぐる巻きにされている。

「正当防衛だから仕方ない」

　金こん剛ごうの言葉は北きた野のに向けられたものだった。

　車椅子には拘こう束そくされた女子生徒が座らされており、それを運んできたのは北野だった。椅子の手すりには握にぎられた銃が固定されており、妙な回線や器具が装着されている。

「これが武器、らしい」

　北野は声は震ふるえていた。車椅子の少女ではなく北野が撃うったのだ。車椅子に装着されたスイッチで弾丸が発射されるようになっている。

「なんて物を作りやがった」

　萩はぎ原わらはぐっと唇を嚙かんだ。車椅子に拘束されているのは前まえ園ぞのマナだ。車椅子には弾道計算アプリの演算結果を表示させるモニターまでついている。咲さ季きたちが前園マナを捕まえ、このような殺人マシーンを作ったのだ。

「伊い奈なちゃん、伊奈ちゃん！」

　倒れた伊い奈な川かわを羽は留る奈なが揺すっている。

「やめろ！　そいつは俺たちを殺そうとしたんだ」

　萩原が怒鳴りつけても、羽留奈は伊奈川に呼びかけている。

「金剛さんの言う通り正当防衛だ。それより今はマナを使って逃げるぞ」

　萩原は北野に言う。このような非人道的なまがまがしい武器を使いたくなかったが、萩原たちにはこれしかなかった。車椅子には鉄板などが装着されており障害物となる。これを利用して逃げるしかない。

「羽留奈、いい加減にしろ！」

　萩原は、未いまだに動揺している羽留奈の胸ぐらをつかんで強引に立たせた。

「伏せて！」

　金剛の叫びと銃声はほぼ同時だった。トイレ脇わきの電灯を打ち砕いた。

「動くな！」

　声は渚なぎさだった。弾たま除よけの障害物を動かしながら、ついに中央エリアを射程内に入れたのだ。

「両手を上げて伏せなさい。出ないと全員撃ち殺す！」

　切せつ羽ぱ詰つまった渚の怒ど号ごうだった。

「全員撃ち殺してどうする！　それ以上近づくな。こちらにも武器がある！」

　萩原も羽留奈に覆おおいかぶさりながら叫び返した。

「気をつけろ。あの距離で電灯に当てた」

　北野はマナの陰に隠かくれている。

「うろたえるな。それは確率のトリックだ。撃った銃弾はどこかに当たる。たまたま当たった部分が目立っているため、意思を持ってそれに当てたと俺たちが勘違いしているだけなんだ。だから相手にするな」

「マナの弾丸は？　伊い奈な川かわの弾倉から補給する？」

　金こん剛ごうが伊奈川の銃を拾っている。

「銃が固定されてて補充が無理っぽいです」

　北きた野のの返答に、金剛は伊奈川の銃を投げ捨てた。弾丸は六発入っていたとして残り五発といったところだろう。果たしてたった五発で逃げ切れるか。

「撃うつしかないわ」

　金剛が車くるま椅い子すのマナに視線を向けた。

「この殺人マシーンを使えば渚なぎさに当てられる。校舎側とこちら側で撃てば、渚を十字砲火できる。彼女が死ぬか重症でもセレクションは崩ほう壊かいする。その隙すきに部室棟へと逃げるの」

「そうですね、やるしかない。渚さんは羽は留る奈なさんに銃を撃てない。こっちのほうにアドバンテージがあります」

　北野もうなずいた。ここまできて両手を上げて降伏することなどできやしない。殺意には殺意、弾丸には弾丸で返答するしかない。

「渚を殺そ──」

「やめて！」

　萩はぎ原わらの言葉は羽留奈の叫びによって遮さえぎられた。

「もうやめて、これ以上私のために争わないで」

　羽留奈の言葉に萩原と金剛は目を丸くした。

「え？　お、おい、そのセリフ、ちょっとベタすぎるだろ」

　萩原は羽留奈に向き直って固まった。

　彼女はボロボロと涙をこぼしていた。そんな涙を見てはっとする。羽留奈は銃弾に怯おびえているのではなかった。弾丸が自分のせいで飛び交っていることに恐怖していたのだ。

「みんなが撃たれるのは見たくない。でも、逆も嫌いやなの」

　羽留奈は声を上げて泣きじゃくった。

「羽留奈……」

　トイレの中が沈黙した。羽留奈の涙を見て熱せられていた自分に気づいてしまった。銃声に身を委ゆだねるうちに麻ま痺ひしていたのだ。銃弾で他人を殺すことが当然の権利であると感じていた。萩原や北野、そして金剛でさえも殺意に汚染されていた。

「確かに羽留奈は、世界で唯一そのセリフを言う権利があるのよね」

　金剛が膝ひざをついて羽留奈の涙を拭ぬぐった。そして萩原を指さす。

「不覚にもぐっときちゃった。だから萩原、なんとかしなさい。女の子の涙を止められるのは男だけよ」

　金こん剛ごうも自らの殺意を恥じているかのような表情だった。

「でも、そんな綺き麗れい事ごとだけじゃ……」

「私たちは銃を捨てることはできない。でも、たとえ先延ばしだとしても平和的な解決を模索するべきだった。銃は簡単に撃うってはいけない。撃った弾丸は元には戻らないから。だから私たちを助けて」

　トイレの中は羽は留る奈なと鳴なる美みの嗚お咽えつと、北きた野のの荒い呼吸が反はん響きようしていた。

「女はいつも身勝手なことばかりを言う」

　萩はぎ原わらは頭を振った。こんな状況で皆が生き残れる方法など……。

「対話する」

　萩原は立ち上がった。

「危ないって」

　驚おどろいた鳴美が止めるが、萩原は脱いだワイシャツを脱ぎながらトイレの出口に立つ。校舎側から飛んできた銃弾が目の前の木の枝を吹っ飛ばした。校庭の中央付近まででできた渚なぎさたちは校舎側から狙ねらい撃うちされている。羽留奈を奪おうと焦あせるあまりの失策だった。

「話し合おう！」

　障害物に隠かくれる渚は、叫ぶ萩原に気づいて銃口を向ける。

「待て、撃つな、対話だ！」

　萩原は必死でワイシャツを振る。

「撃たないで！」

　萩原の前に立ったのは羽留奈だった。それを見て渚たちの顔に緊張感が走る。

「羽留奈さん！」

「こっちにくるな、お前はそこで伏せてろ！」

　追いかけてきた鳴美に叫び、羽留奈を抱いたまま樹木の陰へと走る。校舎側からの射しや線せんを消せば撃たれることはない。渚たちからは無防備な場所だったが、彼女たちが羽留奈に銃を撃つはずはない。

「話し合おう！」

「わかったわ、話し合うから伏せなさい！」

　羽留奈を確認した渚が必死で叫んだ。五月の薔ば薇らと称された彼女が惨みじめなまでに動揺している。この時点で対話の主導権は萩原が握にぎった。

「北野、それを持って、部室への逃走ルート確保の準備を」

　北野はうなずき、トイレの壁に隠れながら車くるま椅い子すを部室側へと運んでいく。

「話し合いに応じる！」

　渚が伏せろとジェスチャーをしている。

「羽留奈を渡す！」

　萩はぎ原わらの言葉に、羽は留る奈なが目を丸くしてこちらを見上げた。

「条件付きで羽留奈を渡す」

　萩原は構わずに渚なぎさに叫ぶ。一いつ瞬しゆん驚おどろいた渚だがすぐに応じる。

「受け入れるわ！」

「伏せとけ！」

　萩原は体を起こした渚に怒鳴る。

「こっちの条件は──」

「待って！」羽留奈が萩原の腕を引っ張る。

「セレクションに入れば羽留奈は生き残れるだろ」

「そんなの勝手に決めないでよお」

「お前がいると俺たちが撃たれる。俺たちが生き残るのは羽留奈を引き渡すしかない」

　そう言うと、羽留奈はぐっと唇を嚙かんだ。

「条件は──一年七組、俺のクラスの鳴なる美みもセレクションに入れること。まだナンバー７はそろっていないはずだ！」

　鳴美が「えっ？」と顔を向ける。

「鳴美、全員が生き残るにはそうするしかない」

「そんな……」

　鳴美は大きく息を吐いてうつむいた。

「羽留奈、鳴美を頼んだぞ」

「そんなの嫌いや」

　羽留奈が抗あらがい、木の陰から体を出してしまう。その瞬間に激しく銃声が鳴り響き、木の幹が弾け飛んだ。渚たちが悲鳴を上げ、校舎側に発砲する。

「もしも羽留奈が死んだら学校はさらに混乱する。だから、どんなにつらくても羽留奈は生き残らなきゃいけないんだ」

「一緒に来てくれないの？」

「金こん剛ごうさんは渚のセレクションには入れない。俺は金剛さんを捨てることはできない」

「私より金剛さんなの？」

「これは単なるパズルだ」

「単なるパズルで私より金剛さんを選ぶの？」

「冷静になれ、最善の組み合わせを俺は選択した」

「金剛さんのほうがあなたにぴったりと合うと思ったの？　綺き麗れいだから？　ミステリアスな雰ふん囲い気きがあるから？　リボンがかんぴょうだったから？」

「ねえ、あんたら今そんな場面？　そんな時間あるの？」

　鳴美が泣きそうな顔で両手を広げている。

「条件はすべて受け入れるから！　お願いだから、後にして！」

　渚なぎさは懇こん願がんするかのように叫んだ。

「わかった」

　羽は留る奈なは自分の頭を萩はぎ原わらの胸に押しつけた。

「その代わりにお願いを聞いて」

「ん？」

「ずっとあなたに荷物のように扱われたから、最後に優しく触ってほしい」

「なんだよ、ヘチマぶら下げながら、こいつ……」

　それでも萩原は羽留奈の体をそっと抱きしめた。

「羽留奈、また助けに行くから」

「待ってる」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ銃声が凪ないだ気がした。こんなにも華きや奢しやな体だったのかと気づいた。いや、自分は意思を持って羽留奈の体を抱きしめたことはなかった。初めての感触は切ないほどに柔らかい。離したくないと思った。離せば失われてしまいそうな儚はかない感触だった。

「さようなら」

　羽留奈は両手で萩原の胸を押して離れた。

「用意はできてる。二人をこっちに！」

　渚が消火器を握にぎっている。

「鳴なる美みちゃん、行くよ」

　羽留奈が手招きをしたと同時に、白い煙が噴ふん出しゆつされた。

　鳴美と羽留奈が渚へと走る。たぶん校舎側は、渚が羽留奈確保に成功したことを察したはずだ。追撃の銃撃戦は寄宿舎前で行われる。その隙すきに萩原たちは、反対の部室方向に逃げるしかない。

「逃げますよ、環かん奈なは俺が」

　萩原は金こん剛ごうのもとに駆け寄る。

「そっとよ、できるだけ静かに」

　萩原はそっと環奈を抱き上げる。北きた野のはすでに部室棟方向に進み、逃走ルートを確保している。リスクを冒おかして萩原たちを止める人間は誰だれもいない。

「行きますよ」

　萩原は環奈を抱えてトイレから出る。煙に紛れて逃げる羽留奈と鳴美が見えた。走りながら鳴美が振り返るのが見えた。すぐに煙に隠かくれてしまったが、最後に見た鳴美の表情は絶叫だった。

「え？」

　振り返ったとほぼ同時だった。銃声が鳴り響ひびき、つんのめるように崩くずれたのは金剛だった。その後ろで横たわったまま銃を握にぎっていたのは伊い奈な川かわだ。さらに銃口は萩はぎ原わらを──

　伊奈川の眼鏡めがねが血に染まった。次の銃声は抱きかかえていた環かん奈なのものだった。伊奈川は脳のう漿しようをまき散らして動きを停止した。

「金剛さん？」

　萩原は倒れた金剛に恐る恐る声をかける。

「……萩原」

　金剛が反応し顔を上げる。

「弾丸はかすっただけです、大丈夫」

　だが弾丸は背中から金剛の腹を貫いていた。妙にどす黒い血が溢あふれている。

「きっと肝臓を撃うたれた。だとしたら十分ぐらいで出血死するわ」

「一緒に逃げましょう。俺が守ります」

　萩原は環奈を抱きかかえながら、必死で金剛の傷を押さえた。しかし出血は止まらない。

「俺だって腹を撃たれて生きてます。だから金剛さんも」

「萩原も環奈も運がよかったのよ。でも、私は違った。三度目の偶然はなかったということ」

　金剛は腹を押さえながら膝ひざをついている。

「そんな噓うそでしょ。俺はまだ金剛さんの何も知らないのに」

「そういう運命だったの。あの時あなたは私を知ることを恐れ、ブラウスを脱がさなかったように、私はここで撃たれる運命だった」

「金剛さん」

「萩原、最さい期ごにあなたに頼みがある」

「そんな、最期なんて……」

　萩原は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「私が死んだらそのまま土に埋めて。醜みにくい死体を晒さらしたくないから……」

　金剛真ま澄すみは自身の予想どおりその十分後に死亡した。
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【黒くろ川かわ咲さ季き　部室棟】






　その夜、学校に弾丸が降った。

　ドローンから降り注ぐ弾丸は、総数一千発を維持するための補充の弾丸だ。それほどに激しく銃口から弾丸が発射されたということだ。黒川咲季は部室棟の屋上に立ち、弾丸の雨を浴びながら校庭を見つめていた。

　夜が明けると校庭をキラキラと朝日が反射した。それは校庭に散らばる弾丸だった。そして倒れる死体の数々。彼らに撃うち込まれた弾丸は二度と銃口に戻ることはない。

　校庭の中央エリアには人影があった。ベンチの横にしゃがみ込む少女が両手で土を押すようにして穴を埋めていた。

「金こん剛ごう、か」

　咲季はつぶやく。生徒在籍表から金剛真ま澄すみの名前は消えていた。そして金剛の死体は塹ざん壕ごうとして掘ってあったのだろう穴にそのまま埋められた。ダイアモンドは鉄の弾丸によって砕け散ったのだ。

　墓を整えている弱々しい動作の環かん奈なも死を感じさせた。胸に風穴を空けられた彼女が、金剛のもとに向かうのも時間の問題だろう。

　この戦いで渚なぎさは羽は留る奈なの確保に成功し、校舎を拠点とするラストナンバーを目指す集団も、渚グループの体力を削ることに成功している。

　しかしこの戦争の本当の勝者は……。








【五十嵐いがらし渚　寄宿舎】






「ワームの使用は禁止します」

　寄宿舎ホールでは渚の声、そして負傷者の呻うめきが響ひびいていた。

「でも、弾丸が」

　クラスメイトだろう負傷者を救護する女子が困惑した顔をしている。

「全員を治療する資金はないのよ」

　渚は冷たく言い放った。負傷者の大半は盾たて役やくだった。銃を持ったプレイヤーを守るために配置した盾を持った人間だ。思った以上に弾丸が飛び交い、その盾を貫き負傷者が続出した。しかし負傷者をワームで治療することは資金的に不可能だった。

「ワームでの治療はプレイヤー、そしてレアナンバーに限ります」

　このセレクションの重要度により治療を優先するしかなかった。重要なのは銃持ち、そしてレアナンバー。つまり羽は留る奈なのような替えの利きかない番号が優先される。

「羽留奈の怪け我がは？」

　渚なぎさは近くの生徒に聞く。

「怪我はないようですが、精神的なダメージが」

「物理的なダメージがなければいい。厳重に守って」

　渚は指示を出して、負傷者が寝かされたホールを歩く。

「あの、せめて痛み止めとか薬を」

　救護をする女生徒が、血まみれの手を渚に差し出した。

「そんな余分な物資もないの。欲しければ寄宿舎の部屋を探すしかない」

　渚は首を振りホールから出る。しばらく歩くとソファーの置かれた談話スペースが見え、そこに女子生徒たちが座っていた。

「怪我はどう？」

「大きいものはありません」

　ソファーに座る九人は銃持ちの生徒たちだ。シャワーを浴び洗せん濯たくをした制服を着ており少しの血の汚れもない。渚はそんな彼女たちに微笑ほほえみかけた。

「あの戦いの勝者は私たちよ」

　昨日起こった戦争の戦勝国はここだった。負傷した人間はいたものの、そのほとんどは一般の生徒たちだ。このエリアの戦力は削られていないまま、ナンバーコンプリートへ大きく前進した。コロシアムのイニシアチブはこのグループが握にぎっている。

「私たちはレアナンバーを手に入れることに成功した。そして現在も武力を維持してる」

　沖おき羽留奈を守る武力もここに集まっている。

「これから──セレクションへのナンバーコンプリートを本格化させる」








【椎しい名な流る華か　ショッピングモール】






「弾丸集めを優先してください」

　ショッピングモールエリアのカフェテラスでその会議が行われていた。

「昨日撃うった弾丸が校舎に散らばっている状況です。ショッピングモールエリアはもちろん、校庭の探索も」

　ブレンドのカップを指で触りながら椎名流華は発言する。カフェテラスにいるのは十数人の男女、この状況下で新たに発足させた新生徒会だった。

「弾丸を高額で買い取ると通達してください」

「校庭はまだ安全確保がされてません」

　新たに副会長に任命した男子が言う。

「現在の校庭の状況は？」

「見える校庭の死体は十三ですが、いずれも銃なしの一般生徒です。中央部のトイレには伊い奈な川かわがいるようですが死亡してします。問題は桜さくら木ぎ環かん奈なです。未いまだに生存し、現在もベンチに座っているのを確認しています」

「重症の桜木環奈はもう銃を撃うつ体力もないでしょう。彼女の十メートル範囲には近づかないとだけ通達してください」

「渚なぎさグループとのニアミスが起こる可能性がありますが」

「渚グループは寄宿舎から出しません」

　流る華かはノートパソコンの情報を確認する。校舎の武装集団の大半とは連絡が取れるようになっている。

「このクラスを使いましょう。彼女に弾丸と資金を渡す代わりに、渚グループの牽けん制せい、そして校庭の探索グループの警護を依頼します」

　流華が指さしたのは一年一組、プレイヤーは汐しお見み麻ま衣い。校舎内にて戦闘を繰り返すうちに攻撃的になった。陸上部に所属しており運動能力も高い。彼女を利用して校庭エリアを支配下に置く。広い校庭は弾丸の一大生産地だ。校舎の他のグループにも資金と弾丸を渡し、その通達をしておけば権利は手に入る。これは戦勝国としての権利だった。

「これでいい」

　流華はマップを見ながら呟つぶやいた。校舎と寄宿舎と部室棟、それ以外のエリアはすべてこのグループの支配下に置かれることになる。

「部室棟への牽制には雪ゆき村むら琴こと音ねのグループを。弾丸と物資を渡して絶えずプレッシャーをかけてもらいます。ただし弾丸を渡しすぎないように」

　プレイヤーが売るのは武力。そしてこちらが売るのは弾丸だ。撃つのは古い。武力は金になる。だからこそ世界から戦争はなくならない。

「それでは弾丸探しを急いでください。見つけた弾丸の累るい積せきが多い生徒への待遇改善などのアイデアも出してください」

　流華は周囲に指示を出し立ち上がった。

　コーヒーの紙カップを持ちながらショッピングモールの中を歩く。モールの中には沢たく山さんの生徒がおり、彼らたちはこの状況の中で平然と生活を続けている。

　流華は渚や咲さ季き、そして死んだ金こん剛ごうのことを頭に浮かべた。

「あなたたちは動くのが早すぎたのよ。人間をコントロールするには正義と正論が必要なの。生徒会での権力を維持してきた私の経験が勝ったわね」








【沖おき羽は留る奈な　寄宿舎】






　羽留奈はカーテンの隙すき間まから外を覗のぞく。窓からは血の染しみ込んでいるだろう校庭が見える。ガランとした校庭の中央に少女が座っている。いや、座っているというより置かれているような少女の姿。桜さくら木ぎ環かん奈なはずっとあの場所から動かない。ベンチの脇わきに土が盛り上がった場所がある。金こん剛ごうが埋まっているのだろうと予想はついた。そして環奈はそこから離れられずにいるのだ。

　あの校庭中央にいたメンバーはすべてバラバラになってしまった。金剛は弾丸に倒れ、北きた野のと鳴なる美みの姿もここにはない。そして彼もどこにいるのだろうか……。

「窓から離れなさい」

　振り向くと渚なぎさがいた。

「あなたを狙ねらっている人間がいるかもしれない」

　渚がカーテンを閉める。

「ここは六階よ」

「当たる確率はある。それに相変わらずにラストナンバーを目指すグループが周辺にいる。おかげで私たちは外にも出られない」

　渚の言うとおり散発的に銃声が響ひびいている。こちらの動きを牽けん制せいするかのように発砲されている。その銃声を聞くたびに胸が苦しくなる。

「ずっとこんな場所に閉じ込められてると頭がおかしくなる」

　羽留奈は頭を振った。あれからずっと羽留奈は寄宿舎の倉庫のようなこの場所に閉じ込められていた。ここには鉄てつ格ごう子し付きの小さな窓が一つあるだけだ。思えば中央エリアでの生活は孤立し危険で行動も制限されていたが解放的だった。弾丸に晒さらされながらのあの生活こそ、本当の自由だったのではないかと思う。

「データの処理は？」

　渚が机に置かれたパソコンを覗き込む。

「終わった」

　羽留奈に与えられた仕事は、待機の他は情報処理だった。それらはこの寄宿舎にいる生徒たちの子し細さいな行動をまとめるというものだった。あの戦いにおける行動と怪け我が、持ち資金とその動きなど。データは莫ばく大だいだったが羽留奈にとっては現実から目を逸そらすことができた。

「ナンバーコンプリートまであと三人。その三つのナンバーで二十人以下のクラスはいない」

　羽留奈は確率統計で算出した、生徒たちの分布図を見せた。

　足りないナンバーは７と13と30だ。７は校舎に、13と30はショッピングモールにいる可能性が高い。

「危険な人数でもないし、コンプリートは容易たやすいわね」

　渚なぎさはうなずいたが、もちろんナンバーコンプリートがゴールではない。別のクラスから一人ずつの三十人、それを集めることはスタートなのだ。三十人が集まった時点でそれ以外のすべての学校の生徒を殲せん滅めつすることになる。

「現在の二十七種のナンバーがそろっていて、そのうち銃を持ったプレイヤーは十人」

「ええ、基本的に銃を持ったプレイヤーのナンバーを使うことになるでしょうね」

「他のナンバーはどう選ぶの？」

「しっかりと選別するわ。いいわ来なさい。たまには部屋から出してあげる。あなたにやってもらいたい仕事もあるし」

　渚は顎あごをしゃくった。羽は留る奈なはノートパソコンをたたんで渚の後ろをついていく。トイレ以外で外に出られるのは久しぶりだった。

「私から離れないようにね」

　さらに部屋の外には二人の女子が立っていた。銃を持っている彼女たちは羽留奈の護ご衛えいだった。その二人も羽留奈を守るようにしてついてくる。

　ホールに出ると、そこには数十人ほどの生徒の姿があった。渚の姿を確認しアイコンタクトを取ったのは銃持ちのプレイヤーたちだ。彼女たちはソファーに座り銃のケアをしている。綿棒で銃口やシリンダーをクリーニングする作業は慣れたものだった。

　さらにそのプレイヤーのそばには生徒の姿があった。銃のクリーナー用品を差し出したり、飲み物や食べ物を手渡したりと甲か斐い甲が斐いしく世話をしている。そしてプレイヤーたちはそれが当然であるかのように振る舞っている。

「セレクション入りするには推すい薦せんも重要なのよ」

　渚の言葉に羽留奈は気づく。これはすでにセレクション入りしているプレイヤーに媚こびを売っている光景なのだ。

「あの戦争で盾たて役やくとして戦果を上げたり、弾丸を見つけてきた人間にポイントを与えている。だからそのポイント管理とセレクション候補のリストアップもあなたがやりなさい。ずっとチェス研でデータ管理していたあなたには、ぴったりの仕事でしょ」

「プレイヤー十人以外のナンバーでポイントを争うの？」

　銃持ちはすでにセレクション入りだとして、他のナンバーはポイントや推薦によるということか。

「いいえ、基本的に銃持ちだって交戦で死ぬ可能性がる。そうしたら、次の候補はポイントを持っている人になる。替えの利きかないナンバーはあなただけなのよ」

　渚は羽留奈を指さした。

「だからこの場所でのあなたの権力は絶大よ。私よりも大切な人間なの」

「そんなの……」

「そんなあなたが査定をするの。どれだけセレクションに役に立ったか、を競わせ、選ばれた人間だけがセレクションに入れる。生き残れるの」

　羽は留る奈なは自分に向けられている生徒たちの視線に気づいた。彼らの視線に混じっているものは恐れだ。すでにセレクション入りしている人間であり替えの利きかない存在──そんな羽留奈の発言力は大きい。

「あとで見せるけど、すでにある程度のポイントは与えてあって、この階には選ばれた人間しか入れないようになってる。分けないと混乱するから」

　渚なぎさはホールを悠ゆう然ぜんと歩いていく。ホールにはゴミ一つ落ちていない。この場所の清せい掃そうもアピールのうちなのだ。羽留奈も渚に続いたが、いつの間にか護ご衛えいが増えていた。銃を持った五人ほどが羽留奈を守るように囲んでいる。

　羽留奈は彼女たちの顔つきを見て、背筋に冷たいものを感じた。序じよ盤ばんのコロシアムで画面越しに見ていたときは、まだ女の子だった。しかし銃を人に向けて撃うつうちに変化した。コロシアムという歪いびつな形状に合わせるために、自らを強引に歪ゆがませたのだ。

　階段を下りてホールに出て羽留奈は顔をしかめた。マットが敷しかれたそのエリアは多くの怪け我が人にんが横たわっていた。

「怪我もポイントに入れて。プラスではなくマイナスとして。セレクション入りはできるだけ健常者がいい」

「そんな……」

　ホールは怪我人の悲痛な呻うめきで満ちている。彼らはただ横たわっている。ケアする人間たちはいるが、ワームは使われていない。

「ワームを使わないの？」

「資金がないの」

「そんなはずはないでしょ」

　羽留奈がまとめたデータを見ると、寄宿舎の生徒たちの持つ資金はまだ潤じゆん沢たくだ。

「これから戦いはさらに激化するわ」

　渚の冷たい言葉をすぐに理解する。今後の戦いのために資金を貯ためておくということだ。ワームの治療費は価値のある人間にしか使わないと宣言している。

「せめて薬でも」

　羽留奈は男子生徒の前に膝ひざをつく。全身に脂あぶら汗あせをかく彼は腹を押さえて横たわっている。見たところ弾丸も抜けていない。

「……これしかないけど」

　羽留奈はポケットを探ってアスピリンの錠じよう剤ざいを彼に渡した。

「全員を助けることはできない。今後はもっと怪我人は出るから」

　そんな羽留奈の行動を渚は冷たく見つめている。五月の薔ば薇らと呼ばれた女性は失われていた。真っ赤な花か弁べんはすべて散り、棘とげだけを冷たく晒さらしている。

「なんとかならないの？」

　羽は留る奈なは渚なぎさにすがるように言った。この怪け我が人にんは自分のせいだと羽留奈は思った。レアナンバーとなった羽留奈を確保するために、これほどの犠ぎ牲せい者しやが出たのだ。怪我人だけではない、死者も出たと聞いている。そんなことを考えると体が震ふるえ喉のどから嗚お咽えつが漏れる。羽留奈は両手で顔を覆おおって泣いた。

「資金や薬が必要ならリスクを冒おかさねばならない。たとえばショッピングモールを襲おそうとか」

「それは反対です」

　声は負傷者をケアしていた女子、片かた桐ぎり美み鳥どりのものだった。プレイヤーだったが銃を捨てている。そして武装放棄を訴え寄宿舎にいた生徒だ。渚たちに占拠されても、まだここにとどまっているようだ。

「これ以上の怪我人を出してどうするつもりです？」

　美鳥は悲しげに訴える。怪我人のケアをしていたのは片桐美鳥を中心とする反戦グループだった。こんな状況でも彼女たちは自分の意志を貫き行動している。

「私たちはこれ以上の戦争に反対します」

「もう起こってしまったのよ」

「過あやまちはその一回だけにするべきです。もう争いは──」

「遅いの」

　渚はくすっと笑った。

「あの一回だけじゃない。すでに戦いはずっと前から始まっていた。銃を撃うち合うことだけが戦争じゃない。敵意を向け合った瞬しゆん間かんに始まっていた。つまり画面の向こうで開戦していたの。あなたのような人間は目を逸そらしていただけ。ずっと見ぬ振りをしていただけ」








【鈴すず原はら鳴なる美み　ショッピングモール】






「一年七組、鈴原鳴美さんですね」

「……はい」

　鳴美はショッピングモールの休憩所スペースに立っていた。そこには机が並べられ、三年生の女子生徒、十人ほどが座っている。その中に椎しい名な流る華かもいた。

「校庭中央からの避ひ難なん者しやで間違いありませんね」

「はい」

　鳴美はあの時のことを思い出す。消火器の煙の中で最後に見た光景は、金こん剛ごうが背中から撃たれるシーンだった。本来なら羽留奈と寄宿舎へ逃げるはずだったが、動揺した鳴美は転倒してしまう。転んだ鳴なる美みに気づいた羽は留る奈なだったが、彼女は渚なぎさたちによって強引に寄宿舎へ運ばれた。同時に始まる銃撃戦。中央エリアに戻ることは不可能だった。

　無我夢中で走った鳴美は、ショッピングモールへと逃げ込んだのだ。安全な場所はそこしかないと思った。

　銃撃戦により、ショッピングモールへと避ひ難なんした生徒は鳴美以外にもいた。寄宿舎で人質となっていた生徒の一部も逃げ込んだらしい。だが、鳴美は入場ゲートのチェックで引っかかり、拘こう束そくされた。小部屋で一晩過ごし、ここに連れてこられたのだ。

「緊張することはありません。尋問ではありませんよ」

　流る華かがテーブルの上にスマホやその他の周辺機器を置く。それは鳴美の私物だった。

「まず、服を脱いでください」

「え？」

　困惑する鳴美の横にかごが置かれた。

「怪け我がのチェックと、何より一週間同じ服装で不衛生ですから」

　自分の顔が赤面するのがわかった。

「ここで、ですか？」

「女性しかいないので恥ずかしがらずに。替えの下着も制服も用意しますので」

　何か隠かくしているものはないかと疑っているのだろうか。鳴美はためらいながらもブラウスとスカートを脱いでかごに放り込んだ。

「下着もです」

　流華の言動は静かだが有無を言わさぬ力があった。鳴美はうつむきながら、トップとショーツを脱いだ。すぐに女子生徒がかごを回収していく。この場で裸を晒さらすより、汚れた下着を見られるのが惨みじめで恥ずかしかった。

「これでいいですか」

　鳴美は両手で体を隠かくしながら流華を睨にらみつけた。

「着替える前に、簡単な質問だけさせていただきます」

　裸のまま答えろということか。対話にあたって明確な上下関係を作る、という生徒会のやり方だ。

「鳴美さんは、今まで校庭中央に留とどまっていましたが、その理由は？」

　流華がテーブルの上に両りよう肘ひじをついた格好で質問した。

「友人と……クラスメイトの萩はぎ原わらと一緒に行動していたので」

「羽留奈さんを利用するつもりだったのですか？」

「いいえ違います。萩原は羽留奈さんを助けようとしていました。ただそれだけです」

「羽留奈さんはどこへ行きましたか？」

「たぶん、渚さんに連れられて、寄宿舎に」

　鳴なる美みは流る華かに聞かれるまま答えてしまう。羞しゆう恥ち心しんにより抗あらがう気力もない。流華はすでに知っているだろうことも質問し、鳴美が裸のまま尋問を受け続けた。

「あの……金こん剛ごうさんは」

　質問が途切れたので鳴美は聞いた。スマホを奪われていたので、生徒在籍表を見ることができなかった。

「死にました」と、流華は残酷な一言で片づけた。

　鳴美は愕がく然ぜんと天井を向く。あれほどエネルギッシュで光を放っていた金剛真ま澄すみでさえも死んでしまうのだ。コロシアムは生徒たちに平等に死を与える。

「萩はぎ原わらさんなど他のメンバーは生きているのでご安心を」

　流華は鳴美の本当に聞きたかったことを察して付け加えた。

「最後に、月つき島しま伊い央おさんとの交流は？」

「会ってません。画面の向こうでしか」

「わかりました」

　流華は立ち上がると女子生徒に指示をする。新品の下着や制服が入ったかごが運ばれ、鳴美の足もとに置かれた。

「ここでは自由に過ごしてください。ただし、あなたはゼロですので、ゼロのエリアしか利用できません」

「ゼロ？」

　鳴美はかごの衣類を手に取りながら顔をしかめた。

「弾丸の数です。ここでは見つけて提出した弾丸の数がすべてです」

「弾丸を集めろということですか？」

「安全のためです。このエリアは銃もなく安全な場所です。校庭の真ん中よりも快適な場所だと思いますよ」

　流華はそう言い残し立ち去った。








【月島伊央　校庭中央エリア】






「交戦の意思はありません。人を探しにきました」

　月島伊央は、距離を置いて声をかけた。

　十メートルほど先にはベンチがあり、ぐったりとした様子で座っているのは桜さくら木ぎ環かん奈なだ。

「萩原君と鳴美ちゃんを探しているの」

　環奈の反応はない。それでも彼女はしっかりと銃を握にぎっている。ベンチの横を見ると、盛り上がった土が見える。環奈が供そなえたのだろう花が置いてあった。

　伊い央おはもう少しだけ近づいた。

「鳴なる美みちゃん、萩原君？」

　トイレに声をかけるが反応はない。二人がいないということは、あの激しい戦せん闘とうからは逃げ出せたということだ。

　しかしどこに行ったのだ？

　立ち尽くしていると、いきなり音が鳴り、伊央は銃を抜いて身構えた。そのベルの音はトイレ横の公衆電話からだった。ベンチの環かん奈なは電話の音にも反応しない。

　伊央は銃を構えながらゆっくりと電話機に近寄る。受話器を取ったと同時に撃うたれる可能性もある。もとから電話機に照準をつけておくという作戦だ。しかし見たところ校庭に人影はない。

　伊央は受話器を取ってヘチマ棚の陰に隠かくれる。

『月つき島しま伊央さんですね』

　受話器の向こうから聞こえた声は聞いたことがあるものだった。

「椎しい名な流る華かさん？」

『そうです』

　伊央は周囲を窺うかがう。校庭に出ているのをどこかで見られているのだ。

「用件は？」

『簡潔に言いますと、校庭に出てほしくないのです。死体などは私たちのグループが丁てい重ちように処理をしたいのです。ですから銃を持った方に我が物顔で歩き回られては困ります』

「銃弾を集める気？」

　校庭には死体の他、弾丸が散らばっている。

『死体の処理の副次的要素となりますが』

「弾丸を供給しているのはあなたね」

　ここで伊央は気づいた。校舎内のグループが攻撃的になった理由、それは弾丸の供給があるからだ。そして供給源は流華のグループとなる。

『確かに弾丸も渡しました。しかし基本的に物資のフォローです。食料や医薬品など、私たちは困った人間を捨てておけません』

　悪態を吐つこうとした伊央だが言葉を飲み込む。

「……薬を貰もらうことはできる？　あと少しだけ資金を」

　受話器の向こうで沈黙が流れた。伊央は安易に飛びついてしまったことを後悔した。あまりに迂う闊かつだった。しかし流華は平然と返答する。

『よろしいですよ。食料の他、治療費やアスピリンなどを用意いたします。その代わりの条件として、校庭の立ち入りの禁止、また校庭で作業をする私たちのグループに手を出さないことを約束していただけるなら』

「受け入れる」伊い央おはすぐに応こたえた。「どこに取りに行けば──」

『あの場所に置いてあります。伊央さんがよく時間をつぶしていたあの隙すき間まです』

　伊央は受話器を置いてから走る。

　中庭に入り、あの校舎の狭はざ間まのスペースに走り込むと、そこにトランクが置いてあった。

「生徒会は、こんなところにいた私も見てたの？」

　伊央は自じ虐ぎやく的てきに笑うとトランクを開く。そこには学校内で利用できる電子マネーのフレドリカのカード、チョコレートなどの菓子の類たぐい、そして医薬品が入っていた。

「…………」

　じゃらっと音がした。医薬品の下には弾丸が二十発ほど。

　伊央は弾丸をポケットにしまうと、トランクを持って立ち上がった。痛む体に鞭むちを打って校舎を走る。そして図書室に走り込んで叫んだ。

「緋ひ香か里りちゃん！」

　図書室の中には生徒たちの輪ができている。その中で横たわっているのが緋香里だ。

「伊央」

　脇わきに膝ひざをつくと緋香里が薄うすく目を開けた。

「お金が手に入ったから、ちゃんとした治療が受けられる。抗生物質も手に入ったから先に飲んで」

　伊央はペットボトルのキャップを開け、薬を緋香里の口に押し込んだ。

「鳴なる美みと……萩はぎ原わら君は？」

　ぽろりと口からアスピリンのタブレットが落ちた。

「……いなかった。でも、その代わりに薬とお金を手に入れたから」

「そっか。最後に会いたかった」

「緋香里ちゃん」

　伊央は口移しでアスピリンと水を飲ませ、緋香里の青ざめた顔をそっと撫なでた。

「とにかく治療を。絶対に大丈夫だから」

　ワームを用意していると緋香里に手を握にぎられた。その手の力は愕がく然ぜんとするほどに生命力を感じない。

「……私は綺き麗れいな場所を作りたかった」

　その声はとても小さく、図書館は静まり返った。

「家庭が汚かったから、もっと整った場所がほしかったの。だから上うわっ面つらでもいいから綺麗にしたかった。でも歪ゆがんでしまった。本当はね、もっと伊央とちゃんとした関係を……」

　緋香里の声は途切れ途切れでただの雑音でしかなかった。しかし彼女の言葉の大部分を伊央は自分の脳内で補足していた。惨みじめに擦かすれた声も日常の緋香里の声として再生させた。

「あなたの傷は、本当なら私が負うものだった」

「え？」

「最初のプレイヤー三十人の条件は、自殺未遂を過去にしていること。三十クラスに一人、自殺未遂者を入れていた」

　伊い央おはどきりとした。確かに自分は自殺未遂をしたが、それは高校に入ってからだ。だとしたら、七組には伊央以外の自殺未遂者がいることになる。

「私だったのよ」

　それは緋ひ香か里りの懺ざん悔げだった。ほんの少しのきっかけで二人の運命は入れ替わったのだ。本当なら腹を撃うたれて倒れているのは伊央かもしれなかった。

「そんな私を救ってくれたのは彼なの……」

「ごめんね、見つけてきてあげられなくて」

「萩はぎ原わら君をお願い」

　伊央ははっきりと緋香里の声を聞いた。

「伊央に託す。あなたの穴を塞ふさげる人間は彼だけだし、彼の穴を塞げるのはあなただけだと思う」

「緋香里」

　伊央は強く手を握にぎった。しかし彼女はもう握り返してこない。

「伊央、私たちは友達よ」

　うなずき返そうとしたが、すでに緋香里は動きを止めていた。その言葉は緋香里が発したものではなく単なる自分の願望だったかもしれない。

　伊央は自分の体に空く穴を感じた。胸だけでななく体中に空虚な穴が空いている。しかしこれは空いたのではない。穴を強引にねじ込まれてしまったのだ。胸にも心にも空洞を押し込まれた。そんな穴を塞ぐ術すべなどはない……。

　死んだ緋香里を前に涙すら流れない自分が悲しかった。涙を作る前に体中の穴から水分が流出してしまったのだろう。

「なんで緋香里を守ってくれなかったの？」

　他の女子たちの目からはスムーズに涙が流れている。

「伊央と違って、緋香里ちゃんは普通の女の子だったのに、食堂に連れていくから」

「せめてもっと早く薬が手に入れば……」

　女子たちが緋香里のもとに集まり、伊央は押しのけられるようにその輪から外れた。こんなときに泣けばいいのだろうか。必死に涙を絞り出せばあの輪の中に入れるのだろうか。それができなかったから、自分は日常から少し離れた場所にいたのだろうか。

「月つき島しまさん」

　伊央を呼ぶ声が聞こえた。

「拠点がばれた！」

　銃声が響ひびき、入口を見張る男子生徒が吹っ飛ぶようにして倒れた。

「伊い央お、あなた馬ば鹿かみたいに走ってきたの？」

　先ほどまで泣いていた女子たちが立ち上がる。図書室が慌あわただしくなり防衛体制が取られる。

「月つき島しまさん！」

　撃うたれた男子を抱えた本ほん田だが伊央に叫ぶ。ちらりと見ると、床にぽつんと緋ひ香か里りが横たわっていた。先ほどまで緋香里を取り囲んでいた涙も悲しみもあっけなく霧む散さんした。

「早く反撃を──」

「うるさい！」

　伊央は誰だれかの声を制して立ち上がった。

「黙ってて。やればいいんでしょ、やれば」

　伊央は銃を握にぎり締めた。








【北きた野の亮りよう　部室棟】






「これはやりすぎですよ」

　北野亮はソファに横たえた少女に視線を向けていた。全身に包帯を巻かれ、手足は拘こう束そく具ぐ、猿さるぐつわとアイマスク姿の少女は前まえ園ぞのマナの成なれの果てだ。

「おかげで逃げてこられたんだろ」

　吐き捨てるように言ったのは薙なぎ野の真しん之の介すけだ。学校生活ではヘキサゴンという格かく闘とう技ぎのプロモーターをやっていた三年男子だ。彼は他の生徒と連携してここを防衛していたようだ。

「意思のない戦闘兵器です」

「俺に言うなよ。てめえんとこの部長がやったんだよ」

　負傷した前園マナを確保した咲さ季きたちは、マナを拘束し銃を撃つ道具として改造したのだ。認証システムがある拳けん銃じゆうはマナに握らせ、トリガーは油圧を利用した装置により、ボタンを押して引けるようになっている。

「まあ、意思がある兵器よりは安全だと思うがな」

　薙野の意見に北野は溜ため息いきを吐つく。チェス研の部室への帰き還かんを果たしたが、ただの逃亡にすぎなかった。金こん剛ごうを守ることもできず、萩はぎ原わらと羽は留る奈なとも別れてしまった。部室棟への逃走ルートを確保していた北野だったが、あの混乱の中で自分だけ逃げるのに精いっぱいだった。

「僕は前園マナを使って人を撃ったんですよ」

　北野の呟つぶやきに、薙野が小さく笑った。

「何がおかしいんですか」

「今さらおせえよ。もう殺し合いは始まってるんだ。だったらさっさと人を撃ったほうがいいだろうが」

「五十嵐いがらし渚なぎささんたちのようにですか」

　彼女たちは他人より早く動き徒と党とうを組んだ。そして現在では最大の武力を持った集団であり、唯一のウイークポイントだったレアナンバーの羽は留る奈なを手に入れることに成功した。今後はそのセレクションを中心に戦局が動くはずだ。

　北きた野のは一年三組の自分のクラスのことを考える。プレイヤーである原はら田だ美み砂さを含むクラスメイトの大半は寄宿舎にいるはずだ。今はどうしているだろうか。あれほどクラスメイトと仲の良かった原田は、本当にセレクションを目指すつもりなのか。

「俺たちの当面の問題は渚じゃない」

「最大の武力ですけどね」

「いや、この学校の武力は銃口の数ではなく弾丸の数だ。渚たちは撃うった弾丸を補給できてない。それに対して校舎のクラスたちが保有する弾丸は増えてるだろ」

　この部室棟は、学校の北東エリアで校舎と接触しており、そこで交戦が頻ひん発ぱつしている。部室棟の生徒たちはそこで激しい弾丸に晒さらされることとなる。

「あれだけ撃っていればそろそろなくなります」

「これを見ろ」

　薙なぎ野のが北野に何かを投げた。

「弾丸ですね」

「空から薬やつ莢きようを改造して作った模ダ擬ミ弾ーだ。黒くろ川かわ咲さ季きがサバゲーの同好会に作ってもらったもんで、火薬の代わりにシグナル発生装置を入れているらしい。シンプルなやつだけど大体の場所がわかる」

　見ると、確かに薬莢部分が焦こげ付いている。すでに撃たれたものだ。

「それを校庭などに投げておいた。するとその弾丸はいったんショッピングモールへ行き、さらに校舎へと。つまり流通してやがる」

「裏で流してる、と」

　北野は額ひたいの汗を拭ぬぐった。だとすると終わらないではないか。

「だとすると椎しい名な流る華かが……」

　窓の外から銃声が聞こえ、北野は言葉を止めた。またも攻撃が始まった。校舎に点在するクラスが入れ替わり立ち替わりここを襲おそってくるのだ。

「お前が口くち挟はさむから、用意が遅れただろうが。お人形ごっこを手伝えよ」

　薙野がマナを車くるま椅い子すに座らせる。

「意識を失ってます」

「意識を失ったほうがいいだろ。銃の認証ができりゃあいいんだから」

「でも……」

「あいつだったらやるよ。ほら、お前の友達だ」

「萩はぎ原わらは反対します」

「あいつは反対するけど受け入れる。そんなやつだよ」

　北きた野のは仕方なくマナのセッティングを手伝った。マナを車くるま椅い子すに縛しばりつけ、弾道計算アプリの設定、弾丸を防ぐための鎧よろいのような鉄板、さらに緊急時の輸血装置までついている。

「基本的に部室棟は防衛に不向きなんだ。あのバリケードを突破されたらまずい」

「ずっと銃なしで守ってたんですか？」

「ないってわけじゃなかったが、連携すればどうにかなるからな。だが、この銃があれば守るだけじゃなくて攻撃もできる──よし」

　マナのセッティングを終えた薙なぎ野のがうなずいた。

「俺はこいつを持って先に行く。お前はもう一丁の銃を連れてこい」

「どこにいます？」

「……チェス研の部室だろうな」

　薙野は意味ありげに笑うと、車椅子を押して走っていく。仕方なく北野もチェス研の部室へと走った。







「咲さ季きさん！」

　北野は扉を開けて固まった。

「失礼しました」

　チェス研の扉をぱたんと閉めて息を吞のむ。見たのは部室内に置かれたソファで二人の裸の女子が絡からみ合っている場面だった。

　しばらく廊ろう下かに立っていると扉が開いた。

「今度からノックしてね」

　制服を来た女子生徒が出てきた。スカートの裾すそからホルスターがちらりと見えた。

「襲しゆう撃げき？」

「はい。北東ポイントです」

「わかった」

　肩にかかった髪を払いながら廊下を歩き去っていったのは黒くろ宮みや彩あや夏か、三年七組の銃持ちプレイヤーだった。

「……入りますよ」

　ノックしてチェス研の部室に入る。ソファの上では下着姿の黒くろ川かわ咲季がおり、のろのろとブラウスを羽は織おっていた。

「襲撃がありまして」

　北きた野のは部室に飾られたチェス盤ばんに視線を向けた。

「私も彼女も三年七組なんだ」

　咲さ季きがスカートを穿はきながら言う。

「黒くろ川かわと黒くろ宮みやで出席番号が並んでるから、二人組を作るときは彼女とだった。それで、そのうちに彼女が私に向ける気持ちに気づいた」

「僕は自由だと思います」

　北野は部室に置いていた防弾チョッキを手に取った。鉄板を仕込んだ自家製だ。

「いや、もっと質問があるでしょ。萩はぎ原わらならもっとうまく突っ込んでくれたぞ」

「いつから関係を？」

「最近よ」

「先輩は、その、やっぱり女性を？」

　咲季は平然と髪を結んでいる。

「恋愛を入れれば裏切らないと思ったの」

「打算でそんな行為を」

　北野は壁に立てかけられたバットを握にぎりながら吐き捨てる。

「日常で築いた感情は信頼できる。私の体で少しの安全が買えるのなら安いものだしね」

「やめてください」

「ソファの上で彼女は言ってた。愛する咲季を守るって」

「俺が守ります！」

　北野は扉を叩たたきつけるように閉め、部室を飛び出した。そのまま廊ろう下かを走り襲しゆう撃げきを受けたバリケードに向かう。

　外に出ると激しい交戦が繰り広げられていた。築いたバリケードがあだになっていることがわかった。バリケードは相手の身を隠かくす障害物となっており、部室側は防戦一方だった。銃を構えた黒くろ宮みや彩あや夏かの姿もいたが、物陰に隠れたまま動かない。

　銃弾の問題もある。こちら側の銃弾はほとんど補給ができないのだ。銃を撃うっている男子生徒もいるがそれはモデルガンだ。カスタムして鉛玉を撃っているようだが、もちろん殺傷能力は実弾と比べるまでもない。

　それでも防衛側の抵抗により銃声がやんだ。

「……終わったようだな」

　薙なぎ野のが車くるま椅い子すを押してきた。

「いつも、こんな感じですか？」

　北野は全身に脂あぶら汗あせをかいていた。銃弾という死の恐怖にさらされながら、部室棟の男子たちはずっと抵抗を続けていたのだ。

「今回はおしとやかな襲撃だ」

　それでも怪け我が人にんは多数出ている。死者は出なかったものの、手足の露ろ出しゆつ部分を撃うたれた生徒が治療を受けている。

「気をつけなきゃいけないのはスーパースタークラスの襲しゆう撃げきだ」

「スーパースター？」

「伊い奈な川かわや前まえ園ぞのマナのような人を殺したことのあるプレイヤーの通称だ。きっと銃での人殺しは癖になる。やられる前にやるという発想から、ただ殺したくなる。リミッターを振り切っちまうんだ」

　殺すという明確な意思を持った人間だ。

「そいつらの弾丸を絶対に受けるな。あいつらは弾頭に十字の切れ込みを入れてやがる。そうすると被ひ弾だんしたと同時に銃弾が砕けるんだ。助かったとしてもワームの治療費は数倍になるって寸法だ」

　砕けた弾丸は大量の鉄片となって体の内部に食い込むことになる。そうなれば治療もほぼ不可能だ。

　苦しげな呻うめきに薙なぎ野のは言葉を止める。車くるま椅い子すに拘こう束そくされたマナがもがいている。

「目が覚めちまったか。──おい、大丈夫だ」

　薙野がマナの目め隠かくしを外す。マナは眩まぶしげに顔をしかめながらも何か言いたげだ。

「息苦しいのか？　少しだけ鉄板を外してやるから水を飲め」

　薙野がマナの胸にぶら下がった鉄板と猿さるぐつわを外し、ペットボトルをくわえさせる。しかしマナは水を思いきり吐き出した。

「汚ねえな」

「……しろ」

「ん？」

　薙野が首を傾かしげ、マナの口元に耳を近づける。

「後ろだ！」

　何かが破裂した音と同時にマナの体が震えた。ごほっとマナの口から血が吐き出される。

「襲撃だ！」

　振り返って、北野が見たのはバリケードの上に立つ女性の姿だった。

「スーパースタークラスだ」

　薙野が車椅子に隠れる。同時に襲撃者の銃口から火花が散った。悲鳴が交こう錯さくし弾丸を受けた生徒が倒れる。

「雪ゆき村むら琴こと音ね」

　北野もダイブするように物陰に隠れた。彼女は学校がコロシアムとなった序じよ盤ばんから銃を撃った女子生徒だ。その後も銃を撃ち続け人を殺し続けたのだ。

　琴音はシリンダーのすべての弾を撃ち切ると、バリケードの上に乗ったまま弾を入れ替える。

「反撃を！」

　その隙すきに誰だれかが叫んだ。北きた野のは黒くろ宮みや彩あや夏かを振り返ったが、彼女は物陰に隠かくれたまま震ふるえていた。彼女はまだ人を撃うったことがない。

「くたばれ」

　その代わりに銃口を向けたのは薙なぎ野のだった。すばやくハンドル操作をして雪ゆき村むら琴こと音ねに照準をつけている。弾道計算アプリの的中率も八割を超えている。

　薙野がスイッチを押したが弾は出なかった。続けて押すが発射されない。見ると車くるま椅い子すのマナは心臓を撃たれて死んでいた。死体では銃の認証ができない──

　スカートをひるがえしてバリケードから雪村琴音が飛び降りる。

「くそったれが」

　銃声が轟とどろき薙野が撃たれた。








【沖おき羽は留る奈な　寄宿舎】






　寄宿舎には怒ど号ごうが響ひびいている。

「もっとしっかりやりなさいよ！　私が撃たれたらどうするの？」

　怒鳴りつけているのは銃持ちのプレイヤーだ。ステンレス家具などで作った特製盾たてを持って硬直しているのは一般生徒たちだった。

　先ほど校舎側からの奇き襲しゆうがあり、寄宿舎に攻め込まれたのだ。撃退はしたものの被害は大きかったらしく、怪け我が人にんが建物内に引きあげてくる。攻撃を受けている最さ中なか、羽留奈は寄宿舎の安全な場所に押し込められていたが、銃声が終わり出てきてみれば、目の前に混乱した光景が広がっていた。

「危なかったみたい。建物内に入られそうになったみたいで、銃持ちの人も撃たれたって……」

　そう説明したのは一年生の女子だった。羽留奈の補佐としていつも数人の生徒がそばにいるのだ。

　ホールの休憩所には続々と銃持ちのプレイヤーが戻ってくるが、いずれも硬い表情だった。戻ってきたプレイヤーを見渡すが彼女の姿はない。まさか撃たれたプレイヤーとは……。

「どうしたの？」

　それはホールに戻ってきた渚なぎさの声だった。一般の生徒たちに囲まれていた彼女は、小型の盾を床に放り投げると羽留奈のもとに向かってくる。無事だった彼女を見て、つい安あん堵どしてしまう。

「別に……」

「私を心配してくれてた？」

「怪け我が」

　渚なぎさの左手が赤く染まっている。

「平気。ガラス片へんで切っちゃっただけ。撃うたれてない」

　羽は留る奈なはハンカチを取り出すと渚の手を拭ぬぐい、ポケットから取り出した絆ばん創そう膏こうを切れた指に巻く。

「可愛かわいいバンドエイド」

　猫柄の絆創膏を見て、渚がくすりと笑った。羽留奈はつい渚から視線を逸そらしてしまう。

「結構危なかったって……」

「あなたのことは絶対に守るから」

　渚は羽留奈をそっと抱きしめた。この学校で彼女からこんな優しい言葉を受け取るとは思わなかった。硝しよう煙えんの臭においにまみれ傷つき汚れていった渚だが、そんな薔ば薇らに目を奪われてしまう。この乱れた世界でも彼女は輝かがやいている。

「次の防衛の作戦を話し合うから、あなたは心配しないで」

　渚は羽留奈に微笑ほほえみかけると、取り巻きの生徒たちを連れて立ち去っていく。彼女の後ろ姿を見て不安になる。攻撃による疲ひ弊へいが激しい。精神的にも物理的にも寄宿舎が崩ほう壊かいする日はそう遠くないように思えた。

「羽留奈さん、情報管理のほうを」

　一年女子が羽留奈を促す。怪我人や査定の情報管理は羽留奈の仕事なのだ。しかしそれは気が重くなる作業だった。

　現在の寄宿舎にいる生徒たちを繫つなぐのは厳格な査定だった。セレクション入りするために同ナンバーの頂点を目指す。つまりこの集団にどれだけ貢こう献けんできるかのレースをクラスごとにやることになる。評価の上げ方はまず戦せん闘とうでの貢献。銃持ちプレイヤーを守るための盾たてや攻撃役、リスクを冒おかした人間ほど評価が上がる。

　さらに羽留奈の独断で、私生活態度も査定に入れると言った。それはこの寄宿舎の崩壊を感じ取ったからだ。すでにセレクション入りしている自分の立場を利用するようで心苦しかったが、憎しみ合い崩壊する集団を見たくなかったことは真実だ。

　ホールを歩くと端のほうで生徒たちが争っているのが見えた。男子たちが殴り合っている。しかし羽留奈の姿を見ると、すぐに生徒たちは離れた。

「どうしたの？」

　羽留奈が聞くと、一人の男子生徒が弾丸を見せた。

「俺がさっき見つけたんです」

「いや、俺が先だろ！」

　再び揉もみ合いになる。

「やめて」

　羽は留る奈なの声に二人はぴたりと動きを止めた。

「二人で見つけたことでいいでしょ」

　文句は出なかった。この場所では羽留奈の発言は絶対だった。視線が自分に集まるのを感じた。羽留奈はその場を逃げるようにして立ち去る。

　次に足を踏み入れたのは怪け我が人にんが集められたホールだった。怪我人たちが慌あわただしく運び込まれ、ホールは怒ど号ごうなどが響ひびいている。羽留奈は怪我人を見回して、知り合いがいないかを確認した。萩はぎ原わらや鳴なる美みが運び込まれる可能性がないとは限らない。

「私が死ねばいいと思ったんでしょ！」

　声はホール中央からだった。見ると銃持ちのプレイヤーが治療を受けている。確か彼女は一年三組、北きた野のと同じクラスの原はら田だ美み砂さだ。彼女は右足を怪我したのか、クラスメイトに包帯を巻かれ治療を受けている。献けん身しん的に世話をするクラスメイトに対して原田は罵ば声せいを浴びせている。

「私が死んでセレクションに入りたかったの？」

　原田の表情は怒りで歪ゆがんでいた。確かに原田が死ねば、同じ一年三組からセレクションのメンバーが選ばれることになるが、自分の怪我をそれと強引に結びつける思考は短絡的だった。それでもクラスメイトは反論せずに治療を続けている。

　さらにホールの端のほうでは人が集まっている。そちらの雰ふん囲い気きは妙に静かだった。

　近づくと荒い呼吸と呻うめきが聞こえた。人をかき分け覗のぞき込んで顔を歪める。そこには腹を撃うたれた女子生徒が寝かされていた。彼女の腰にはホルスターがぶら下がっている。銃持ちのプレイヤーが撃たれたのだ。

　二年五組の青あお原はら楓かえでという女子だった。彼女は血まみれの腹を押さえながら痙けい攣れんしている。視線は定まらず、吐息に混じって口から血が垂れている。確実な死が迫っているように見えた。

「ワームの治療は？」

　羽留奈が聞くと、二年五組の生徒は首を振った。

「……治療不能、と」

　ワームすらも治療を放棄した致命傷だった。

　その五分後に青原楓は死亡した。

　その死を見送り、クラスメイトたちは立ち去っていく。死んだ彼女のために泣く人間はいなかった。それどころか去り際ぎわに見た二年五組の生徒たちには安あん堵どと喜びすらあった。セレクション入りしていた人間の死により、自分たちにナンバーが回ってくる……。

　羽留奈は青原楓の死体の前に立ちながら涙をこらえた。そんな思考をする自分も嫌いやだった。周囲を見ると、ホールの人の数が減っていた。治療を終えたプレイヤーも去り、その取り巻きも出ていった。残されたのは一般の怪我人だけだった。

「そろそろ行きましょう」

　羽は留る奈なに付き添っていた女子が促す。

「みんなを治療する人はいないの？　いなければ私が」

「それは羽留奈さんの役目ではありません」

　彼女は冷たく拒否した。どちらにしろ羽留奈が一人でできることは限られている。ここには薬も何もないのだ。

　ホールに入ってくる人間がおり、羽留奈は顔を上げた。数人の女子と共にホールに入ってきたのは片かた桐ぎり美み鳥どりだった。ずっと渚なぎさに戦せん闘とう停止を訴えていた彼女だ。

「片桐さん、怪け我が人にんを」

　美鳥に駆け寄った羽留奈はすがるように言った。彼女は未いまだに反戦グループの中心にいる存在だ。彼女たちと連携して怪我人をなんとかできないだろうか。

「羽留奈さん、わかってる」

　美鳥はにこりと笑い、床に横たわる怪我人を見やった。

「弾丸が足りてないの」

　美鳥の口から出た言葉は予想と反するものだった。

「あなたたちは怪我をして、セレクションから遠ざかってしまった。セレクション入り、せめて二番手になるには大きな貢こう献けんが求められます」

　羽留奈は彼女の言動の意図がわからずに硬直する。

「ですから、弾丸を拾ってきてください。今日の零れい時じに弾丸が学校に補充されます。特に校庭には多くの弾丸が落ちています。零時になると同時に校庭にて弾丸を拾い集めてください」

　それは怪我人に投げつけられた無む慈じ悲ひな言葉だった。

「片桐さん、あなたは何を言っているの？」

　混乱する羽留奈に、美鳥は平然と答える。

「集団の維持が最優先よ。綺き麗れい事ごとだけ言ってもここは守れないから」

　羽留奈の体が震ふるえた。そういえば片桐美鳥は銃を捨てたプレイヤーであり、彼女のクラスの中で明確なセレクション入りは出ていない。彼女はセレクション入りを視野に入れて行動しているのだ。

　寄宿舎において、善のファクターだった片桐美鳥は消えてしまった。




　その夜──午前零時。

　その日撃うった弾丸が学校に降ってくる。

　鉄てつ格ごう子しつきの窓から覗のぞくと、電灯の明かりに照らされた生徒たちの姿が確認できた。意を決した怪我人たちが、弾丸補給のため校庭へ走ることを選択したのだ。追い込まれた怪我人にとって、そんな残酷な選択しか残っていないのだ。

　並木道に並んでいた生徒たちが一斉に校庭に走ったのが見えた。一つでも多くの弾丸を拾えば、未来が開けるとの思いが後押ししている。

　暗い校庭の様子はわからない。さらに怪け我がをした体で小さな弾丸を探せるのか。

　鉄てつ格ごう子しを握にぎって校庭を見ていたとき、暗がりの校庭で銃声が響ひびいた。

「ああ……」

　羽は留る奈なは目を閉じる。校庭の銃声は続き、耳を塞ふさいでも音は漏れてくる。この残酷な音は鼓こ膜まくに焼きつき、一生消えることはないだろう。

「……助けて」








【鈴すず原はら鳴なる美み　ショッピングモール】






　ショッピングモールエリアは、コロシアムだと思えないほどに安定していた。食料やその他の物資の安定した供給があり、銃弾の恐怖に晒さらされることなく眠れる。

　それはショッピングモールの構造にもあった。数か所ある出入り口はいつでもシャッターを下ろせるようになっている。さらに通路にも防火や犯罪防止のためのシャッター、そして沢たく山さんの監視カメラがある。つまり銃を持って攻めてこられても逃げやすい。むやみに突入すれば、逆に侵入者が閉じ込められることになる。

　さらに資金は生徒会が管理していた電子マネーが潤じゆん沢たくにあり、生徒たちに配られている。まるで学校生活の延長のようだ。あの時の校庭での不自由な生活とはまるで違う。常に銃口を向けられ飢うえていたあの生活……。

　鳴美は入り組んだショッピングモールの通路を歩いていた。

「……ない、か」

　通路をいくら歩いても見つからない。このような場所はすでに誰だれかが探しているのだ。

　鳴美が探しているのは弾丸だった。コロシアムには一千発の銃弾がある。発砲しても、その日の零れい時じに撃うった分だけ補充されるのだ。場所はランダムで、校庭や屋上だけでなく建物内にも補充されるらしい。

　ショッピングモールの生徒たちの仕事はその弾丸集めだった。拾った弾丸は生徒会により買い取られ電子マネーが渡される。だが、重要なのは電子マネーだけではない。

　鳴美は自分の胸の星のバッジを見た。弾丸を生徒会に渡すたびに貰もらえるのだが、この星の数がショッピングモールでの立場を決めるといっても過言ではない。出入り口から遠い安全な生活空間は、星の数が多い人間から優先して配置される。さらに嗜し好こう品ひんの配給や、見張りなどの危険な仕事の免除など。

　一番影えい響きようがあるのは弾丸の優先探索だった。基本的に零時に弾丸が発生するのだが、星が多い人間ほど早く探すことができる。つまり貧富の差が拡大しやすいことになる。現在はすでに深夜の一時過ぎ。この時間帯では探しやすい場所はあらかた探索されている。

　さらに問題なのは単純な星の数だ。嗜し好こう品ひんの配給などは我慢すればいいだけだが、その格差はそのまま人間関係に影えい響きようする。星の数が多ければ強く、少なければ弱い。生徒たちはこのショッピングモールで人間関係の優劣をつけ始めた。

　鳴なる美みは弾丸探しを諦あきらめ、ショッピングモールの広場へと戻った。

　アトリウムのような広場は中央に噴水があり、この状況でも水を噴き出している。周辺にはテラス席があり、深夜にもかかわらず沢山の生徒たちの姿がある。

　噴水の脇わきに立って頭上を見る。この場所は吹き抜けのようになっており、各階層のフロアからこの場所を見下ろせるようになっている。フロアは七階まであるが、鳴美は上がることはできない。星が十個以下の生徒は一階だけなのだ。ただし星を持っている人間が下の階に行くのは自由だ。

「無理か」

　鳴美はずっと考えていることがあった。それは椎しい名な流る華かと接触することだった。そして彼女を人質に取って撃うたれた環かん奈なや萩はぎ原わらたちを助けるというシナリオだ。しかし自分一人では限界があるし、何よりも椎名流華との接触が難しい。

　椎名流華に会うためにはこのショッピングモールの最上階に行く必要があり、さらに彼女は常に場所を移動しているらしく、接触できる人間も限られている。そもそも、自分にそんな暴力的な行動が取れるのか……。

　鳴美は力なく端のほうの席に座った。

　周囲を窺うかがうと、上から降りている生徒たちの姿がある。そんな生徒の周りには人が群がっている。上階にしかない食べ物などを持っており、おこぼれにあずかろうとしているのだ。

　くだらない。鳴美はそう思った。こんな状況で馬ば鹿かげている。協力してコロシアムに立ち向かわなければいけない状況で上下関係を作る必要があるのか。思えばあの校庭での生活は平等であり自由だった。すぐそばに死があるゆえに、生を実感できたのかもしれない。

「鈴すず原はらさん」

　こつんとテーブルに缶のミルクティーが置かれた。

　顔を上げると、そこには男子生徒が立っていた。見たことのある生徒だが思い出せない。胸を見ると大きな星が五つに、小さな星が三つ。つまり五十三個。そんな計算をしてしまう自分が情けなくなる。

「大おお野のだよ」

「ああ、大野君」

　彼に言われ鳴美は思い出した。隣のクラスの男子生徒だ。

「ずっと校庭にいたんだって？」

　彼は鳴美の隣となりに座った。

「うん」

「まだ一個なんだね。でも、女の子は危ない場所まで探しに行かないほうがいいよ」

　鳴なる美みは彼の言葉を聞き流しながら回想していた。彼にはつい一か月前に彼に中庭に呼び出され、告白された。

　──学校では俺が守るから。

　そんな告白だった。何を守るの？　と、そう思った。この学校に暴漢でも侵入してくるとでも？　鳴美はその告白を断った。

　ころんとテーブルに何かが転がり、我に返る。

　テーブルの上に弾丸が二つ載っていた。鳴美は弾丸と彼の顔を交互に見やる。

「二つでどう？」

　彼はそう言った。

　理解するまでしばらくかかった。周辺のテーブルを見ると、同じように弾丸を渡される女子生徒の姿がある。彼女は男子生徒に連れられて広場から消えていく……。

「足りなかったら、もう一個つけてもいいよ」

　いつの間にか鳴美の肩に手を回されていた。

「女の子はみんなこうして稼いでる」

　全身に鳥肌が立つのがわかった。鳴美は目を吊つり上げて彼の手をつかんだ。

「気安くさわらないで」

　吐き気を感じた。死と隣り合わせの特異状況が皆をおかしくしている。表面的に安定していても、この空間の裏側は腐っていた。

「じゃあどうすんの？　ずっと危険なこの場所で生活？　十個以下なんてそのうちに人間扱いされなくなるよ」

　彼は鳴美の態度に驚おどろいた様子だが、余裕を見せようとしているのか首をすくめてみせた。

「弾丸ぐらい自力で見つける」

「無理だね。たとえば校庭だって、五十オーバーの人間にまず探す権利が与えられてる」

「あんたなんて、のこのこ校庭に出ていって撃うたれればいい」

　鳴美の言動に彼はにやっと笑った。

「僕は危険な校庭には出ていかないけどね。誰かに権利を譲ゆずって校庭に弾を取りに行かせてる。半分あげるという契約でね」

「あんたって、最低！」

　鳴美は拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

　騒さわぎを聞きつけたのか、彼のクラスメイトらしき男女がテーブルに寄ってくる。

「あれ、鳴美じゃん」

　女子生徒が鳴美に気づいて驚いた顔をした。

「七組ってここにいないよね。逃げてこられなかったの？　……てか、まだ一個？」

「だから弾をあげようとしたんだよ」

　彼は立ち上がって両手を広げるジェスチャーをした。

「なあ、お前って桜さくら木ぎ環かん奈なと一緒にいたんだろ」

　男子の一人が言い、さらにクラスメイトに目くばせする。

「こいつなら行けるんじゃねえか？　ほら、中央に」

「……中央？」

　鳴なる美みはその言葉に反応した。

「危ないって。環奈が死んでから取りに行けばいいじゃん。それに、さっき寄宿舎の連中が弾丸取りに行って撃うたれたみたいだよ」

「マジかよ。あの銃声はそれだったのかよ」

「発砲したのは環奈じゃなくて、校舎の連中みたいだけどね」

「じゃあ、早朝の校庭探索はどうなるんだよ」

　会話を聞いて鳴美は察した。彼らは弾丸のことを言っているのだ。聞くところによると、重傷の環奈は金こん剛ごうの死体から離れられずに中央エリアにいるらしい。よって、校庭での弾丸探しも環奈のいる中央付近は避けられている。

　つまり、環奈と一緒にいた鳴美なら中央エリアに入れるのではないか、と。

「……わかった。私が校庭に行く」

　鳴美は決意した。








【月つき島しま伊い央お　校舎】






　廊ろう下かに轟とどろいていた銃声が止まった。

「……伊央？」

　教室の扉から恐る恐る顔を出したのはクラスメイトの坪つぼ井い泰やす葉はだ。

　伊央は無言で暗がりの廊下に銃口を向け続ける。図書館の拠点が襲おそわれたために、伊央たち七組は深夜から校舎を移動していた。だが強引に移動したために、別のグループの縄なわ張ばりに入ってしまい反撃を受けていた。

　相手が逃げたことを確認して、伊央はぐったりと壁に寄りかかる。銃を構えた姿勢を維持するだけでも強烈に全身が疲労する。こうして拠点を奇き襲しゆうされ、クラスメイトを守りながらずっと逃げ続けなければならないのかと思う。

「どうする？　こんな空き教室は危険だし怪け我が人にんも」

　本ほん田だの声が聞こえた。交戦により三人ほど怪我人が出ている。どこか安全な場所で治療しなければならなかった。

「ここじゃ無理よ」

「明かりをつけなきゃ治療できない。でも、下へ手たに明かりをつけると……」

　混乱した声が聞こえる。

　伊い央おは肩の傷を舌で舐なめた。動くたびに傷が開いて血がにじむ。ずっと服用してきた痛み止めのために常に頭が痛い。最近はほとんど眠っていなかった。クラスメイトを守るために睡眠を犠ぎ牲せいにし続けてきたのだ。

「図書室にいればよかったんじゃない？」

「そうかも。でも……」

　伊央が教室に戻ると、皆は顔を見合わせて言葉を止めた。

「怪け我が、は？」

「大丈夫だと思うけど」

　伊央の質問に泰やす葉はが答えた。

「緋ひ香か里りちゃんは？」

「緋香里ちゃんはもう……」

「運んでこなかったの？」

　暗い教室が静まり返った。

「そんなことより、なんとかしないと。安全な場所に行かないと治療もできない！」

　女子が叫んだ。

「そんなことより、か」

　伊央はうなずき廊ろう下かへと戻った。非常灯にぼんやりと照らされた廊下には血けつ痕こんが続いている。伊央の放った弾丸が当たっていたのだ。伊央はその血痕をたどって歩く。

「月つき島しまさん、どこに？」

　困惑した本ほん田だが伊央の背中に声をかける。

「安全な場所を、作ってあげる」

　伊央は足を引きずりながら廊下を進む。困惑したクラスメイトだが、距離を置いて伊央についてくることがわかった。

　どんなに弾丸を撃っても、弾丸が校舎に流れてくる。弾丸はなくならないのだ。だとしたら弾丸が発射される銃口自体を減らさねばならない。それしか終わりはない。

　血痕は廊下を折れて、階段を上り、そのフロアの廊下に続いている。しばらく追っていると気配を感じた。廊下の突き当たりに女子生徒のシルエットが見えた。先ほど伊央を襲おそったプレイヤーだ。彼女は何かを呟つぶやいている。

　と、廊下の突き当たりの扉が開いた。

「合言葉、か」

　防火扉が開いたその瞬しゆん間かん、伊い央おは廊ろう下かに身を躍おどらせた。開いた防火扉へと走り銃を抜く。伊央に気づいた生徒が扉を閉める前に、伊央は飛び込んでいた。そのまま廊下を転がるようにして銃を撃つ。弾丸が防火扉に当たって火花が散った。一瞬見えた人影に、伊央はシリンダーの弾丸を一発だけ残して撃うちこんだ。

　伊央は片かた膝ひざをつき銃を構える。反撃がないことを確認すると、シリンダーの弾丸を交換する。ライトを点つけると防火扉を背に倒れている女子生徒の姿が確認できた。背後には腰を抜かしてうずくまる女子がいる。銃口を向けたが彼女は頭を抱えたままだ。

　死んだプレイヤーの体を探って銃弾を手に入れる。やはり彼女もショッピングモールと繫つながっていたのか多くの弾丸を持っていた。だが、のんびり探している暇はない。

「はい」

　伊央はライトをうずくまる生徒に渡した。

「え？」

「案内して」

　伊央は彼女を無理やり立たせると顎あごをしゃくった。銃を突きつけられ彼女は震ふるえながら廊下を進む。足を止めたのは化学実験室の扉の前だ。

「私よ」

　銃を頭に突きつけられながら彼女が扉越しに声をかける。

「……銃声が聞こえたけど」

「問題ないから安心して」

　ガチャリと鍵が開いた音がした。同時に伊央は彼女を突き飛ばして扉を強引に開く。そして中を確認せずに発砲する。部屋の中の悲鳴を確認して、さらに発砲。すばやくシリンダーの弾丸を入れ替えて今度は部屋に突入する。目に入る動いたものに向かってトリガーを引いた。

　弾丸を撃ち尽くすといったん部屋から出て弾を詰める。先ほどの彼女が廊下を走って逃げだしたので、その背中を撃った。ダイブするように倒れたのを確認して、もう一度実験室の中に入る。

　トリガーを引くたびに体が軽くなるような気がした。全身を支配していた痛みが消えていく。生き残るためには撃つしかないのだと思った。すでに自分は人を殺している。その人数が増えたところで変わらない。

　──そうだ、殺さつ戮りくの熱に身を委ゆだねろ。

　伊央はシリンダーの弾丸をすべて発射した。すでに化学実験室の悲鳴は消えていた。

　廊下の壁に寄りかかって目を閉じていると声がかけられた。

「……伊央、ちゃん？」

　遠巻きに声をかけてきたのはクラスメイトだった。

「安全な場所よ」

　伊い央おは銃口を開いた扉に向けた。

「撃うったの？」

「反撃を受けたからしょうがない」

　震ふるえる女子たちに本ほん田だがフォローしている。

「いいえ、反撃される前に撃った。中に残党がいると思うけど、あとはお願い」

　しかしクラスメイトたちは廊ろう下かに立ち尽くしている。

「あなたたちが望むから奪ってあげたのよ。場所も、たぶんお金もある。今さら死体に怯おびえるなんて馬ば鹿かげてる」

　伊央が睨にらむと、彼らはたじろいだ。

「じゃあどうすればよかったのよ！」

　伊央はクラスメイトに銃を突きつけた。しかしクラスメイトの怯えた視線の先は銃でなく伊央だった。ここでやっと気づいた。死体でも銃でもなく、怯えの根本は伊央自身だった。

「なんなの」

　伊央は両手で顔を覆おおった。涙は出なかった。痛みも感じず涙も流せない欠陥品になってしまった。

「助けて……」








【鈴すず原はら鳴なる美み　校庭】






　夜は明けておらず、空は真っ黒だった。

　鳴美は十人ほどの生徒たちとショッピングモールの外に出た。鳴美の他はすべて男子だった。星の数が少なく、危険を冒おかしてでも弾丸を手に入れたい生徒だ。体を売って弾丸を手に入れられる女子とは違い、男子は弾丸を拾い集めるしかない。

「各自これを着て校庭に出ること」

　新生徒会の役員らしい男子生徒がピンク色のジャージを配っている。

「校庭の探索時間は今から四十分間。汐しお見み麻ま衣いが寄宿舎のプレイヤーを牽けん制せいするという確約を取っている。その間に集めるんだ」

　鳴美たちが校庭中央にいた頃は、プレイヤーたちで牽制し合い誰だれも入ってこられなかったが、現在は弾丸の一大供給源となっている。

「今日はピンクだ。それを着ていれば校舎側からは絶対に撃たれない。弾丸を流すかわりに指定した色のジャージは撃たないっていう契約があるから安心しろ」

　なんて無責任で他ひ人と事ごとな言葉を吐くのだろうと思いながら、鳴美はジャージを着た。

「レーダーを貸してくれないの？」

　鳴なる美みは生徒会の男子生徒に聞いた。

「ショッピングモールに銃がないということは、ワームもないってことだ」

　生徒会の生徒に促され、鳴美たちは校庭の見える場所まで移動する。石畳の階段を下りた先が校庭だ。

　──私が中央エリアの安全確保をする。

　鳴美が校庭探索をするにあたってそう言った。そして見つけた弾丸は権利を譲ゆずり受けた大おお野のにすべて渡す約束をした。最低十発は拾ってこいと言われている。足りない分は体で払えとも。

　そのかわり電子マネーを前払いで受け取ったのだ。その金額は、ちょうどワームでの治療費を賄まかなえる額だ。

　まだ彼女は生きているはずだ。あの校庭の生活で心を通じ合わせた──少なくとも鳴美はそう思っている、あの彼女を助けてあげたい。

「よし、行け！」

　生徒会の声に鳴美たちは走りだした。階段を駆け下り校庭へと向かう。大丈夫だ、撃うたれることはないと、自らに言い聞かせ走る。

　まだ真っ暗な校庭に走り出て一息つく。あと二十分ほどで夜が明けるだろう。そうしたら本格的に弾丸探しが始まるが、その前にやるべきことが……。電灯に照らされた校庭の端を見て鳴美は顔を歪ゆがめた。校庭の寄宿舎側に死体がいくつも転がっている。回収してやりたかったが、今はそれどころではない。

　鳴美は死体から目を背けて、慎重に校庭を歩く。暗がりに浮かび上がるように明かりが見える。それは中央エリアの電灯だった。その明かりに照らされ彼女はいた。中央のベンチにぐったりと横たわる人影があった。

「おい」

　突っ立つ鳴美に、男子たちが声をかける。

「中央に行くんだろ。さっさと行って安全確認しろよ」

　ずっと避けられていた環かん奈な周辺は多くの弾丸が散らばっており、彼らはそれを回収したい。なので朝日が出る前に安全確認をしておきたいのだろう。

「わかってる、あんたたちは離れてて」

　鳴美は中央に向かって歩く。

　電灯に照らされる環奈の銀髪が見えた。近づくにつれて鼓こ動どうが速まる。彼女は生きているように思えなかった。生徒在籍表に名前が残っていても、すでに死んでいるのではないか。そもそも、生死は誰だれがどうやって判断しているのだ……。

　二十メートルほどまで近づいたが反応はない。さらに鳴美は近づく。振り向くと男子たちも距離を置いてついてきている。環奈の死か行動不能が確認できたら、中央付近に散らばる弾丸を根こそぎ奪おうとの魂こん胆たんだろう。

「環かん奈なちゃん？」

　さらに近づき呼びかけたが、ベンチの上の彼女はピクリとも動かない。鳴なる美みはつい早足になってベンチに向かう。一足遅かったのかもしれない。胸を貫かれた彼女は、金こん剛ごうの墓の横でついに……。

「環奈ちゃん！」

　鳴美は環奈に駆け寄りながら叫んだ。が、やはり反応がない。それを見た男子たちも中央エリアに走る。

　その時──校庭に銃声が轟とどろいた。

　音源は中央エリアからだった。

　銃声を浴びた鳴美は滑り込むように転倒した。それを見た男子たちが蜘く蛛もの子を散らすようにして逃げていく。

　その場には倒れた鳴美だけが取り残された。

　数十分後に校庭に朝日が差し込こみ、その場に倒れる女子生徒の死体を照らした。








【月つき島しま伊い央お　校舎】






　伊央は足を引きずりながら廊ろう下かを移動していた。

「もう少しだから」

　伊央は緋ひ香か里りの死体を背負ってた。あれから伊央は図書室に引き返し、緋香里の死体を回収したのだ。あの場所に独ひとりにさせておくには寂しすぎる。埋めることはできないが、せめて日常を過ごした思い出の場所に運んでやりたかった。

　傷ついた全身が痛み、伊央は廊下に緋香里を下した。死後硬直が始まっていた緋香里の体はとても硬く運びづらかった。伊央は近くの流し場で真っ赤に染まった手を洗った。しかし洗っても洗っても血が落ちない。気分が悪くなり流し場に逆流した胃液を吐く。胃液にも血が混じっていた。体の中まで汚れているのだと思った。

　伊央は緋香里を背負うのを諦あきらめ、彼女の両手を持ち廊下を引きずって歩いた。この静かな校舎そのものが死を象徴しているのではと思う。学校の生徒はその死に引き寄せられている。

「ついたよ」

　一年七組というプレートが見えた。

　扉を開けると空っぽの空間が広がっている。整然と並んでいる机と椅い子す。無人の教室は静せい寂じやくに包まれており伊い央おを拒絶しているようだった。この部屋には自分が過ごした時間は消え去っている。ただの他人行儀な場所だった。

　それでも伊央は、緋ひ香か里りの体を抱えて運ぶ。緋香里はどこに座っていただろうか。日常の光景は埃ほこりをかぶっておりうまく思い出せない。自分の席でさえもはっきりとしない。本当にここは半年過ごした自分の教室なのだろか……。

　伊央は緋香里の座席を見つけて彼女を座らせた。緋香里は机に突っ伏し眠っているように見える。そんな光景を見て、少しだけこの教室が懐なつかしく感じられた。

　窓を少し開けると風が吹き込んできた。もう少しで夜が明ける。伊央は窓枠に寄りかかり、もう一度教室に視線を向ける。長かったようで短かった学校生活だった。

　教室が明るくなってきた。伊央は自分の体を見て笑った。全身穴だらけで、血まみれの醜みにくい姿がここにある。クラスメイトが怯おびえていたのも無理はない。今の自分は完全に……。

「私、化け物になっちゃったみたい」

　伊央は突っ伏す緋香里に言った。傷を癒いやそうとも血を洗おうとも、元の自分には戻れない。戻るどころか、醜い怪物になっていく一方だ。

　伊央はホルスターから銃を取り出しシリンダーを確認する。残りの弾丸は二発ある。二発もあれば十分だ。

　伊央はシリンダーを戻すと、銃を握にぎりなおして自分の頭に銃口を向けた。

　これはあの時の続きだ。これで自分の物語は完結する。

「さようなら」

　伊央は引き金に添える指に力を込めた。
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　萩はぎ原わらが扉を開けると、カーテンが揺れ教室に湿った風が吹き込んだ。

　窓枠に寄りかかるようにして誰だれかが立っている。右手に持った銃は自らの頭に向けられていた。

「月つき島しま？」

　網もう膜まくが映すこの映像を脳が現実と認識せず、フォーカスがかかったようにぼやけている。それでも画面の向こうではなかった。目の前にいるのは一年七組に帰還した月島伊い央おだった。

　彼女の体は傷だらけだった。ブラウスもスカートも擦すり切れ血が滲にじんでいる。腕と足、頭にも包帯が巻かれており、乱暴に修復した人形のように見えた。

「萩原君……」

　定まらない伊央の視線がやっと萩原を捉とらえた。そして震ふるえる唇を動かす。

「会いたかった」

　こちらに駆け寄ろうとした彼女だったが、握にぎっていた拳けん銃じゆうに気づいて顔を歪ゆがめる。自分の傷だらけの体を見やり、萩原の視線から逃げるように自分を抱きしめた。手から拳銃が落ちて床に転がった。

「私、こんなになっちゃった。体も、心だって穴だらけに……」

「それでも戻ってきてくれてよかった」

　萩原は伊央と距離を置いて向かい合う。

「最初は撃うてなかった」

　伊央の目から涙がこぼれた。

「でもクラスメイトを守るために引き金を引いた。いったん引くと止まらなかった。だって、ナイフで刺すよりも銃弾は簡単だったから。発射された瞬しゆん間かんに私から切り離されて、勝手に他人の体を貫いてくれる。だから身を守るためにも撃つようになった」

　血と硝しよう煙えんの臭においが鼻び孔こうに漂ただよった。銃弾を撃つたびに蓄積された死の臭いだ。伊央の背後に置かれた枯れた植物たちは、伊央自身の死を象徴しているように思えた。

「そしてね、私は抵抗しない寝てるだけの怪け我が人にんにも銃弾を撃ち込んだ。あの時の私には明確な殺意があった。弾丸が発射された瞬間を憶おぼえてる。銃口から飛び出した鉄の塊かたまりをこの目で見たの。拳銃に戻ってって願ったけど、戻らなかった。そのまま弾丸が飛んでいって、寝ている彼女の胸を貫いた……」

　紺こん野の真ま奈な美みのことを言っているのだと察した。二年一組の残り二人となった羽は留る奈なと紺野真奈美。伊央が紺野真奈美を撃ち殺したことで、萩原たちは助かったのだ。

「理由があったから銃を撃った。でも、もう私は理由がなくても撃てる人間になってしまった。鉄てつ塊かいと一緒に私の良心とかモラルが吹っ飛んでいってしまった。萩原君の目の前にいるのは、月島伊央じゃなくてただの化け物なの」

　うつむきながら伊央は、萩原に歩み寄る。

「それでも会いたかった。こんな私を受け止めてくれるのはあなただけだと思った」

　もたれかかろうとした伊い央おの体を、萩はぎ原わらは両手でそっと受け止めた。

「まだ終わってない」

「え？」

　伊央は萩原に両肩をつかまれながら瞬まばたきする。

「どんなに秩序を失おうとも、そこから逃げたらいけない。完全に学校が崩ほう壊かいする前に、俺たちは理性を保って言葉を交わさなきゃいけない。俺たちはまだ引き返せる」

「……何言ってるの？」

「臨界点がくるまでに対話をする必要がある。そのために協力してほしい」

　鉄がどろりと溶けて形状を変える前に、学校が完全にコロシアムとなる前に行動しなければならない。そのためには伊央の力が必要だった。

「俺はまだ諦あきらめていない。学校が混乱から目を逸そらすことはできないし、助けてやらなきゃいけない人だっている」

「私は助けてくれないの？」

　伊央は首を振りながら絶望的な表情を向けた。

「俺たちはまだこの学校でやれることがある」

「私に銃を撃うてっていうこと？」

「やるべきことをやる必要がある」

「やるべきこと？　あれだけ穴を空けたのに、まだ足りないの？　あとどれくらい穴を空ければいいの？　どれほど撃てばゴールにたどり着くの？」

　後ずさった伊央は、よろめき背後の窓に体をぶつけた。

「もう疲れちゃったの。撃つのも撃たれるもの」

「まだ終わってないよ」

「私はずっと助けてほしかった。会えば救われると思ってたのに」

「今の俺は、月つき島しまを救ってやることはできないよ」

　そんな言葉を聞いて、伊央は窓の外に視線をやる。

「画面の向こうから名前を呼ばれて私は救われた。私の名前はただの記号じゃないと思ったの。だって、あんなにも心に響いたから。だから私は学校に戻ってきた。銃を撃ち続けて生き残ったのはあなたに会いたかったから。穴だらけになりながらも心を保ったのは、あなたが学校にいるから。私はずっと探していた。でも……」

　伊央は萩原を向いた。菫すみれ色いろの瞳ひとみが光っている。

「……あなたは誰だれ？」

　伊央は床に転がった銃を拾い上げると、自分の頭に突きつけた。

「やめろって！」

　萩はぎ原わらは銃を押さえ伊い央おと揉もみ合いになる。

「離して」

「よせ！」

　萩原が銃を奪うと、伊央は机をなぎ倒しながら床に転倒した。

「だったら会わなきゃよかった。ほら、涙だって出るようになった……」

　伊央は激しく目を擦って泣いていた。

「月つき島しま」

　差し伸べた手は、伊央に乱暴に払いのけられる。

「触らないで」

　目の前の伊央は今にも消えてしまいそうな弱々しい存在だった。銃を見て思う。どれだけの弾丸を発射したのだろうか。撃うった分だけ大切なものを失ったのかもしれない。

　萩原は銃を机の上に置いた。そして机に突っ伏す女子に気づいて彼女に歩み寄る。

「……緋ひ香か里り」

　生徒在籍表から消えていたのは知っていた。しかしこうして死体を見るまでは信じられなかった。真っ白になった頰ほおに手を添えてみたが、粘土のような生命力のない感触が伝わった。日常で生命力に溢あふれていた彼女はただの肉にく塊かいになってしまった。

「最後に緋香里ちゃんは言ってた。私のことを友達だって」

　床に座り込んだ伊央が呟つぶやいた。萩原は少しだけ安あん堵どした。死ぬ間ま際ぎわに伊央がそばにいたのだ。一人で苦しんで死んだのではない。そして死の間際に心を通じ合わせたのかもしれない。

「そして、私の穴を埋めてくれるのは萩原君だけとも言ってくれた」

　伊央はゆったりと立ち上がると、萩原に近づき指を突きつけた。

「でも、それは間違っていた。私の穴は誰だれにも塞ふさげない。もともと塞げる穴じゃなかった。穴は空けられたんじゃなく、強引にねじ込まれたものだから」

　伊央はぐったりと椅い子すに座り込んだ。

「……ねえ、萩原君はこんな私にまだ銃を撃てって言うの？」

「それでも撃ってほしい」

「ひどい」

「誰かが撃たないと解決しない。目を逸そらしていても終わらないと、俺はそう思った。ずっと逃げ回っていたから、緋香里だって金こん剛ごうさんだって失った。だから俺はやるべきことをやらなきゃいけない。これ以上大切な人間を失うわけにはいかない」

「これ以上撃ったら、私だって失われる」

「でも、月島は撃てる銃を持っている」

　沈黙が流れた。

　萩原は窓の外に視線を向ける。すでに空は明けていた。コロシアムの朝が始まる……。

　ふと金属を擦こするような音が聞こえた。振り向くと伊い央おが銃をクリーニングしていた。銃弾に息を吹きかけ布で擦っている。慣れた手つきでシリンダーをスイングアウトすると、弾倉の一つ一つを拭ぬぐい、弾丸を込めていく。

「あなたは私の心を砕く最後の一発を撃うった。壊こわれそうで壊れなかった私の心は今、完全に砕け散ったの」

　弾を込め終わった伊央が立ち上がり、緋ひ香か里りの横に膝ひざをつく。

「いいよ、撃ってあげる。殺さつ戮りくのマシーンになる。緋香里ちゃんの敵かたきを討つべきだし、この熱に身を委ゆだねれば何も考えずにすむ。弾丸を撃ち続けていればきっと楽になれるから」

　人形のような表情の伊央を見て、これでいいのだろうかと思った。自分は間違っていないか。今やるべきことは学校のことを憂うれうのではなく、目の前の彼女を抱きしめてやることなのではないか？

　それでも緋香里の死体を前に思う。この学校は病理に蝕むしばまれ確実な死へと向かっている。それを受け入れてはならない。一人一人が死を受け入れれば、それはがん細胞のように増ぞう殖しよくする。

　窓の外から銃声が聞こえた。夜明けを待って今日も銃撃が始まったのだ。伊央はそんな銃声を平然と浴びている。

「行きましょう。私は誰だれに向かって撃てばいいの？」







「現在、校舎でアクティブなプレイヤーは四人」

　萩はぎ原わらは廊ろう下かを歩きながら伊央に説明する。どこにプレイヤーが潜ひそんでいるからわからないのでレーダーを見ながら廊下を進む。

「一年一組の汐しお見み麻ま衣い、一年五組の雪ゆき村むら琴こと音ね、二年十組の福ふく田だ愛あい佳か」

「そして七組の私」

　伊央が吐き捨てるように言った。

「俺は校舎の争いは収束していくと予想していたが、違った」

　蛇の箱という話を萩原は思い出した。箱の中に大量の蛇を入れ土に埋めておくのだ。しばらくして箱を掘り出し開けてみると、中には太った蛇が一匹だけ……。

　校舎という密閉された箱の中に押し込められたプレイヤーたちは、共食いを始め、強いものがさらに狂暴になって生き残っていった。

「ずっと紛争が続いている理由は弾丸だ。どこからか弾丸が供給されている。それは椎しい名な流る華かだ。銃を持たず撃たないショッピングモールエリアが弾丸を流している」

　伊央がわずかに反応した。彼女も弾丸を受け取ったのかもしれない。だが、彼女の心はすでに閉ざされ、自分の説明をすることはなかった。

「ショッピングモールエリアに弾丸が集まる理由は、銃を持っておらず消費がないこと。そして人数がいること。現在校舎に残っているのはさっき言った四クラスで、それ以外はおそらくショッピングモールに避難した」

　一年七組は校舎に残っている。しかし今の萩はぎ原わらが会っても仕方がない。伊い央おも彼らのもとに案内する気はないようだ。

「一年が三クラス残っているのは偶然じゃないかも。まだ一年は学校に来て半年だ。クラス以外の繫つながりが薄うすいから、セレクションを選ばずにクラスでまとまった」

「あなたはここでも画面越しなのね。私を心配するよりも、情報を集めていた？」

「心配してた、って言えばいいのか？」

「いいえ。そんな気づかいしなくても撃うつから大丈夫。あなたの銃になってあげる」

「所持弾丸は？」

「二発」

　二発。それで足りるだろうか。

「たぶん、流る華かは弾丸供給にあたって条件を付けている。たとえば常にプレッシャーを与えるために決まった弾数を撃ち込むこと。雪ゆき村むら琴こと音ねには部室を襲おそわせているけど、二百発の弾丸を撃て、との条件があるはず」

　金こん剛ごうが撃たれてから、萩原は雑ぞう木き林ばやしなどに隠かくれながら情報を集めていた。寄宿舎への発砲数もカウントしたがそれくらいだった。部室棟は日に二百発の恐怖に晒さらされている。現在も銃声が続いており、部室棟は無秩序な弾丸を受けている。

「寄宿舎への攻撃は汐しお見み麻ま衣い。雪村琴音と同じような条件を付けていると思う。福ふく田だ愛あい佳かにも流しているだろけど、そんなに多くはないはず。それは校舎内での交戦を助長しているんだろう。とにかく現状で危険なのは部室だ」

「部室はプレイヤーがほとんどいない。どうせもう、みんな撃たれてる」

「いや、維持している」

　萩原は伊央の意見を否定する。銃弾を撃ち込まれ続けた部室棟は崩ほう壊かい間ま際ぎわだが、それでも生徒たちの心は折れていない。運動部に所属する人間が多いことも関係あるだろう。この学校の時代遅れのしごきや上下関係が功を奏したのか、この異常な状況下でもなんとか連携を維持しているのだ。

「だから、まず部室を解放する」

「わかった。雪村琴音さんを殺せばいいのね」

「排除だ」

　雪村琴音は、冷静に振る舞っていた伊い奈な川かわとは違うベクトルの危険な存在だ。彼女を排除して、部室棟にいるチェス研と合流せねばならない。

　北きた野のから聞いたが、彼女は真っ先にクラスメイトと運命を共にする決断をし、そしてあっさりと撃った人間だ。そして銃を撃ち続け人間としての感情を失っていった。

　雪ゆき村むら琴こと音ねにとっては、それほど一年五組は大切な場所だったのだろうか。過去に自殺未遂をした彼女を受け入れてくれた優しいクラスだったのか。チェス研の会報誌の端に『迷いインコを預かっています』との記事を載せたことがある。北きた野のが琴音に頼まれたのだ。怪け我がしたインコを拾って保護していると飼い主に伝えたいということだった。金にもならない無駄な記事だと萩はぎ原わらは反対したのだが、羽は留る奈なと北きた野のが強引に載せてしまった。結局、インコの飼い主は見つからずに一年五組で飼われていた。あのインコは今どうなっているか……。

　二人は廊ろう下かを進み、中庭側から外に出た。

　伊い央おが少しだけ悲しげな顔をした。水をやっていないために花か壇だんの花は萎しおれていた。

「待って」と、伊央が校舎の壁沿いに移動する。

　惨みじめに枯れた花壇のある中庭。その北側に校舎と校舎の間に人が一人やっと通れるぐらいの隙すき間まがあった。

「日の光が差し込まない薄うす暗ぐらい路地のようで、心細くなって引き返したくなるけど、もう少しだけ頑張って進む……」

　伊央の呟つぶやきが聞こえた。足元には割れたガラス片や空き缶が散らばっている。圧迫感のある灰色の壁が空間を切り取り、真っ暗に見えた。

　壁かべ際ぎわにトランクが置かれていた。伊央がそれを開けると、中には物資と弾丸が十発ほど入っていた。伊央は弾丸だけ取り出し、残りはその場にぶちまけた。そして来た道を引き返す。

「この場所、誰だれかと来るのは初めて。──でも、もう来ない」

　伊央は振り向き銃を抜き撃うった。反響した銃声が空へと抜けてく。
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　校庭には絶え間なく銃声が鳴り響ひびいている。

　音源は部室棟と寄宿舎だ。それは戦いではなく一方的な爆ばく撃げきだった。資源の枯こ渇かつした二つのエリアは銃弾を撃ち込まれるだけなのだ。

　萩原は樹木の陰に隠かくれながら部室方向を窺うかがう。伊央はしゃがみながらすでに銃を抜いている。

　ポケットからオペラグラスを取り出し周囲を確認する。銃声は高く積まれたバリケードの向こう側からだ。バリケードは一部崩くずれており、そこから雪村琴音が侵入したのだろう。こちら側には並べられた障害物と人影が見える。それは琴音のクラスメイトの五組だ。彼女をフォローするためにクラスメイトも外に出てきている。

　さらに校庭を見る。校庭には人影はいない。弾丸を探す時間帯はすでに終わっているのだ。中央エリアを見ると、ベンチに横たわる女子と、その前に死体が一つ……。

「月つき島しま」と、萩原は伊央に呼びかけた。「どうしてもやらなきゃいけないと思った。そしてそのために力を貸してくれるのは……」

「やるって言ったでしょ。それ以上私を迷わせないで」

　伊い央おは首を振ってその言葉を遮さえぎる。

　部室棟からの銃声は散発的になってきた。

「もうすぐ二百発」

　萩はぎ原わらが言ったとき、バリケードの向こうの部室から人影が現れた。銃をぶっ放しながらバリケードに戻ってくる。雪ゆき村むら琴こと音ねだった。

　雪村琴音を見て萩原は目を見張る。全身を灰色の迷めい彩さい柄がらの服で身を包み、顔にはゴーグルをはめている。サバイバルゲームの同好会から奪った衣装なのだろうが、まるでゲームだ。琴音は人間を狩るゲームをしている。校舎での共食いに生き残った太った蛇は、箱から飛び出し別の獲え物ものを狙ねらっている。

　すでに伊央は動いていた。

　木陰から飛び出すと空に向けて発砲する。背後からの奇き襲しゆうを受けた一年五組の生徒たちは悲鳴を上げて散り散りになる。その隙すきに伊央はバリケードへと走った。萩原も伊央に続く。

　バリケード越しに琴音がこちらに気づいた。そして伊央を確認して照準をつけたが、クラスメイトが射しや線せんに入っており、ほんの一いつ瞬しゆんためらった。

　先に火を噴ふいたのは伊央の銃だった。

「あっ！」

　雪村琴音がのけぞるようにして転倒した。

「月島！」

　体が痛むのか走る伊央がバランスを崩くずしたので、萩原は手を差し伸べる。手を差し出しながら、躊ちゆう躇ちよなく人に向けて発砲した伊央に驚おどろいていた。画面の向こうで銃を撃うてずに涙を流した伊央ではなかった。

「触らないで」

　伊央はどうにか体勢を立て直すとそのままバリケードへと走った。倒れていた琴音はすでに立ち上がっており、足を引きずりながら部室へと走った。弾丸は彼女の右足に当たったようだ。

「てめえ！」

　奇襲に気づいた五組の生徒たちが怒ど号ごうを上げる。一人の男子が投げた石は、萩原が作った即席の盾たてでどうにか防いだが、さらに彼らは金属バットなど襲おそい掛かってくる。

　その時、バリケードの一部が倒され、部室を防衛していた生徒たちが走り出てきた。

「チェス研だ！」

　萩原は伊央をかばうようにして叫ぶ。

「残党は俺たちがやる！」

　萩原に叫んだのは、左肩にぐるぐると包帯を巻いている薙なぎ野の真しん之の介すけだった。彼は数人と硬球などを五組の生徒に投げつけ攻撃している。日毎二百発の銃弾を受けつつも反撃の機会を窺うかがっていたのだ。

「行け！」

　薙なぎ野のがブロックを投げつけながら顎あごをしゃくる。

「咲さ季きさんは？」

「部室だ！」

　足を引きずる琴こと音ねは体育館の脇わきを走っていく。部室棟の脇にもバリケードが築かれ防衛の人員がいる。それを見た琴音は一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよし、部室棟の中へと走り込んでいった。

「チェス研だ！　こっちに敵意はない！」

　萩はぎ原わらは伊い央おを守りながら琴音を追う。琴音は建物に入る寸前に、照準も合わせずにこちらに二発撃うった。

「危ない！」

　萩原は無防備に走っていた伊央をかばう。

「私にかまわないで！」

「建物の中は俺が先に行く」

　萩原は伊央を押しのけて琴音を追う。

「私が先に行く。銃を持ってるのは私なんだから」

「俺は銃弾程度だったら弾き返せるから」

　萩原は即席の盾たてを捨てて、ノートパソコンを取り出した。

「そんなので弾丸を防げるわけないでしょ」

「これは二回も俺を守ってくれたんだ」

　ロードローラーに轢ひかれても壊こわれないというパソコンは、萩原にとってラッキーアイテムとなっていた。ただし、本当に弾丸を弾き返せるのかはわからない。

　二人は部室棟の中に入る。出入り口は広いロビーに繫つながっているがそこに人影はない。床には血の滴しずくが垂れており、それが続いている。さらに空から薬やつ莢きようが散らばっていた。

　琴音を建物内に追い込んだのはリスクのある行為だった。どう迎撃態勢を取ろうとも、建物内は銃が有利だ。問題は彼女の残弾数だ。二百発ほど撃った彼女だが、全部を撃ちきるとは思えない。あと何発残っているか。

「階段だ」

　頭上から銃声が聞こえる。琴音は足を撃たれながらも部室棟内部の攻撃を敢行している。異常なまでに攻撃的な思考だった。このまま無秩序な殺さつ戮りくが行われたら、建物内にいるだろう咲季にも被害が及んでしまう。

「わっ」

　階段の窓ガラスが割れて萩原はつんのめるようにして転んだ。それを見た伊央は、階段を駆け上がり発砲する。銃声が途切れ、琴音が走り去る足音が聞こえた。

　伊い央おは素早くシリンダーをスイングアウトした。空から薬やつ莢きようを捨てるとポケットから銃弾を取り出す。しかし右手から銃がぽろりと落ちた。右肩のブラウスに血が滲にじんでいる。

　萩はぎ原わらは銃を拾い上げると、伊央の代わりに弾丸を装そう塡てんした。残りの弾丸は六発だった。

「一発だけ、残しておいて」

　伊央が言ったので、萩原はシリンダーに五発の弾丸を入れ、一発を伊央に返す。

「昨日までは二発は残そうと思ってたけど、もう一発でいい」

　伊央は自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべると、ブラウスの胸ポケットに弾丸を入れた。

「歩けるか？」

　伊央は萩原の質問を無視して階段を上る。再び銃声が響ひびいたが、すでに廊ろう下かの先だった。琴こと音ねは無秩序に弾丸をばらまいて走り回っている。

　萩原は廊下の血けつ痕こんを追いながら思う。流る華かから流されたのは弾丸と物資だけだったのか。弾丸と共に情報を流すとしたら、それは黒くろ川かわ咲さ季きの情報ではないだろうか。このエリアで実質的に中心となっているのは咲季であるはずだ。表向きは違うとしても裏では生徒たちを制御している。攻撃にさらされ続けても防衛体制を維持していたのは、咲季の存在があってこそだろう。

　だからこそ、逆に言えば咲季を消せばこの部室棟の連携は崩ほう壊かいする。血痕がチェス研の部室に向かっているのが不安になる……。

　廊下を走ろうとした萩原だが、背後の伊央の動きはじれったいほどに鈍い。顔には出さないが全身が痛んでいる。

　萩原が伊央に手を貸すとしたとき、廊下の先で銃声が聞こえた。それは今までのものとは違う、明確に誰だれかを狙ねらったという発砲音だった。

「月つき島しま」

　萩原が肩を貸そうとすると、彼女はそれを振り払った。

「わかってる、急ぐから」

　伊央は壁に手を突き体を支えながら廊下を進む。そんな中でまたも銃声が響き、萩原は思わず走った。この廊下の先にはチェス研があるのだ。

　廊下の先で、ガタンと扉が開き琴音が出てきた。彼女はちらりとこちらに視線を投げ、そのまま廊下を走り去っていく。

「……くそっ」

　それはチェス研の扉だった。やはり咲季の情報は琴音に流出していたのだ。

「咲季さん！」

　中に飛び込むと絶望的な光景が広がっていた。血に染まった部室だった。弾丸を受けたチェス盤ばんが砕かれている。目の前には血まみれになったクイーンの駒こまが転がっており、その向こうのソファの上には女性の死体が……。

　ソファの上で血を流して死んでいたのは銃持ちのプレイヤーだった。

　胸と腹に一発ずつ、そして顔面にも一発。美しい女性だった記憶があるが、弾丸に破壊されその面影は残っていない。

「黒くろ宮みや彩あや夏か」

　咲さ季きのクラスのプレイヤーだ。彼女は咲季と共に行動していたのだ。黒宮彩夏の銃が床に転がっており、シリンダーが開いていた。琴こと音ねが弾丸を奪ったのだろう。追いかけられていることを知りながらそうしたのは、やはり持ち弾が少なくなっていることに他ならない。

　萩はぎ原わらは黒宮の死体から目を逸そらして周囲を窺うかがう。黒宮の他には誰だれもいない。咲季は逃げたようだと、死体の前で安あん堵どしてしまう。部室の棚を見ると、そこにはチェスクロックやナイトの駒こまのモニュメントなどが並ぶ中、『四し間けん飛び車しやを指しこなす』という書籍が無造作に置かれていた。その本をめくるとメモが挟はさんであった。

　メモを手に取ったとき、気配を感じて振り返る。扉の外に伊い央おが立っていた。

「死んでる」

　萩原は首を振った。

「銃声が交こう錯さくしてたからプレイヤー同士だと思った。でも、そっちは実践が足りなかったようね」

　伊央は黒宮の死体を一いち瞥べつしてから廊ろう下かを進む。萩原も部室から出て琴音を追った。

「伏せて！」

　伊央の叫びに、萩原は廊下を転がるようにして伏せた。同時に耳をつんざくような銃声が響ひびく。萩原の体に砕けた蛍光灯の粉が降った。見ると廊下の突き当たりの陰で琴音が発砲していた。琴音はもう三発発砲して廊下を走っていく。

「月つき島しま」

「まだ伏せてて！」

　立ち上がろうとした萩原を制して伊央は照準をつけている。さらに五秒ほど待って伊央は立ち上がったが、よろけて壁に背中をぶつけた。呼吸が乱れ両腕が痙けい攣れんしていた。

「南東だ」

　琴音は部室棟を抜けて南東側に出ようとしている。防衛線の裏に出てからバリケードを越える気だ。部室棟のバリケードは、防衛のために内側からは登りやすいようになっている。バリケードを登り校庭に脱出するつもりなのだ。

　廊下を走り、曲がり角へと到達する。顔だけ出して確認すると、その突き当たりの窓を琴音が開けていた。と、同時に萩原は伊央に突き飛ばされる。

　走り込んできた伊央が琴音に向かって発砲した。ガラス窓が割れるのと琴音が飛び降りるタイミングはほぼ同時だった。やはり南東から逃げる気だ。そして彼女は逃走のための弾丸を補充しようとしている。校庭には確実に弾丸が落ちている場所が存在する──。

　萩原は廊下を走り、割れたガラス窓の下を覗のぞく。窓から三階下に飛び降りた琴音の姿が見えた。足を撃うたれているのでバランスを崩くずして倒れているが、すぐに立ち上がり、周囲にいた生徒たちに発砲している。奇き襲しゆうを受けた形になった部室棟の生徒たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　琴こと音ねがシリンダーをスイングアウトし弾丸を装そう塡てんしている。遠目だったが、おそらくすべての弾倉に入れていない。たぶん──四発。残りはそれしかない。

「飛び降りて追う」

　足を引きずりながら追いついた伊い央おに振り返る。

「……三階よ」

「俺が先に飛び降りて受け止める。チアリーディングの感じで」

「はあ？」

「そこの庇ひさしに下りるんだ。少しでも飛び降りる距離をかせぐ」

　萩はぎ原わらが手を貸そうとすると、伊央は抗あらがう仕草を見せた。

「そんな場合じゃないだろ。何むくれてんだ」

「むくれてない！」

　萩原は無視して、窓を越えて向こう側の庇に降り立つ。

「こい、こっちに」

　萩原は伊央の両りよう脇わきに手を入れ、ゆっくりと体を持ち上げる。伊央は窓枠に足をかけ、萩原に抱かれるようにして庇の上に立った。

「…………」

　画面越しに見ていただけの彼女は思った以上に華きや奢しやだった。こんな軽い体でずっと戦い続けていたというのか。

「俺から飛び降りるから」

　少しだけためらってから、萩原は伊央から離れる。そして庇にしゃがんでから階下の芝生に飛び降りた。予想以上の衝しよう撃げきで腹が痛み膝ひざをつく。

　バリケードを上っていた琴音だったが、萩原に気づいて銃口を向ける。が、銃声は部室棟からだった。庇の上から伊央が発砲している。弾丸はバリケードのステンレスの棚に当たって火花が散った。

　琴音は一発威い嚇かく射撃をしてから銃をホルスターにしまうと、ひらりとバリケードを越えて校庭に着地した。

「早く！」

　萩原は伊央に向かって両手を広げてみせた。手負いの琴音を逃がしてはならない。

　ためらっていた伊央だが、こちら側に背を向け、そのまま背後に倒れるようにして伊央は三階から落下した。

　両手を広げて待っていた萩原は、腰から落ちる彼女を受け止める。衝しよう撃げきを逃がすためにそのまま芝生の上に転がった。

「……ってて」

「だ、大丈夫？」

　伊い央おが心配げに覗のぞき込んでいる。視線が合い、はっとしたように伊央は目を逸そらす。

「追いかけるぞ」

　立ち上がると萩はぎ原わらはバリケードに向かって走った。バリケード越しに校庭を走る琴こと音ねの姿が見える。

「待って、危ないから！」

　萩原の背後を伊央が必死で追っている。

「バリケード越しに威い嚇かく射撃だけすればいい。無理するな！」

　萩原は伊央に叫んでバリケードを乗り越えた。そのまま校庭に降り立ち琴音を追う。琴音が向かっているのはあの場所だった。金こん剛ごう真ま澄すみの墓がある校庭中央。ベンチの上に横たわる桜さくら木ぎ環かん奈なが邪じや魔まで誰だれもが近づけなかったその場所にはまだ弾丸が落ちているし、ベンチの上の銃にも残弾がある。

「待て！」

　萩原の制止を無視して琴音は中央エリアを目指して走る。トイレを迂う回かいし回り込むと、ベンチ前に倒れる女子生徒の死体を確認してから銃口をベンチへと向ける。ベンチに横たわる彼女はピクリとも動かない。

　琴音が二発続けて発砲した。二発の弾丸はベンチの彼女の体を捉とらえる。反応はなく、弾丸を撃うたれる前から彼女は死体だった。それを確認して琴音は振り向いた。

「待て、撃つな」

　萩原は両手を上げて立ち止まった。琴音との距離は二十メートルほどだ。萩原の背後では、伊央が痛みをこらえながら必死でバリケードを乗り越えている。しかしまだ遠い。

　琴音は萩原に照準を合わせたまま歩き、ベンチの上の銃に手を伸ばす。

「お墓とお花が、もっと必要ね」

　琴音は墓に供えられた、黄色いヘチマの花をちらりと見た。

「話し合うつもりはないか？」

　萩原は両手を上げたまま琴音と向かい合う。

「いいえ」

　琴音は弾丸を拾いシリンダーをスイングアウトした。

「対話じゃなくて銃弾を選んだということか。……残念だ」

「私は初めからそうよ」

　琴音が萩原に銃を向け、銃声が校庭に響ひびいた。

「え？」

　声は琴こと音ねだった。彼女は腹を押さえて膝ひざから崩くずれる。

　ベンチの後ろで誰だれかが立ち上がった。ヘチマの蔓つるを体に巻き付けたそれは桜さくら木ぎ環かん奈なだった。環奈の銃口から煙が立ち昇っていた。

　琴音はベンチの女性の髪を引っ張ったが、銀髪は抵抗なく抜けて風に舞った。

「……伊い奈な川かわ」

　琴音はベンチの伊奈川の死体に折り重なるように倒れた。

　桜木環奈は銃を構えたまま迷めい彩さいのヘチマを外す。長かった彼女の銀髪はショートになっている。さらに環奈の背後で立ち上がった女子がいた。

「あ……」

　鳴なる美みは啞あ然ぜんとした表情でこちらに歩いてくる。鳴美は萩はぎ原わらを通り抜け、ぶつかるように抱きしめたのは背後に立っていた伊い央おだった。

「伊央、お帰り」

　うつむいていた伊央は、鳴美に体を預けて微かすかに笑った。

「うん、ただいま」
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「怪け我がは？　平気か？」

「平気、じゃない」

　環奈はぐったりと座り込んでいる。胸を撃うたれた環奈だが、鳴美の電子マネーのおかげでワームの治療を受けることができた。しかし、治療が遅かったために未いまだ危険な状態だった。

「あなたは何を狙ねらっているの？　セレクション？　それとも一年七組？」

　腹を押さえながら雪ゆき村むら琴音が呻うめく。

「どっちでもない。俺が求めているのは対話だ」

「私のお腹なかに鉄てつ塊かいをぶち込んで、話し合い？」

「両手を上げて話し合いを求める、なんていう幻想は捨てている。でも弾丸だけを飛ばすなら絶対に何も解決しないとも思ってる」

　萩原は伊奈川の死体をベンチの横に寝かせた。金こん剛ごうの墓の前から離れなかった環奈だが、さすがにベンチに無防備な体を晒さらすのはまずいと考え、代わりに伊奈川の死体を置いたのだった。環奈はトイレの中で寝かせていた。

　さらにベンチ前の死体も、校庭で回収した死体だった。鳴美がベンチ付近に来たとき、環奈は空に向けて発砲した。ベンチの裏にいた萩はぎ原わらの声に従い、鳴なる美みは撃うたれた振りをしたのだ。校庭が暗いうちに死体と入れ替え、その後、鳴美の持つ電子マネーで環かん奈なを治療した。

　環奈を鳴美に任せると、萩原は夜が明ける前に校庭から校舎へと走り、伊い央おとの合流に成功した。伊い奈な川かわの死体を環奈に装わせたのは付近に誰だれも近づかせないための安全策だったが、結果的に雪ゆき村むら琴こと音ねへのトラップとなった。

「話し合いなんて起こりはしない」

　琴音の口からヒューヒューと血が混じった息が漏れる。

「やってみなければわからない」

「もう遅い。この私の姿は、未来のあなたよ」

　琴音の体が痙けい攣れんを始めた。

「治療を望むか？」

「このまま死なせて。クラスメイトに醜みにくい私を見せたくないから埋めてほしい」

「わかった」

　スマホの時計を見て萩原は顔をしかめる。時刻が迫っていた。これ以上、ここで休んでいる暇はなかった。雪村琴音を撃って終わりではないのだ。部室棟側での銃撃戦は終わったが、寄宿舎側では依然、銃声が続いている。あちら側の銃撃戦が終わらないうちに行かねばならない。

「環奈、動けるか？」

「わからない」

　出血からか元より白い環奈の肌は、さらに真っ白くなっていた。彼女を無理やり動かせば死ぬだろう。しかし、これ以上伊央を利用するのは……。

　萩原は寄り添う鳴美と伊央に視線を向けた。これは伊央にとってやり直すチャンスなのではないかと思った。鳴美を介して七組に伊央を戻してやることもできる。伊央の銃は萩原だけのものではないのだ。萩原の行動が失敗に終わったとき、七組に選択肢を残してやる必要があった。

　だが、そうすれば萩原の行動は大きく制限されてしまう。と、棒立ちする萩原は電話のベルの音を聞いた。

　萩原は電話機に駆け寄ると、砕けて回線を剝むき出しにした受話器を手に取った。

「はい」

『私よ』

「咲さ季きさん」

　悔しいが咲季の声を聞くと、こんな状況でも安あん堵どしてしまう。

「無事だったんですか？　今、どこに？」

『雪村琴音の一年五組の残党は撃退した。北きた野のも一緒に避難したから安心して』

「今さっき、雪村琴音を排除しました。合流しましょう」

『その前に聞いておきたい。今君はどんな意思のもとで行動してる？　私たちと合流するということはセレクションでのゴールを目指している？』

「対話です」

　萩はぎ原わらは迷わずに答えた。

「俺はずっとそのために行動しています。雪ゆき村むら琴こと音ねを排除したもの、アクティブなプレイヤーがいなくなれば対話の隙すきが生まれると思ったからです。コロシアムが今後どうなるにしても、俺たちはちゃんと話し合わなきゃいけない」

『そっか、君はすごいね』

　咲さ季きの声は優しげに聞こえた。

『だとしたら、その対話のセッティングを手伝ってもいいよ』

「本当ですか。じゃあ……」

『うん、約束する。でもそれにはキーが足りない。対話を導くための道具が必要で、それを取り返す必要がある』

「……羽は留る奈なですか」

　セレクションを目指す渚なぎさグループを対話のテーブルに引き込む必要がある。そのためにはレアナンバーとなった羽留奈が必要だ。しかしレアナンバーゆえに厳重に守られているはずだ。

「羽留奈奪還は難しいです」

　正面から突入して奪えるものではない。弾丸が少ないとはいえ、あちらには十丁近くの拳けん銃じゆうがある。

『内通者がいる』

「え？」

『寄宿舎にはセレクション以外の人間も多数いる。しかしセレクションから漏れた人間には未来がない。そんな人間を引き込んだ』

　ごくりと唾つばを飲み込んだ。部室棟で攻撃にさらされながらも咲季はそんなことをしていたというのか。

『現在、寄宿舎は汐しお見み麻ま衣いからの攻撃を受けている。いつもと同じなら、戦せん闘とうはあと三十分ほど続く。その隙に内通者と協力して君が羽留奈を奪還する』

　内通者がいるならば羽留奈の奪還の成功率は上がる。

『内通者によって裏口が開けられている。まず君は人質たちがいる場所へ突っ込む。そしてまず彼らを解放するんだ。セレクションが完成し殺される前にショッピングモールエリアに避難しろ、と』

　汐見麻衣と渚たちが交戦しているポイントを迂う回かいすればショッピングモールに逃げ込むのは容易たやすい。しかし本当にそんなことができるのか。

『部室に置いたメモは？』

「回収しました」

　将棋の本に挟はさんであったメモのことだ。

『あれに羽は留る奈なの居場所と行動パターンが書いてある。モールス信号アプリを使って直接羽留奈から得た情報だから間違いない』

　校庭中央に取り残されていたとき、寄宿舎と部室でチカチカと点滅する光を見たが、それはモールス信号だったのだ。伝えたい言葉を入れると、スマホがモールス信号のパターンで明滅するというアプリなのだ。明滅する光を受け取り翻ほん訳やくする機能もある。

『人質たちは自分たちに未来がないことを知っている。だから背中を押されるのを待っている。銃で脅おどせば雪崩なだれを打つように逃げるはず』

「銃って……」

　桜さくら木ぎ環かん奈なは重傷な上に金こん剛ごうの墓から離れようとしない。

『月つき島しま伊い央おがいるでしょ』

「でも、月島は」

『やるのよ。対話をするべきとかいう正義を振りかざすのだったら、それくらいするべき。大きな正義における尊い犠ぎ牲せいよ』

　振り返ると、月島伊央が突っ立っていた。

「羽留奈を奪還したらどこに」

『部室棟に。そこで全校生徒での対話の準備を整える』

「全校生徒での対話ですか」

　本当にできるのだろうか。対話はタイミングと場所と人間が必要だ。全校生徒にメッセージを送ることのできる人間はいるのか、そして金こん剛ごうが死にロゴスが使えなくなった今、どこからメッセージを発信するのか。中央で孤立していたとき、金剛もロゴスもあったが、あのタイミングで何を言っても生徒には言葉は届かなかっただろう。

『鳴なる美みはそこにいるね。鳴美は私たちで保護する。一年五組の残党は撃退したから、その隙すきにバリケードを越えて部室棟の中に』

「わかりました」

　咲さ季きの言動に少しだけ違和感を覚えたが、それでも鳴美の安全は確保できると安あん堵どした。

「咲季さん、ありがとう」

『対話のテーブルを設定するという約束は守る。だから君は全力で行動して。……じゃあ幸運を』

　通話が切れた。萩原は受話器を置いて、鳴美と伊央に向き直った。

「鳴美、お前は部室棟の中に避難しろ。咲季さんたちが保護してくれる」

「萩原はどうするの？」

「俺は渚なぎさグループと流る華かのグループと対話する」

「話し合いなんて、まだそんなこと言ってるの？」

「俺たちはそうする必要がある。弾丸じゃなく、もう一回言葉を交わす」

「撃うたれたらどうするのよ」

「いつかは撃たれる。俺はなんとなく大丈夫だと思ってた。でも金こん剛ごうさんは撃たれた。あんなに可愛かわいらしくてエネルギーに溢あふれていた人だって死ぬ。だったら、死ぬ前に俺はやるべきことをやる」

「それは私もそう思った。でも……でも、そんなの無理よ。どんなに頑張ったところでこの学校は変わらない。もうこの学校から憎しみも争いも消えることはないの」

「でも、俺たち千人は仲間であって友達だった」

　鳴なる美みは悲しげな表情を浮かべたまま沈黙した。

「羽は留る奈なを奪還する。レアナンバーを手に入れれば対話の主導権を握にぎれる」

「でも、どうやって」

「私がついていく」

　困惑する鳴美をよそに、伊い央おは弾丸を拾い集めていた。

「最後まで萩はぎ原わら君の銃として行動してあげる」

「そんなの間違ってる！　伊央にそんな危険なことを押しつける権利なんてない」

「いいよ、鳴美ちゃん。萩原君の意見はこのコロシアムで無む邪じや気きすぎるし、寄りかかった私を残酷に押しのけたものだけど……それでも少しは夢がある」

　伊央は拾い集めた弾丸を込めてシリンダーをはめた。

「じゃあ行ってくるからな」

　萩原はベンチの環かん奈なに声をかけてから伊央に手招きする。

「林伝いに寄宿舎に行こう。裏口が開いているはずだ。鳴美は先に行け」

「必ず戻ってきてね」

　そう言い残して鳴美は部室棟へと走っていく。

「絶対に、失敗する」

　雪ゆき村むら琴こと音ねが腹を押さえながら呻うめく。それが彼女の最さい期ごの言葉となった。
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　銃声が続いている。

　沖おき羽は留る奈なは格子のはまった窓に手を添え、重い息を吐いた。いつまでこの争いが続くのか。自分はコロシアムというパズルのピースとして、このまま人が死んでいくのを傍ぼう観かんし続けなければいけないのか……。

　羽留奈は目を閉じて銃声がやむのを待った。校舎側からの、汐しお見み麻ま衣いの銃撃は毎日二時間近く続く。反撃する銃持ちプレイヤーも負傷し、盾たて役からも死傷者が続出していた。このままずっと銃弾にさらされれば、いつかは寄宿舎は崩ほう壊かいする。

　だからといって、校舎側のプレイヤーを排除することに成功すれば、セレクションのコンプリートへ向けて突き進まなければならない。選ばれし三十人以外を殺すという、一方的な殺さつ戮りくが始まる。だとしたらどうすればいいのか。これまでずっと綺き麗れいに整せい頓とんできる情報を処理してきたが、これはいくら考えても解答は出ず、それどころか歪いびつに尖とがった情報が頭を傷つけていく。

「萩はぎ原わら君……」

　羽留奈の口から自分でも意外な名前が出た。学校生活において頼るのはいつでも咲さ季きだった。しかし、学校がコロシアムに代わってから少しずつ変化し始めたのかもしれない。

　思い返せばずっと彼には乱暴に扱われていた。咲季の気まぐれでやった麻雀マージヤンに負けたために、罰ゲームとして勝者の萩原が羽留奈に対して敬語禁止となった。断るかと思ったら、彼は本当にタメ口を貫き羽留奈を同級生のように扱った。さらには面倒な仕事を押しつけられたり、乱暴に髪を引っ張られたりと羽留奈は侵害されていったのだ。

　最初は腹が立ったが、そのうちにそれに慣れてしまった。対等な言葉をやり取りすることで、心理的にも対等になってしまったのだ。言葉遣づかいという形式は、思った以上に人間関係において重要なのかもしれない。萩原が羽留奈を同級生、いや後輩のように扱うことは、今では嫌いやではなくなっていた。

　彼はどうしているだろう。ここはコロシアムの中では安全な場所だが、その分胸が苦しくなる。これ以上ここにいては自分を失ってしまう。こうして自分が目を閉じている間に、ここから連れだしてくれないだろうか……。

　その時、ガチャリと扉のノブが回り、羽留奈ははっと身構える。銃撃戦はまだ終わっていない。交戦が終わるまで羽留奈はここに閉じ込められるはずだった。

「羽留奈さん」

　扉が開き、顔を出したのは片かた桐ぎり美み鳥どりだった。美鳥の背後には他の生徒たちの姿がある。なんだか様子がおかしい。

「あなたを助けに来たのよ」

　片桐美鳥は、羽留奈の前に膝ひざをつき言った。

「助けに、って？」

「私たちはあなたを救い出す機会を窺うかがってたのよ」

「でも、そんな……」

「私はこの争いを望まない。だって銃を撃うちあって解決するものではないでしょ。だから私たちは行動を起こしたの。もっと平和的に解決しようって。渚なぎさたちには勝手に戦わせておけばいい。そして戦いでは何も生まれないと理解させればいいの」

「渚さんを裏切るの？」

「当然じゃない、あなただって物扱いされて憎んでいるはずよ」

　現在も渚は必死に戦っているはずだ。セレクションコンプリートの打算とはいえ、渚はずっと銃弾に体を晒さらして羽は留る奈なを守り続けてきた。

「羽留奈さんは争いたくないって言ってたでしょ。だったらこんな場所から逃げるしかない。ここは銃を撃ちあうだけの無意味で残ざん虐ぎやくな場所よ」

　──終わらせるの。

　渚の言葉を思い出す。どんなに綺き麗れいな言葉を飾っても誰だれもが死にたくない。他人を蹴け落おとしても生き残りたいと思うのだったら銃を撃つしかない。私はそんな残酷な現実から目を逸そらさない……。

「私たちは黒くろ川かわ咲さ季きさんと連携を取っている。これは彼女の指示なの」

　美み鳥どりの言葉に羽留奈は思考を中断させた。

「咲季さんが？」

「ええ、渚たちが醜みにくく争っているうちに、逃げましょう」

　美鳥がにこりと笑い、羽留奈の手を取った。
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　ノブは抵抗なく回った。

　萩はぎ原わらは伊い央おにうなずいてみせる。咲季の言う内通者がいる、というのは本当だった。咲季はあの状況において寄宿舎内部の人間と連携を取ることに成功したのだ。

　そっと扉を開けて中に入る。人の気配はない。寄宿舎の反対側ではまだ銃声が続いており、そちらに人が集まっているのだろう。汐しお見み麻ま衣いがいたぶるように寄宿舎に向けて弾丸を発射しているのだ。その銃声が途切れる前に羽留奈を救出したい。

「開けておこう」

　萩原は扉にブロックを挟はさんでおく。羽留奈を救出したのちの逃走経路は、ここに戻って外へと出る。さらに林づたいに環かん奈なのもとへ走り、彼女を回収してから部室棟となる。

　萩原は羽留奈の居場所が記載されたメモを手に廊ろう下かを進む。曲がり角で伊央が銃を構えるが人はいない。誰だれかとバッティングしたらどうすればいいか。外で銃声があるとはいえ、建物内で発砲すればさすがに気づかれる。しかし、騒さわがれるよりは……。

　いつの間にか人に向けて銃を撃うつ思考が当然のようになっている。殺意に汚染された自分は、本当に対話を求めているのだろうか。羽は留る奈なを奪った自分は、そのまま彼女を利用して、コロシアムのゴールを目指すということにならないか。

　目の前では伊い央おが冷たい表情で銃を構えている。伊央が羽留奈と会った瞬しゆん間かんに発砲する可能性はないか？　セレクションを崩ほう壊かいさせ、そのままラストナンバーの戦いへ……。

　萩はぎ原わらは激しく頭を振る。くだらないことを考えている暇はない。今はとにかく羽留奈を救出することだ。

　寄宿舎の狭い非常階段を上り移動する。人はいない。やはり内通者が設定してくれたのだろうか。だとしたら羽留奈救出の可能性は現実的になる。

　非常階段を上がりながら振り向くと、伊央が呼吸を乱していた。壁に肩をつけながら必死で階段を上っている。足が痙けい攣れんしていた。

「月つき島しま」

　手を差し出したが、伊央は首を振って階段を上る。

　萩原はスマホの時計を見た。内通者の行動も計算してか、咲さ季きは羽留奈救出の時刻も設定している。羽留奈が閉じ込められた場所に到達するのは正午が望ましい。だが、あと五分ぐらいしかない。

　萩原はじれったい速度で階段を上る。先に目当ての階に上がり、扉に耳を当ててみる。物音はしない。そっと扉を開けると無人のフロアが広がっていた。

「静かすぎる」

　萩原に追いついた伊央が呟つぶやく。

「内通者がいるのは本当らしい。無駄な争いをしなくて済みそうだ」

「それにしたって静か。内通者がいるならそろそろ接触があるはず」

「疑ったらきりがない。行こう」

　萩原と伊央は羽留奈が監禁されている部屋へと一直線に向かった。この階の中央付近にある小部屋にいるはずだ。五十嵐いがらし渚なぎさは羽留奈を物のように扱い押し込め続けたのだ。彼女を雑に扱うのは麻雀マージヤンに勝った萩原だけの権利だった。羽留奈がいる場所は、チェス研の部室であり萩原のそばであるべきだ。蠟ろう燭そくがケーキの上にあるように、ジェシカ・アルバがスクリーンの中にいるように、彼女も自然な場所に……。

　到達した小部屋のドアノブに手をかけたとき、伊央が萩原の制服の裾すそをつかんで、言った。

「待って、あなたはレアナンバーを助けたいの？　それとも羽留奈さんを助けたいの？」

「……レアナンバーとしてだ。私情は捨てて動いてる」

　一いつ瞬しゆんためらってからドアノブを回す。

「羽留奈」

　扉を開けて啞あ然ぜんとする。小部屋は無人だった。

「ガセだった？」

　伊い央おが部屋の中に銃口を向けている。小部屋には隠かくれる場所もない。

「……いや、羽は留る奈なはいた」

　萩はぎ原わらは小部屋に入り、床に落ちていたクリップを拾った。猫の絵が描かれたクリップはひしゃげている。ぽたりと床に汗が落ちた。これはどういうことだ？　何な故ぜ、ここにいるはずの羽留奈がいないのか。

「内通者がすでに安全な場所に移したとか」

「それはない」

　萩原は首を振る。たとえ内通者が羽留奈と接触できたとしてもそれまでだ。寄宿舎から脱出するには伊央の持つ銃が必要だ。いや、そもそも咲さ季きと通じていた人間は、そこまでの行動を起こすことになっていたのか。

　ここまでの見張りもいないというこの状況は一人では無理だ。少なくとも十数人の内通者が必要となる。しかし、いくら咲季とはいえそのようなことが可能か。十数人のスパイが、情報漏ろう洩えいをせずに規律正しく行動をとることは、利害関係がない限り不可能だ。

　──利害関係。

　咲季は内通者を作ったのではなく、クーデターを先導したのではないか？

　渚なぎさはセレクションのコンプリートを目指しつつ、戦せん闘とうでナンバーを失ったときの保険で寄宿舎に人質を置いていた。つまり、ナンバーを失っても二番手のナンバーを補充すればいいという考えだった。

　つまりナンバー２の反乱が起こったのだ。この段階においてセレクションのメンバーはほぼ確定している。どんなに功績をあげようとも、セレクションに入れない人間が起こす行動といえば──クーデターだ。

　そして、その羽留奈を奪った集団が起こす、次の行動といえば……。

「萩原君」

　伊央の声に我に返る。いつの間にか銃声がやんでいた。汐しお見み麻ま衣いとの交戦が終わったのだ。

「すまない」

　萩原はぐっと唇を嚙かんだ。頭が真っ白になり鼓こ動どうが速まる。まったく思考がまとまらないが結論はただ一つだった。

「俺は咲季に騙だまされた」

　咲季の目的のために、萩原は使い捨てられたのだ。そのような人間だと知っていたはずなのに、こんな状況で頼ってしまった自分を殴りたくなる。あの冷酷な人間は、他人をチェスの駒こまとしか思っていないとわかっていたはずなのに。

「おい！」

　背後の声に振り返る。ホールに走り込んで来る生徒たちの姿が見えた。

「見張りはどうした？」

　廊ろう下かを走ってきた男子生徒は、伊い央おに気づいて叫ぶ。

「侵入者だ！」

　すでに萩はぎ原わらと伊央は走っていた。

「羽は留る奈なさんがいない！」

　部屋に駆け込んだ女子生徒の叫びが廊下にこだまする。その声は、フロアの生徒たちに波紋のように動揺を伝えた。

「逃がすな！」

　冤えん罪ざいを受けた萩原たちは廊下を走る。伊央が走りながら銃を背後に向ける。

「撃うつな！」

　萩原の制止を無視して伊央は発砲した。弾丸は通路に置かれた自販機に当たり、追ってきた生徒たちは廊下をダイブするように転倒した。

「今のうちに」

　階段に駆け込んだ伊央が急停止する。階下の踊り場に姿を現した女子がいたのだ。彼女は伊央を見て一いつ瞬しゆんだけ固まったが、すぐに銃を抜く。

「月つき島しま伊央！」

　叫び、発砲したのは五十嵐いがらし渚なぎさだった。渚は発砲しながら階段を駆け上がる。

「こっち！」

　廊下に戻った伊央は、銃を構えながら走る。

「羽留奈さんが奪われました！」

　背後で生徒たちが渚へと叫んでいる。それを聞いた渚がプレイヤーたちに指示を出す。

「逃がさないで！　出口を封ふう鎖さして！」

　萩原と伊央は廊下を走りホールに駆け込む。

「伏せて！」

　ホールに数人の女子生徒がいたが、伊央が銃を向けると尻しり餅もちをつくようにして床に倒れる。同時にホールの窓ガラスが粉砕された。正面の廊下に銃を構えるプレイヤーの姿があった。伊央も反撃し、ホールに銃声が反響する。

「きゃあああ！」

　伏せる女子生徒の体にガラス片が雨のように降り注ぐ。

「手を上げなさい！」

　背後の廊下から渚が走ってくる。逃げ場を失った伊央は棒立ちになった。

「こっちだ」

　萩原は割れたガラス窓を蹴けって、穴を広げる。窓の向こうには寄宿舎の屋根がある。萩原は窓を抜けて伊央に両手を差し出した。

「早く来い！」

　伊い央おは一いつ瞬しゆんためらいながらも萩はぎ原わらの両手に身を預けた。萩原はそのまま伊央を抱え上げる。同時に銃弾が窓枠に当たり火花が散り、二人は転がるようにして屋根に下りた。

「走るぞ」

　萩原は伊央の手を引きながら真っ赤なカラーの屋根を走る。伊央は萩原に誘導されながら銃を背後に向ける。窓に現れた渚なぎさたちを確認して弾丸を一発だけ放った。

　だが銃弾は倍になって返ってくる。すぐ後ろの瓦かわらに当たり粉が舞った。さらに足元の瓦が砕け、伊央がずるっとバランスを崩くずした。

「わ、ああっ」

　傾斜の付いた屋根を伊央が滑り落ちていく。

「月島！」

　萩原は屋根を走って伊央の腕をつかみ、反対の手で必死に屋根瓦に手をかける。しかし重さに耐えきれずに二人して屋根から転落した。

「うっ」

　萩原は伊央を抱きしめながら階下の平たい屋根に着地する。複雑な寄宿舎の形状に助けられたが、それでも落下の衝しよう撃げきが二人を襲おそった。

「ぐっ……」

　萩原は伊央と屋根を転がりながら衝撃に耐える。伊央は萩原の胸の中で痛みに呻うめいていた。ぐったりする伊央を強引に立ち上がらせた時には、すでに追手が頭上の屋根を走っていた。

　萩原は伊央を抱え上げてそのまま走った。銃弾がかすめ空気を切り裂く音が聞こえる。耳元での轟ごう音おんに鼓こ膜まくが痺しびれてしばらく機能を失う。伊央が萩原に抱かれたまま発砲しているのだ。

　中庭にある藤ふじ棚だなが見え、その下で生徒たちが悲鳴をあげている。中庭は人質たちを押し込めている場所なのだ。もう少し走れば中庭に下りる金属製のらせん階段がある。そこまで……。

　カチッと音が聞こえた。伊央の銃の装そう塡てんした弾丸が尽きたのだ。

「止まれ！」

　萩原は走りながら振り返ってしまった。そこには屋根から飛び降りた渚が銃を構えていた。渚の視線と銃口は伊央を捉とらえている。萩原は思わず銃弾を防ごうと左手を差し出してしまった。

　視界に真っ赤な血が飛び散った。痛みが感じなかったが、萩原は自分の左手が真っ赤に弾けるのを見た。左手を失ってしまったと思った。ギターを弾くこともフレミングの法則もフォークでステーキを食べる未来も失ってしまった。

「きゃああ！」

　伊央の悲鳴に我に返る。貫かれた手を確認して、指が残っていると萩原は少しだけ安あん堵どする。これならパソコンのキーを打てる……そんなことを考えていると、どろりと温かいものが萩原の目に流れた。

　悲鳴を上げる伊い央おの視線は手でなく萩はぎ原わらの頭だった。手の平を貫いた弾丸はそのまま頭に……。視界がぐらりと揺れて、萩原は伊央を抱えたまま中庭へと落下した。

　二人は藤ふじ棚だなを突き破って中庭に落ちた。

　悲鳴が上がる。人質の生徒たちが逃げ惑っている。そんな景色がぐるぐると回っている。

「あ、ああ……」

　伊央が手で必死に萩原の頭を押さえているのが見えた。

　立ち上がろうとしたが、体が思ったように動かない。混乱した萩原は弾丸を探していた。自分の頭を貫いた弾丸が、重要な機能を奪っていったのだと、朦もう朧ろうとした思考で結論づけたのだ。弾丸はどこだ、今なら奪われた脳の断片を取り戻せる……。

「羽は留る奈なが撃たれた！」

　中庭でそんな声が聞こえた。馬ば鹿かな、なんで羽留奈が撃うたれる？

「羽留奈が死んだ！　セレクションが崩ほう壊かいした！」

　そんな声に怒ど号ごうと悲鳴が湧わき起こる。

「噓うそだ……」

　萩原は血を垂れ流しながら呆ぼう然ぜんとする。

　目の前の伊央は萩原の頭の傷を押さえながらも、震ふるえる手つきでシリンダーをスイングアウトし、弾丸を込め空に向けて発砲した。轟ごう音おんは弾丸と共に空に抜けていく。萩原はその銃声を聞きながら空を見上げた。雲の浮かんだ青い空が見える。

　空を見ながら萩原は自分の脳が無事であることに気づいた。左手に当たった弾丸は、ほんの少しだけ軌道を変え、頭の皮膚を削そぎ取って飛び去った……。

　遅れて爆ばく発はつのような悲鳴が上がり、「逃げろ！」との生徒の声が聞こえた。

「ショッピングモールだ！」

「ここはもう駄だ目めだ！」

　叫び飛び交う。

「扇せん動どうしてる」

　伊央の放った銃声に自分を取り戻した萩原は、そう呟つぶやいた。

　萩原は伊央に肩を借りて立ち上がる。中庭の人質たちは雪崩なだれを打つようにして外に逃げている。不自然なその動きは誰だれかが操作したものだった。

「これにまぎれて逃げる気だ」

　そう気づいた。羽留奈は撃たれても死んでもいない。そんなデマを流し人質を誘導して、それにまぎれて逃げる気なのだ。

「追わないと……」

　羽留奈を奪われては駄目だ。再び羽留奈を巡った大きな争いが起こるだけだ。しかし体が動かない。銃を持ったプレイヤーが中庭に走り込んで来るのが見えた。こちらの弾丸は尽きている。もうどうすることもできない。

「くそ……」

　かすめた弾丸が脳を揺らしたのか、視界がぐるぐると回っている。今になって頭と手の痛みに気づいた。左の手の平には穴が空いている。

「早く治療しないと」

　伊い央おが萩はぎ原わらを立たせようと手を取ったが、ずるりと血で滑る。平へい衡こう感覚を失った体は自由が利きかなかった。

「もうだめだ」

　萩原は頭を押さえたまま呟つぶやいた。視界が暗転していく。

『萩原』

　声に萩原は硬直する。その声は失われたはずのものだった。

　声を聞いて思った。やはりあの弾丸によって自分は死んだのだと。何な故ぜならばその声はすでに死んだ人間の……。

『北きた野の君と鳴なる美みちゃん、そして環かん奈な』

　音源は中庭に設置されたビジョンからだった。整った容姿と知性に欠けた声。

『みんな元気？　私は元気よ』

　ビジョンで金こん剛ごう真ま澄すみが微笑ほほえんでいた。
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　北野亮りようはビジョンを見つめていた。

　重要度最大のその映像は、学校のすべてのビジョンに流れた。発信源は校庭中央部のロゴス。画面の彼女は、校庭の真ん中で一緒に過ごした時と同じものだった。ラフに着き崩くずした制服、レッドブラウンの髪とそれを縛しばる食用リボン……。

　金剛は微笑んだまま動かない。口を開かず注目が集まるのを待っている。自分の容姿と表情はその沈黙に耐えられるものだと知っているのだ。そのまま三分ほど沈黙し、金剛は手の平を上に向けた。

『降ってきた？　……晴れてるね。なんていうか水泳日び和より』

　くるくると変わる彼女の表情に見とれてしまう。

『今日はね、みんなに伝えたいことがあってロゴスを使っているの』

　この放送はどれくらいの生徒が見ているだろうか。コロシアムの闇やみと金剛の放つ光はどちらが強いのか。

『驚おどろいてる？　生徒在籍表から私の名前が消えているからね。だからみんなは私が死んだと思っているはず。でもね、私はここに立ってる』

　金こん剛ごうは心臓を撃うちぬかれたと表現するかのように、指先でトントンと左胸を叩たたいた。

『あの生徒在籍表はトラップよ。生徒会が作った悪意ある名簿なの。だからみんなは騙だまされてはいけない』

　金剛の口調と表情が少しだけ険しくなった。生徒在籍表を利用して金剛は椎しい名な流る華かを攻撃する気なのだ。

『確かに死んだ生徒がすぐに反映される表だった。でもね、それは厳格なデータの管理があってこそのものだった。つまり私には通じない。だって、元から私のデータは間違っていたのだから』

　金剛はぐっと唇を嚙かむような仕草を見せた。根本から間違っていたデータとはなんなのだ。金剛は何をロゴスで言うつもりなのか。

『みんなにずっと噓うそを吐ついていたけど……私は女じゃなかった。だから最初から私のデータは間違っていたということ』

　金剛の声のトーンは低かった。こんな状況での全生徒に向けた金剛の告白だった。

『だましていて、みんなごめんなさい。でもそれには理由があるの……』

　金剛の告白は続く。大きな両目からはぽろぽろと涙がこぼれる。彼女の表情を見ていると視線を外せない。たとえ性別がどっちであろうとも、見るものを惹ひきつける魅力がある。

　ビジョンで告白が続く中で足音が聞こえた。ホールに歩いてきたのは女子生徒が一人。

　彼女はビジョンを一いち瞥べつした後、ホールに設置されたロゴスへと入ろうとする。と、同時に北きた野のはロゴス装置の中から身を躍おどらせた。

「動かないでください、椎名流華さん」

　北野は流華の首筋にナイフを突きつけた。彼女は驚おどろいた様子だったが抗あらがわない。北野は流華をナイフで牽けん制せいしながら声をかける。

「オーケーです、咲さ季きさん」

「ロゴスに来ると思ってたのよ」

　ホールに置かれた演台から咲季が顔を出した。その後ろには鳴なる美みもいる。

「いつの間に、侵入したんです？」

　流華は溜ため息いきを吐くようにして咲季を向く。

「難民となった寄宿舎の人質がショッピングモールに押しかけてる。ついでに部室棟の連中も混乱を煽あおりながら殺到している。銃持ちでなければ強引に排除しないから、鳴美を案内役にまぎれて中に入ったのよ」

　ここはショッピングモールのロゴスポイントだった。北野は学校の混乱にまぎれて、咲季たちと一緒にここに走ったのだ。ショッピングモールエリアの状況などは、一緒に連れてきた鳴美が把は握あくしていたので、ロゴスまで到達するのは困難ではなかった。

「シミュレーションしたけど、ショッピングモールの潜入までは容易たやすかった。でも、問題はどうやってあなたを捉とらえるか。情報を集めたけど、どうしても不可能だとわかった」

　咲さ季きは淡々と語る。咲季は部室からずっとショッピングモールの情報を集めていたようだ。結果はショッピングモール自体への潜入は容易。だが椎しい名な流る華かとの接触は困難、だった。

　ショッピングモールの大半のエリアは生徒たちに明け渡している。が、防犯対策などでロックなどの厳しいエリアを流華やその取り巻きが占拠している状況があった。流華はその隔かく離りされた場所を常に移動しながら過ごしており、自らを危険にさらさない。彼女はずっと裏から生徒たちをコントロールし、コロシアムで勝ち抜く機会を窺うかがっていたのだ。

「ショッピングモールへの潜入は難があるが不可能ではない。しかし、そこで流華を探し捕ほ獲かくするとなると不可能となる。ではどうするか。──流華のほうを動かせばいいと考えた。金こん剛ごうという駒ピースを使ってチェックをかけることを選択したの」

　咲季は流華に指先を向け責めたてる。

「私は三年間過ごして、あなたの弱点を知っている。それは煽あおりに弱いということ。生徒会でも自分への攻撃はどんな小さなものでも許さず、売られた喧けん嘩かは買っていた。冷たいマスクをかぶっていても、負けず嫌いの攻撃的な女子なのよ。……だからロゴスに来ると思った」

　ビジョンの金剛は未いまだに告白を続けている。

「真ま澄すみは生きているの？」

　流華の問いに咲季は笑った。

「死んでるってわかってるでしょ。映像は録画だとわかって、あなたはそれを止めるためにこのロゴスポイントに来たの」

「このために、真澄が録画をしたというの？」

　流華はビジョンの金剛を見つめた。

「それは金剛の保険ね。私は校庭で孤立していた金剛と通じていて、交換条件を提示してロゴスの録画を撮ってもらったの。その内容は、生徒たちの注目を集め、流華を煽る内容であること」

　それは北きた野のも知らなかったことだ。あの状況下で金剛は咲季と通じ、ロゴスで映像を録画していた。だから咲季はこの映像が流れる時間に合わせ、急いで行動していたのだ。

「私を殺してコロシアムのイニシアチブを奪おうということですか」

　北野は流華に視線を向けられたじろいだ。刃物を突き付けられているのに、怯おびえたそぶりは少しも見せていない。

「そんなことしないってわかっているでしょ。あなたを殺したってこの世界はさらに混乱するだけ。これはお願いでも命令でもなく、交渉よ」

「では、交渉内容を提示してください」

「まずは弾丸。私が計算したところ、この時点で四百発ほどの弾丸を抱え込んでいるはず」

　咲季は指を四本立てた。

　部室棟を攻撃する雪ゆき村むら琴こと音ねに二百、汐しお見み麻ま衣いにも二百。つまり約八割の弾丸を椎しい名な流る華かは支配していたのだ。流華が経済力を盾たてにかき集めた武力だった。

「わかりました、差し上げます」

　流華は平然と言った。北きた野のはナイフを突きつけたまま汗をかく。咲さ季きに詳細を知らされないまま協力していたが、話が妙な方向にアウトカーブしている。萩はぎ原わらと羽は留る奈なを助けるという条件で北野は咲季に協力していたのに何かおかしい。

「そしてもう一つ欲しいものは、わかっているだろうけどあなたよ」

　咲季は流華の胸に指を突きつけた。

「私なんかでいいの？」

　流華はくすっと笑った。

「あなたは羽留奈と同じくレアナンバーだから」

　北野は眉まゆ根ねを寄せる。咲季の言っている意味がわからなかった。

「流華のクラスの三年十組、つまりナンバー30は厳格に管理されていた。あなたはクラスメイトを安全な場所に避難させるとの名目で、ショッピングモールの隔かく離りエリアに押し込んでいる。そして一人たりとも流出させていなかった。……さすがね」

「咲季さんこそ、よくわかりましたね」

「チェス研の情報収集力、と言いたいところだけど、そんなのあなたを知ってれば簡単に予想できる。だって、あなたは正論を唱えつつ、セレクションとラストナンバーのどちらでクリアーするか天てん秤びんにかけてた」

　流華は否定しない。やはり彼女もコロシアムの残忍なゲームに参加していたのだ。安全な椅い子すに座りコロシアムの趨すう勢せいをじっと窺うかがっていた。

「決断しなさい、椎名流華。──私が作ったセレクションに入ってほしい」

「なんだって？」

　北野は思わず声をあげてしまった。咲季が作ったセレクション。そんな話はまったく聞いていなかった。

「どういうことですか？」

「発言のままでしょ。私はレアナンバーを含むセレクションのナンバーをすべてコンプリートさせたの」

　北野はその場にいた鳴なる美みと目を合わせて呆ぼう然ぜんとする。

「当然あなたたちのナンバーも含む。鳴美の持つ７も希少だから」

「そんなの……。じゃあ、萩原と伊い央おは？」

　鳴美の体はガタガタと震ふるえていた。

「セレクションを選択する限り──わかるでしょ」

　咲季は当然のように言う。咲季の表情を見て本気だと北野は察した。萩原はこの時点で咲季に冷酷に切り捨てられた。

「チェス研の仲間じゃないんですか？」

　北きた野のが詰め寄ると、逆に咲さ季きに胸ぐらをつかまれた。

「黙れ！」

　咲季の怒ど声せいに北野と鳴なる美みは硬直する。いつでもトーンを変えなかった咲季の大声は北野をすくませた。

「この世界は複雑に見えても選択は二つしかないの。イエスかノー。今すぐそのナイフで首を搔かっ切ればすべての問題は解決するし、それが嫌だったら生き残るしかない」

　咲季は棒立ちする北野を睨にらみつけながらも、一いつ瞬しゆんだけ表情を揺らめかせた。

「あと、私を守ってくれるって言ったじゃん」

　咲季は拳こぶしで北野の胸を叩たたく。その力はか弱い女性のものだった。

「……わかりました。最後までそばにいます」

　北野は言った。それを聞いた鳴美はうなだれる。

「では、私の負けということで、セレクションに入りましょう」

　流る華かが割って入った。

「引き分けでしょ。これはチェス用語で言うならドローオファーよ」

　コロシアムで初めて咲季と流華が手を結んだシーンだった。ロゴスのビジョンでは、メッセージを終えた金こん剛ごうが寂しげに微笑ほほえんでいた。
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「萩はぎ原わら君、大丈夫？」

「月つき島しまこそ……」

　萩原と伊い央おはお互いを支え合いながら廊ろう下かを進んでいた。金剛の声にどうにか意識を保った萩原は、生徒たちの視線が画面に向いているうちに逃げたのだ。

　寄宿舎の渚なぎさグループはレアナンバーの流出を許したことで大パニックとなった。羽は留る奈なを連れ去ったのが、ナンバー２の連合であることを知り追跡が始まった。残りの弾丸をかき集めて、逃げただろうショッピングモールへ攻撃を仕掛けた。

　そんな隙すきを突いて萩原と伊央は、再び寄宿舎の中へと入った。渚たちが警戒していたために外に逃げられなかった理由もあるが、寄宿舎の中が安全であるという理由もある。これから羽留奈を取り戻すための最後の戦争が始まる。それまで建物内に隠かくれ、隙を突いて逃げ出せばいいと考えていた。

「夜になったのかな、なんか暗くて……蛍が飛んでる？」

　伊央は、日が差し込んでいる廊下を見つめている。

「まだ昼だよ」

　出血による貧血で、伊い央おの体に酸素が供給されていないのだ。危険な兆ちよう候こうだった。どこかで休息を取る必要があった。

「どこかに身を隠かくそう」

　振り返ると廊ろう下かに血が垂れていた。萩原は靴の底で擦こすって血を拭ぬぐう。

「部屋に行く？」

　部屋がある場所はここから遠い。それにロックを外して部屋に入ると、寄宿舎の管理システムに知らされるようになっており危険だった。

「もう寄宿舎には人がいないから、その辺で休もう」

　ほとんどの生徒はショッピングモールへ避難している。そして銃を持った人間も、羽は留る奈なを奪い返しにいったはずだ。

　萩はぎ原わらは寄宿舎の端のほうの階段に入ると、その踊り場に伊央を座らせた。

「すまない」

　萩原は伊央に謝った。綺き麗れい事ごとを言い、伊央に銃を撃うたせた末路がこれだった。いいように利用されてすべてを失ってしまった。

「俺のせいでこんなことになった」

　恐怖と憎しみが増ぞう殖しよくし、生徒たちを飲み込んでしまった。それは自分自身にも言える。他人に発砲することが当然であるように行動し、その報いを受けてしまった。萩原は思う。もう生徒たちはコロシアムから学校に戻ることはないだろう。

「血を止めなきゃ」

　伊央は後ろを向いてブラウスを脱いだ。ナイフでブラウスを裂いて包帯を作ると、萩原の頭に巻き始めた。開いたブラウスから伊央の胸と腹が露あらわになっている。血とかさぶたで汚れた彼女の体だった。

「穴だらけで汚い体でしょ」

　伊央は萩原の頭に布を巻き終わると、ブラウスのボタンを止めようとする。しかし手が震ふるえてボタンははまらない。

「私、こんなになっちゃった」

「大丈夫、俺も穴が空いてるから」

　萩原はシャツをめくってみせた。

「ほんとだ」

　伊央は指先で萩原の腹の弾だん痕こんにそっと触れた。ぞくりとする感覚が萩原の全身を走った。

「私もね、肩とか腕とか、頭の傷はもう少しずれてたら死んでただろうし、太ももだって」

　伊央はスカートをめくってみせた。右の大だい腿たい部ぶに溶接されたような傷口があった。指先で触れてみると、伊央は小さくうめき声を漏らした。

「痛い？」

「平気」

　伊い央おは萩はぎ原わらの胸に頭をつけた。肩口のブラウスは破けており、そこから銃じゆう痕こんがのぞいている。これは先ほどつけられた新しい傷だった。あまりに痛々しく、萩原は彼女の傷口に口を添える。伊央は体を震ふるわせただけで嫌がるそぶりを見せない。鉄のような血の味が口の中に広がった。

　萩原は彼女の血を舐なめ取りながら涙を流した。利己的な自分の行動で彼女の心と体を傷つけてしまった。しかし流れる血のように、もう取り返しがつかない。

「これでよかった。萩原君は間違ってたけど、正しかった。最後の最後まで萩原君らしい行動をしたの」

　伊央は萩原にもたれかかりながら呟つぶやいた。

「萩原君の頼みを聞いてあげたから、次は私のを聞いてくれる？」

　萩原がうなずくと、伊央は自分の左胸を指さした。

「触って」

　言われるまま伊央の胸に手を添える。手の平に硬い感触があった。ブラウスのポケットをまさぐると弾丸が一発入っていた。

「ずっと取っておいた最後の一発。入れてくれる？」

　萩原は銃を手に取ると、弾丸をシリンダーに込めた。

「あなたが砕いた私の心はもう戻らない。萩原君が私を壊こわしたの。だから最後は一緒に……」

　どこからか銃声が聞こえる。レアナンバーを巡って最後の戦いが始まったのだ。だが、萩原はその戦いの結末に興味がなかった。

「屋上に行こう」

　萩原は伊央を抱きかかえ立ち上がった。最後は伊央の願いを聞いてやりたかった。

「本当は二発残しておきたかった」

「わかってる」

　萩原は伊央を抱いて階段を上った。やるべきことは一つだった。どんなに洗い流そうと血に汚れた学校は綺き麗れいにならない。放たれた弾丸も流された血も戻らないのだ。だったらやるべきことは一つだ。これ以上汚染されないうちに、自分がまだ自分であるうちに終わるしかない。

「寄宿舎の屋上だったの」

　萩原に抱かれながら伊央は言った。

「あの時私は寄宿舎の屋上に立っていた。本当に飛び降りようとしたのかわからない。でも、気づいた時には別の場所にいた……」

　この管理された学校において死は禁きん忌きなのだと思う。ゆえに自殺防止のシステムが存在する。たとえば学校に配備された大量のＡＩなどを利用してだ。

「あの時、本当に私は飛び降りるつもりだったのかはわからない。でも、今ならその続きができる気がするの」

　伊い央おの言うとおり、今のここは学校ではなくコロシアムだ。死が受け入れられたこの場所なら飛び降りられる……。

　階段を上り、屋上への扉を開けると二人の体を風が包み込んだ。風と共に銃声が流れてくる。バッドエンドのＢＧＭだった。

「来ると思ってた」

　風に髪をなびかせ、五十嵐いがらし渚なぎさが立っていた。

「だって、私たちの思考は似ている。過去に死を選んだ私たちは同じなのだから」

　渚は伊央を指さし薄うすく笑った。

「戦う意思はない。羽は留る奈なを奪ったのは俺たちじゃない」

　萩はぎ原わらは交戦の意思がないことをアピールした。自分たちは最後の死に場所を求めてここに来ただけなのだ。

「わかってるわ。うまくやられた、ただそれだけ」

　渚の視線を追って校庭を見る。

　校庭に三十人ほどの生徒たちの姿が見えた。それは咲さ季きたちが作った新しいセレクショングループだった。旧セレクションの銃持ちのメンバーがショッピングモールを襲おそった時には、雑ぞう木き林ばやしなどを伝って移動し、校庭の裏側に逃げていたのだ。

　建物内に避難せずに校庭に出たということは、戦い生き残る意思をはっきりと示したということだ。銃弾をまき散らし、そして校庭に降った弾丸を回収する。そんなサイクルでこの三十人以外を抹まつ殺さつすると。

「ほとんどの弾丸はあのグループが持っている。強引に襲えばレアナンバーを殺してしまう。だとしたら、私たちはラストナンバーを目指すことになるけど、今さら捨てたクラスメイトと合流することなんて……」

　渚は悄しよう然ぜんと空を見上げた。薔ば薇らの生気は失うせていた。

「でも、最後は華々しく散りたい。だから──銃を抜いて」

　渚は伊央に銃口を向けた。

「俺たちは戦わないと言っている」

「私は撃うつわ。セレクションを崩ほう壊かいさせたきっかけ、いいえ、元凶に弾丸を撃ちこむことがけじめだもの」

「何を言っても無駄よ」

　伊央が萩原から降りて渚を向く。

「彼女は撃たれたがってる。美しいバラのまま死にたいのよ。だったら、私がその望みをかなえてあげる」

　伊央は弾丸を一発だけ込めた銃を渚に向けた。

「どうせ一発じゃ私と萩はぎ原わら君を撃うつのは無理だった。だから彼女を撃ったら──私と飛び降りて」

　伊い央おと渚なぎさは距離を置いて向かい合う。

　彼女たちを止める言葉を萩原は持ってはいなかった。この光景は萩原に与えられた罰だと思った。自分自身が作り出した光景なのだ。銃弾から逃げ惑い、大切な人間も守れず、月つき島しま伊央に発砲を強要し……こんな場所まで来てしまった。

　たとえ今、学校の生徒たちにメッセージを送れたとしても意味はない。血に汚れた生徒の言葉はすでに汚染されている。純粋で汚けがれない言葉を持っているのは、コロシアムとなる前の学校の生徒しかいないのだ。

　渚と伊央は銃を向け合ったまま、少しずつ距離を詰める。引き金を引けば当たる距離だ。お互いの銃口は心臓に向けられている。弾道計算すればほぼ百パーセントの確率で弾丸は胸を貫くだろう。

　渚は伊央に先に撃うてと言っているようだった。即死ではない胸なら撃たれたとしても撃ち返せる。渚は最後に伊央を殺してから死ぬ気なのだ。

　伊央がトリガーを引いた。

　──もしも千人が集まったら。

　それは渚の声だった。声に銃声が重なった。
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　北きた野のたちは学校の裏庭を走っていた。

「北野君、これでいいの？」

「とにかく今は動こう。話は安全な場所に移動してから」

　北野は鳴なる美みを促しながら走る。振り返ると、咲さ季きと流る華か、そして流華が選抜した数人の生徒たちが弾丸の入ったカバンを抱えて走っている。

　咲季の行動に賛成できなかったが、それでも北野は吞のみ込んだ。こんな状況で代案のない反対意見を投げかければ、時間だけが削られてしまう。

　中庭を抜けてから舌打ちする。部室棟はすでに交戦エリアとなっており、銃声が交こう錯さくしていた。渚グループの残党が襲おそってきたのだ。咲季たちが部室棟に避難することを見越しての行動だろう。

「咲季さん、部室は無理です」

　部室棟からこちらに走ってくるプレイヤーの姿が見えた。発見されてしまった。

「校庭に出るのよ」

「校庭にって……」

　北きた野のは校庭を向き愕がく然ぜんと立ち止まる。校庭の入り口に一人の女子生徒が立っている。

「汐しお見み麻ま衣い」

　寄宿舎に弾丸を撃うち続けたあの女子生徒だった。彼女は銃を抜き撃つと、ためらうことなく銃を六連射した。

　悲鳴を上げて倒れたのは、部室棟エリアにいた銃持ちのプレイヤーだった。バリケード越しに銃弾を受けて崩くずれ落ちる。ヘルメットが砕け、その下から知った顔が覗のぞいた。彼女は北野と同じクラスの原はら田だ美み砂さだった。

「原田さん！」

「行っちゃ駄目」

　原田に駆け寄ろうとした北野の手を、鳴なる美みが引っ張る。

　汐見麻衣は原田の死体を一いち瞥べつすると、こちらにゆっくりと歩み寄ってきた。北野と向かい合うように立ち、不意に両手を上げた。

「予定通り、セレクション入りでいいのですね」

　流る華かの問いに汐見麻衣はうなずいた。流華が汐見麻衣に流したのは弾丸だけではなかったのだ。弾丸と共に甘かん言げんを流し、クラスメイトを裏切る確約を取っていたのだ。

「校庭に出る。そこで合流することになってる」

　咲さ季きが指差したのは校庭の中央エリアだった。

「中央には環かん奈なが……」

「環奈のナンバーも空けてある」

　北野は頭を振って走った。いつの間にかコロシアムのゲームが終しゆう盤ばんを迎えていた。他人の死を見たくないと逃げ回っているうちに、世界は動いていた。自分の思考も行動も遅かったのだと悟った。

　校庭を走ると、気づいた環奈が銃を向ける。

「待って！」

　鳴美が中央のベンチに駆け寄った。環奈は鳴美や北野を確認して、察したのか銃をしまう。

　環奈を抱きしめる鳴美を見て、鳴美を連れてきたのはこのシーンも含んでいたのだと気づいた。咲季は環奈への対応のために鳴美というピースを利用したのだ。

　さらに北野たちが中央に到達してすぐ、南側の雑ぞう木き林ばやしから人影が現れた。

　それは寄宿舎から羽は留る奈なを連れ出した片かた桐ぎり美み鳥どりの集団だった。未いまだに状況を飲み込めていない表情の羽留奈の姿もある。当然ながら美鳥たちのナンバーも空けているのだろう。あの集団と合流して三十人となる。

「羽留奈さん」

　よろけるように羽留奈が中央エリアに到達した。

「咲季さん、北野君……」

　困惑する羽は留る奈なは視線をさまよわせ誰だれかを探していた。

「萩はぎ原わらはここにはいません」

　北きた野のが言うと、羽留奈はよろけるように、環かん奈なの隣となりのベンチに座り込んだ。

「これでぴったり三十人。すべてのナンバーがそろった」

　メンバーを確認した咲さ季きが言った。別のクラスから一人ずつ、きっかり三十人を集めたのだ。

「コンプリートしたセレクションメンバー、銃は二丁、銃弾は約五百」

　流華がメンバーを確認し、咲季を向いた。

「うまくやりましたね」

「他ひ人と事ごとみたいに言わないで。これは流る華かが予測したエンディングの一つのうちでしょ」

　咲季が平然と言い返す。

「ただ、場所はここでいいのかと。弾丸の供給源とはいえ、少々危険では？」

「私は悪くない場所だと思うけど」

「やめてください！」

　北野は二人の会話を遮さえぎった。

「こんなつもりじゃなかった。僕らはただ……」

「綺き麗れい事ごとはやめましょう。綺麗でいたのなら、あなたは純真なまま弾丸に貫かれて死ぬべきでした。ここまで生きている人間、すべて同じ罪を背負っているのですよ。そしてこれからさらに罪を犯しますが、それは私たち三十人で平等に背負わねばなりません」

　流華が冷静に言った。それは始まりの宣言だった。この場所から次の戦いが始まるという宣戦布告。残った人間を殺してゴールを目指すという血に濡ぬれた道を示している。

「私たちはもう戻れません。最初の一発が銃口から発射された時点で引き返せないのです。どう言葉を取り繕つくろおうとも、血に濡れた言葉ではさらに汚よごれるだけです」

　ここにいるメンバーは生き残りの決意をしているのだ。ここまで生き残って途中下車は許されない……。

「私は流華さんを否定します」

　その声は片かた桐ぎり美み鳥どりのものだった。

「椎しい名な流華さんも綺麗事を言いながら学校の生徒たちを騙だましました。批判されるべきだし、責任を負う必要があります」

「でも、あなたは渚なぎささんのグループを捨ててここに逃げてきたのでしょう？」

　流華は平然と美鳥と向かい合う。

「私たちが五十嵐いがらし渚の行動を否定したということです。だから滅びました」

「では、何な故ぜこのグループに入ったのですか？」

「争いを否定する感情に国境はありません。だから私たちはここでも協調を訴え……」

　いきなり美鳥が頰を引ひっ叩ぱたかれ、乾いた音が響ひびいた。

「あなたの言葉は軽すぎる」

　引ひっ叩ぱたいたのは羽は留る奈なだった。

「弾丸を他人に撃うたせて、安全な場所から騒さわいでいるだけ。そんな上うわっ面つらの言葉じゃ何も解決しない」

　さらに羽留奈は流る華かを向く。

「そして椎しい名な流る華かさんの言葉は冷たすぎます。ゴールを目指すのはこのコロシアムで現実的な方法だけど……それでも私たちは学校の生徒です」

　北きた野のが見たことのない羽留奈の強い表情だった。

「今のこの学校は私たちを映す鏡です。銃声と血に怯おびえて目を逸そらしていたからこうなった。引き返せないと震ふるえているよりも、血に濡ぬれた言葉であっても投げかけるべきです」

「私が怯えているということですか」

　流華は羽留奈の視線を受け止める。

「あなたのやるべきことは、言葉を投げかけ続けることだった。でも、それをやらなかったのは怖かったから。惨みじめに怯えている自分をみんなに晒さらしたくなかった」

「言葉なんて通じませんよ」

「それはわからない。受け取る人間がいるかもしれないのに、否定するのは馬ば鹿かげてる」

「ではどうしろというのですか」

「コロシアムと向かい合った人たちの言葉を聞き、伝えるべきです。そんな言葉なら学校の生徒に届きます。それを放棄した時点で学校はコロシアムになると思うから」

「非現実的ですね。具体的な行動方針を示していただかないと」

　流華の言葉に場が沈黙した。うつむいた羽留奈の頰ほおに涙が流れた。

「……私も羽留奈と同じ意見かな」

　その沈黙を破った意外な言葉に北きた野のは目を丸くした。発言主は咲さ季きだった。

「血に汚れたからこその言葉だってあるからね」

「あなたらしくない発言ですね。学校で隠かくれている生徒たちにいくら言葉を投げても、通じることはないでしょう。混乱だけです」

　流華が呆あきれたように首をすくめる。

「言葉を受け取るべきは、私たちよ」

　咲季は羽留奈に歩み寄ると、彼女の頰に手の平を添え微笑ほほえんだ。

「私は約束は守る。私はコロシアムのルールから退場することはないけど、萩はぎ原わらとの約束は守りたいから」

「約束？」

　北野と羽留奈は呆ぼう然ぜんと咲季の顔を見る。

「ここにはロゴスと生徒会長の手の平がある」

　咲さ季きは流る華かと中央のロゴスに視線をやった。

「……誰だれが、何を話すのです？　私ですか？　咲季さんですか？　それとも羽は留る奈なさん？　世界最大の武力を持った私たちが何を言おうと攻撃にしかなりませんよ。この場所から優しい声をかけようなどとは、傲ごう慢まんすぎます」

「その前に──時間ね」

　腕時計を見ていた咲季が、ロゴスを向いた。

「まだ、金こん剛ごうさんの録画が？」

　北きた野のは咲季につられてビジョンを向く。金剛のロゴスの録画を利用して流華を捕まえたが、まだ保険として他にも録画があったのか。

「萩原を急がせたのも、あの録画があったからなんですよね」

　咲季は金剛の死をも利用する人間だ。だが、咲季は首を振る。

「それはほとんど関係ないよ。録画はもう一つ、コロシアムが始まる前から設定してあったの。そして今日」

「今日に流れるように？」

「チェス研が作ったのを憶おぼえていない？」

　咲季に言われて思い出した。本当なら今日は水泳大会だった……。
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『もしも千人が集まったら素晴らしいと思いませんか？』

　渚なぎさは自分の声を聞きながら屋上に倒れていた。弾丸に貫かれた胸に赤い染しみが広がっていく。見上げると、屋上に設置された画面では水着姿の五十嵐いがらし渚が微笑んでいた。その自然な表情には少しの血の汚れもくすみもなかった。日常の光がそのままコロシアムに持ち込まれている。

『学校のみんなが一つの場所に集まれば、何か楽しいことが起こるかなって』

　夏の日差しを受けながら渚はプールにダイブした。キラキラ光る水みず飛沫しぶきを散らして、彼女は水面から顔を出しこちらに手を振っている。

　水泳大会のＰＶだった。今日は水泳大会がある日だと思い出した。午後三時から開幕する自由参加のイベントで、一時間前からこのＰＶを流す手はずとなっていたのだ。

「あれって、本当に私？」

　渚は視線だけ動かしビジョンを見た。

「私って、あんなんだったっけ」

「はい。あんな感じでした」

　伊い央おは硝しよう煙えんの立ち昇る銃を構えながら答えた。渚は自分自身の声に驚おどろき、引き金を引けなかったのだ。そして伊い央おの放った銃弾は棒立ちする渚なぎさの胸を貫いた。

　プールで手を振る渚の背後では、一年七組の女子たちが遊んでいる。このＰＶは萩はぎ原わらが作ったのだ。七組の生徒たちを使ったのだが、伊央がクラスメイトの水着をあまり晒さらしたくないとのことで、渚をメインに据えたのだった。制作者である萩原にとっても、その映像は遥はるか昔の遠い光景のように思えた。たかが女子たちがプールではしゃいでいる。そんな平和で幸せすぎる光景は日常にあったのだ。

　そしてその光景は、生徒自身が弾丸を発射した時点で手放した。

「楽しそう。あの時はカメラ映りだけ気にしてて楽しくなかったけど、それでも……」

　渚は倒れたまま顔を両手で覆おおって泣いている。

　いつの間にか学校内に響ひびいていた銃声が鳴り止やんでいた。誰だれもが映像に視線を奪われているのだろうと予想がついた。

「萩原君のせいで怒られたの」

　伊央は銃を下ろしてビジョンを眺めている。

「女子の水着のＰＶを作るなんて馬ば鹿かげてるって」

「俺は綺き麗れいな映像を撮りたかっただけだよ」

　画面にはタイムスケジュールなどのデータが表示され、その背景には水中を泳ぐ伊央が流れていた。

「あの映像使わないでって言ったよね」

「そうだったっけ？」

　萩原はビジョンの伊央に目を向けたまましらを切った。

　日常の光はコロシアムの闇やみを少しだけ照らした。それは闇があまりに深いために、光がとても眩まぶしく見えたにすぎない。あの映像が終わると同時に光も消える。凪ないでいた海も再び荒れ狂うことになる。

　萩原は渚に歩み寄ると、彼女のワームを胸に添えた。

「運がよかったですね。環かん奈なが撃たれた場所とちょうど同じだ。でも、環奈と違って弾丸が抜けてないかも」

　渚の意識も口調もしっかりとしていた。ワームで治療すれば助かる可能性が高い。

「今さら治療なんて……」

「まだわかりません。千人は無理でも、残っている生徒たちと話し合えば、何かが変わるかもしれません。俺たちは単なる千人じゃなく友達だったから」

「そっか、じゃああなたが私の続きを……」

　渚の視線に振り返り気づいた。端に『介入可能』の表示が点滅している。流る華かがロゴスを使って操作したのだ。咲さ季きは萩原を捨てたが、それでも約束は守ってくれた。

　放送時間の設定はたった三分間だった。急がないと終わってしまう。

「早く行って」

　渚なぎさはワームを抱えるようにして目を閉じた。

「行ってきます」

「待って！」

　走りだした萩はぎ原わらを伊い央おが追う。あのか弱い光が消えるまでに行動する必要があった。もしも千人が集まったら。渚が言ったそんな言葉を伝える必要がある。

　萩原は階段を駆け下り、無人の廊ろう下かを走る。寄宿舎内のビジョンすべてに伊央が泳いでいた。

　ホールに入ると作動中のロゴスがあった。

「メッセージを送るの？」

　遅れてホールに入った伊央が聞いた。

「この映像を見たからみんなが思い直す、なんていう夢は見ていない。過去は過去で、日常の渚は綺き麗れいすぎて、軽すぎる。コロシアムの人間にはコロシアムの人間の言葉しか通じない」

　萩原はロゴスに向かい、足を止めた。

「一緒に来てくれるか？」

「萩原君は残酷だね。あんな綺麗な渚さんを見せたあとに私？」

「俺は渚よりも、そして今画面で泳いでいる月つき島しまよりも、今の月島のほうが綺麗だと思うよ。──心からそう思う」

「ふふ」

　伊央が笑った。

　もうすぐＰＶが終わる。学校が残した日常の残ざん骸がいが消えてしまう。そうすれば残された生徒たちは再び闇やみに戻るだろう。そうしないためには理性が必要だ。瞬しゆん発ぱつ的な感情ではなく論理的な言葉が……。

　萩原は全身に汗をかいていた。何を言えばいいのか、この段階で迷っていた。ここで言葉の扱いに失敗すればすべては終わる。

「大丈夫、私がついている」

　伊央が萩原の手を握にぎり、ロゴスへと誘導した。

　画面が分割され、萩原と伊央が映り込む。ロゴスのビジョンには日常の伊央とコロシアムの伊央が映っているはずだ。

　しかし言葉が出ない。何を語りかけていいのかわからない。この三分間のために大量の血を流したのに声が出ない……。

「私は沢たく山さんの友達を撃うちました」

　発言したのは伊央だった。

「でも、もう疲れちゃった。私はもう銃を撃ちたくないし撃たれるのも嫌いや。だから最後の弾丸は自分に使おうと思った。でも、その前に彼の、萩原君の言葉を聞きたい。その言葉が私たちにとって希望があるものだったら、やり直せるかもしれないから」

　そのはっきりとした声に、萩はぎ原わらは落ち着きを取り戻した。伊い央おは萩原の言葉を聞くためにここにいるのだ。隣となりで審判を下し、上うわっ面つらの言葉だと判断したら彼女は命を絶つだろう。

　萩原は大きく息を吸い込み、口を開いた。

「現在、校庭の中央に三十人が集まっている。その集団はセレクション、つまりすべてのナンバーを集めた状態にある。そして銃と多数の弾丸も。コロシアムのゴールを目指すなら、これからさらなる戦いがあり、弾丸が飛び交い死傷者が出るだろう」

　どれほどの人間が見ているだろうか。そして萩原の言葉を受け取ってくれるか。

「だから、千人を集めよう」

　萩原はそう言った。

「俺たちはコロシアムでも協調できると思う。旧コロシアムでも三十人が持つ三十発の弾丸を集めることに成功したように、今回もそうするべきだ」

　撃たない解決方法はそれしかなかった。

「この学校にはもう千人もいない。でも、死んだ生徒の分の弾丸も集める。散らばった弾丸を一か所に集めることで争いを止める」

　拡散された災いを集めるのだ。

「俺は旧コロシアムとこのコロシアムはフラクタルな構造になっているように思える。旧コロシアムのゴールがすべての弾丸を集めることだったように、このコロシアムもすべての弾丸を集めればいいと考えた」

　これは裏付けのない考えだった。しかし、そんな小さな希望でも、この闇やみの中では眩まぶしく輝かがやくはずだ。

「それがもう一つのゴールの条件だとしたら、みんなは協力してくれるか？」

「……どこに集めるの？」

　口を挟はさんだのは伊央だった。ロゴスの中継のことも忘れている。

「みんなは学校に散らばる弾丸を拾ってほしい。そして弾丸を集める場所は──校庭中央だ。セレクションのグループに弾丸を渡す」

　発言に伊央が驚おどろいている。

「そんなことをしたら……」

「俺は撃うたないと信じている。セレクションの三十人は冷酷な行動を取ってそこにいるけど理性的だった。彼女たちに千発を渡し、コロシアムの争いをなくす」

　そうなれば中央の三十人も銃を撃つことはないはずだ。少なくとも千発が集まるまで。

「だからもう一度、みんなで協力しよう……」

　語尾が擦かすれた。自分の言葉は本当に学校の生徒に届いたのか。受け取ってくれたのか。そしてこのメッセージをあの三十人が受け取ったのなら出てこい……。

『私もそうしたいです』

　画面が分割され、映り込んだ彼女を見て萩はぎ原わらは目を見張る。介入してきたのは咲さ季きでも流る華かでもなく羽は留る奈なだった。

『私は……私たちは撃うちません。そう約束します。だから残りの弾丸を預けてほしい。千発、千人が集まるまでここで待ちます』

　いつもオドオドとしていた羽留奈ではなかった。全校生徒に向かってはっきりと自分の意見を言っている。

『セレクションを完成させ、さらに多くの弾丸を持ち、この意見は傲ごう慢まんかもしれません。でも、私たちを信じてほしい。いえ、私たちではなく……萩原君を』

「……羽留奈」

　羽留奈は画面越しにこちらを見た。

『私は、私をずっと優しく扱ってくれた萩原君を信じたい』

「絶対に集まる。誰だれも撃たない」

　萩原は羽留奈に言った。

『私たちはずっとここで待つ。集まることを信じ、ヘチマを食べて金こん剛ごうさんのお墓に花を供えながら待ってます。だからゆっくりでいい。一発ずつ、弾丸を撃つんじゃなく、私に投げてください』

　羽留奈がカメラに手を差し出した。萩原は画面に映った彼女の手に自分の手を合わせる。

『千発が集まるのを待ってます。そして、もう一度……』

　画面の羽留奈は萩原と視線を合わせ、唇を動かした。

（手を握にぎってくれるのを待ってる）
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　教室の座席の三分の一には花が置いてあった。

　一輪挿ざしに鉄砲ユリが挿してある。七組の生徒たちが中庭から摘つんできたものだろう。窓まど際ぎわに置かれた植木鉢にもハーブが花を咲かせていた。

「教室に来てるんだね」

「そうらしい」

　萩はぎ原わらと伊い央おは無人の教室の中に入った。微かすかにユリの匂においが漂ただよっている。

　一年七組の生徒たちは寄宿舎で生活しているものの、毎日教室に顔を出しているようだ。

「もともと日常から弾丸は学校にあったんだと思う」

　伊央は花の置かれた緋ひ香か里りの机に手を添える。

「ただ、それが見えるか見えないかだけの違いだったの」

　伊央はそう言い机から離れた。

　二人は教室から出ると静かな廊ろう下かを歩く。ワームとスマホを持って弾丸を探しているのだ。校舎の弾丸はあらかた拾ったようで、レーダーには反応がなかった。

　あれから一週間が経たった。そしてあれから銃声は響ひびいていない。

　交戦は起こることなく、弾丸を集める作業は少しずつ進んでいる。ほとんどの生徒たちは寄宿舎の自分の部屋にこもりきりだったが、それでも協力してくれる人間も現れた。

「……あった」

　伊央がスマホを指さした。レーダーに反応がある。廊下にあったゴミ箱をあさると、底からクマのぬいぐるみが出てきた。ぬいぐるみを調べると中に弾丸があった。

「レーダーを持たない生徒が気づかずに捨てたんだな」

　萩原はぬいぐるみを廊下の窓枠に置いてから、弾丸をポケットに入れた。

「そろそろ千発集まってもいいころだね」

「あらかた探しただろうしな。あとは見つけた連中が渡してくれるか」

「寄宿舎では渚なぎささんが呼びかけてくれているみたいだけどね」

　胸を撃うたれた渚はワームの治療により回復した。そして萩原と羽は留る奈なの提言を受け入れ、二度と銃を撃たないと確約をした。そして寄宿舎の生徒一人一人に弾丸を集めようと声をかけているらしい。

　──弾丸を放棄したことで楽になった。きっと私は弾丸に支配されていたの。

　撃たれた胸に手を当てながら彼女は伊央に言った。

　──そんな私を撃ってくれてありがとう。

　少しずつ弾丸は集まっている。しかし千発集めて終わるかはわからない。校庭中央のセレクションに運命を委ゆだねるということなのだ。集まった時どうなるか。あの三十人は今度こそこのコロシアムで理知的で優しい行動を取ってくれるのか……。

　それでも学校の生徒たちは信じるという選択をした。たとえ裏切られても、自分からは裏切らないという選択を受け入れたのだ。それは報復のエコーを断ち切る一手だった。

　二人は下駄箱で靴に履き替えてから外に出た。

　部室棟の前にあった巨大なバリケードは撤てつ去きよされている。部活動の生徒たちが連携してバリケードを片付けたのだ。

　──千発集まった時、その気になられたらバリケードがあっても無駄だからな。

　薙なぎ野のはそう言ってバリケードを解体していた。

　弾丸が一発ずつ集まっていくように、少しずつ学校も安定を取り戻し始めていた。千発集まるまでに、たとえ形だけでも学校を取り戻せればと思う。

　萩はぎ原わらは並木道を歩くと校庭に出た。

　ガランとした校庭の中央には変わらずに三十人の姿があった。あのセレクションの三十人は約束を守り、弾丸が集まるまで中央エリアから離れずにいた。他の生徒が信頼し弾丸を集める代わりに、彼女たちは中央での生活を受け入れたのだ。

　ただ、現在の中央エリアは改造されていた。日よけのために作ったヘチマとゴーヤの棚は拡大を繰り返し校庭の真ん中を覆おおっている。水場は水圧を改造したのか、噴水のように水が噴き出し、その下で下着姿の女子たちが水浴びをしていた。

「意外にあの生活に馴な染じみやがって」

　萩原は北きた野のを見つけて舌打ちをした。ヘチマとゴーヤの棚も噴水も北野が改造したのだ。そして今の北野はひも状のものを干している。ヘチマの切きり干ぼしを作っているらしい。

「あいつが一番やばい人間だったと思うんだよな」

「順応性があっていいと思うよ」

　伊い央おはくすっと笑った。

　金こん剛ごうの墓にはヘチマの花で覆われ白く染まっていた。その脇わきのベンチには鳴なる美みと環かん奈ながいる。鳴美が短くなった環奈の髪をとかしていた。鳴美は自分を飾っていたアクセサリーのすべてをあげてしまったのか、環奈が蛍光色に装飾されていた。

　トイレの壁に寄りかかり腕を組んで立っている咲さ季きが見えた。その隣となりには椎しい名な流る華かが涼しげに立っている。セレクションの今後はあの二人が中心になるだろうが、どんな選択をするだろうか。咲季が何かを言い、流華が笑ったのが見えた。こちらの気も知らずにあの二人は平然と特異生活をこなしている。

　さらに視線を横にずらすと、ヘチマ棚の下でパソコンを操作している女子がいる。太ももに載せたノートパソコンのキーを一心に叩たたいている。しばらく見つめていると、やっと彼女がこちらに気づいて目を丸くした。

　羽は留る奈なはパタンとノートパソコンをたたみ、少しだけ迷った仕草をしたが、にこりと笑ってみせた。千発が集まるまで中央エリアを侵害しない規則が設定されたので、ここまでしか近づけない。

　萩はぎ原わらはポケットから取り出した弾丸を、助走をつけて思い切り投げた。

　弾丸は切きり干ぼしを作っていた北きた野のの頭に当たり、彼はきょろきょろと周囲を見回している。

　その横で羽は留る奈なが遠慮がちに手を振っているのが見えた。萩原も小さく手を振り返す。

「……行こう」

　不意に手を引っ張られ、萩原はその場を離れた。

「校庭も探さないといけないから」

　伊い央おは萩原の手を握にぎって校庭を歩く。

　中央エリアを迂う回かいするようにして進みながら、伊央は口を開いた。

「萩原君は正しかった」

「ん？」

「きっと萩原君は日常の学校から正しい道を歩んでいた。だから、学校がコロシアムになっても足を踏み外すことはなかったの。画面越しに私を導いてくれて、そして画面から出ても……」

「これが正しいのかわからないよ。俺は学校の生徒たちを騙だました。千発集めればゴールかもしれないと餌えさを与えて弾丸を集めた。たぶん集めたところでコロシアムは終わらない。だけど、俺は千発集めた三十人が、銃を撃うたずに握にぎりつぶしてくれるという希望にすがった」

　三十発の弾丸をはめる穴があった旧コロシアムとは構造が違う。千発集めてコロシアムが終わることはあり得ない。だが、これ以上殺しあわないためには、すべての弾丸を一か所に集める必要があった。そしてあとはその千発を握った人間の良心を信じるしかない。撃たれたくないから撃つ。そんな恐れがなくなれば、生徒たちの良心やモラルのほうが強いのではという希望だ……。

「弾丸を千発集めたとしても裏切られる可能性がある。コインを投げて表が出るか裏が出るかなんて俺にはわからない」

「たとえそうだとしても、私には間違っていないということだけはわかる」

　萩原と伊央は立ち止まり、向かい合った。

「きっとうまくいく。コロシアムではずっとコインの裏ばかり出ていたから、今度こそ表が出ると思うの」

「それはないよ」

「え？」

　驚おどろく伊央に、萩原は続ける。

「だって、確率は記憶しないから」

　伊央は噴き出すように笑った。二人は笑い終わってから再び見つめ合う。伊央がほんの少しためらってから萩原に身を寄せた。萩原の胸に手を添え伊央が瞳ひとみを瞬またたく。彼女が何かを言おうとしたとき──声がした。

『萩原』

　萩はぎ原わらはその声に固まった。

『北きた野の君と鳴なる美みちゃん、そして環かん奈な』

　校庭に設置されたビジョンを見る。そこにはやはり金こん剛ごうが映っていた。

『みんな元気？　私は──この映像をキャンセルしていないということは、死んでるってことだけど』

　金剛がいたずらっぽくウインクした。

「……元気ですよ、金剛さん」

　画面の金剛は何やら恥ずかしげに口ごもっている。

『あのさあ、前回の録画では色々とあってあんなこと言ったけど、私って女の子だからね。それだけははっきりと言っておきたくて』

「どれだけ録画してたんだ」

『こんな可愛かわいらしい男子がいるわけないじゃん』

「結局どっちなんだ……おっ」

　萩原は校庭に光るものを見つけた。近寄って確認してみるとそれは弾丸だった。

「校庭を一回りして教室に戻ろう」

　萩原は伊い央おの手を取ってから、思い出したように弾丸を中央へと放った。




　　　　　　　　　　＊




　沖おき羽は留る奈なのパソコンデータより抜ばつ粋すい





　中央エリア占拠からの経過時間　七日間＋3:21

　セレクションの三十人の健康状態　ほぼ良好

　ヘチマ・ゴーヤの成長　極めて良好

　晴天

　銃声なし

　所持弾丸数　９９９












　　　　　　　　　　＊




　すべての言葉をここに、そうすれば元の世界への扉が開かれる




　　　　　　　　　　＊




　伊い央おの手からワームが落ちる。丸まったワームは校庭を転がると、そのままダンゴムシ形状に変化した。そして七色に光りながらこちらに寄ってきた。

『おめでとうございます』

「え？」

　萩はぎ原わらと伊央は顔を見合わせる。

『あなたたちは鍵かぎを正しく差し込みました。よって、元の世界への扉が開かれます』

　ワームの言葉は旧コロシアムで弾丸を集めた時の台詞せりふと同じだった。そしてプレイヤーであった伊央たちは旧コロシアムからこのコロシアムに移動してきたのだ。ということは……。

　萩原は汗ばむ伊央の手を強く握にぎった。伊央も握り返してくる。

『元の世界に移動するには、出口からどうぞ』

　二人の視線の先にある学校の門が、開いた。
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　あとがき




　ハロー、土ど橋ばしです。

　少し間が空いてしまい、あとがきを書くのは久しぶりです。

　長かった執筆の最中には様々なことがありました。今年の夏は渇かつ水すいで大変でした。ドラゴンズが優勝しましたね、日本シリーズが楽しみです。

　私生活においても変化があり、一番大きかったものといえば結婚したことでしょうか。なんていうか、書く小説も実生活も変化していくものですね。

　最近はあとがきを書くネタもなくなり苦労しているのですが、

「子供でもできたらネタができるよね」と言ったところ、

「そんな理由で子供を作っちゃ駄目でしょ」

　なんて奥さんに怒られました。




　……というあとがきがパソコンに残っていたので再利用してみました。

　どうも昔の自分は、書けるときにあとがきを一気に書いて貯ためておく、ということをしていたらしく、数年前に引退したノートパソコンを起動させてみたら、あとがきフォルダなんてものがありまして、そこにあったあとがきのパターンの一つです。

　たぶん七年前ぐらいに書いたものなんですが、いろいろギャンブルしてるというかなんていうか。あとがき秋バージョンとあったのでプロ野球ネタも入れたんでしょうが、とりあえず七年前の自分に、今はベイスターズやカープがライバルだよ、と胸ぐらをつかんで現在のドラゴンズの凋ちよう落らくっぷりを伝えてやりたいです。

　ついでに、健康管理に気をつけろとか、数年後に出会う小学校の同級生にマルチに誘われるから気をつけろとか、ルンバは早めに買え、レバ刺しが食えなくなる、青色申告の誘いに乗るな、炭酸メーカーを買うよりウィルキンソン、山やま本もと昌まさがついに引退、チケットを集めて揉もむ小説を書くと姪めいっ子と音信不通になるから書くな、猫に話しかけられる、お酒はほどほどに、など。

　ちなみに僕の現状ですが子供はいません。結婚ももちろんしてません。

　あとがきを書いていることだけが真実だという、なんかデカルトっぽいオチになってしまいました。


以上、あとがきでした。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で念願の作家デビュー。写真は日本１００名城の一つ広島城。思い入れのあるプロ野球選手、山本昌投手の現役最後の試合を見届けた後、取材も兼ねてパシャリ。次回作は城モノですか？
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

最終巻ですね。いつも通り表紙の画像仕上げを弟に頼んだところ、『…最後はお前自身の力でやるべきだと思うぜ！（訳：俺は超忙しい）』と返ってきたので、今回は自力で仕上げました。笑。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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